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　　　プロローグ／グッドモーニングコールミィ。

　　　prologue:GOOD MORNING CALL ME




　　　　♪




　大昔、この世界には魔ま法ほうというものが存在していて、ひとの暮らしを支えていたという。

　というだけで、実際は、どうだか判わからない。

　そんなものが残ってないから、見たこともないから。

　魔法があれば、もっと、らくちんで、たのしい毎日なのかもしれない。

　でも、もう、「あったらいいな」と想像して、うらやましがるしかないんだ。

　誰だれもが、魔法を使えなくなってしまった。

　とはいっても、

　魔法が失なくなったワケじゃないかもしれない。

　それというのは、もともと魔法ってひとの暮らし、日常にひそんでいるものだから。







「──というアレでね」

「なんすか。アレって」

　いつかの朝。いつものお手て伝つだい（バイト）先の学生寮りよう（超大豪邸）の玄関先で、ホウキとチリトリではき掃除をしている少女に、あからさまに妖よう艶えんな雰囲気の女性が言った。

　少女は手を止めて、なれない作業着（という名のメイド服）のフリフリしてふわふわしている短いスカートを押さえつつ、女性に顔を向けた。

「ましろんは、魔法って信じる？」

　女性は、とてもオトナびているのにひどく子供っぽくて澄すき透とおる不思議な響きの声ウイスパーヴオイスで言う。

「なんすか、いきなり？」

　自分の雇い主の女性が投げかけた質問に、少女は目を丸くした。ショートカットを揺らし首をかしげる。

　いつもはぼさぼさのネグセヘアーの少女の髪の毛だけれど、この女性が綺き麗れいにセットしてくれて、さらっさらになっている。なんなら天使の環エンゼルハイロウでも浮かべましょうかというぐあいなキューティクルキューティクル。

　でも、べつにそんなことしてくれなくていいのにと少女は思っていた。このやたらとラヴリィチャーミィな作業着メイドふくも毎日のようにバリエーションの違うモノを用意してくれなくていいし。

「で、信じる？」

　女性はぐぐっと近づいてきた。

　──魔ま法ほうを信じる？

「えーっと、うーん。どうだろ。あったらいいなーって思いますけど……」

「けど？」

「んー……。ないかなーって」

「そう思う？」

「そうっすね」

「ふーん」

　女性は何な故ぜか、よしよしと少女の頭を撫なでながら、

「魔法はね。何ど処こにでも誰だれにでもあるモノなんだよ」

　そう言って、やわらかい笑えみをこぼした。

「つまりね。ましろんも持ってるし、言っちゃうと、樹きや花や水にだってあるワケ」

「はぁ……」

　そんなこと言われても、実感なんてない。あるワケないじゃないか。

　だって、一度もそんな魔法なんて……。

「ほんとにそう？」

　心を見透かしたみたく女性が訊きいてきた。

　思わず、どきっ、となってしまう。

　女性はすぐ傍かたわらにいるけれど、その声が耳もと、いやそれよりもずっと奥のほう、心に直接鳴ったような気がした。

　このひとは、いつもつかみどころがなくて不ふ思し議ぎだ。

「ましろんは、『これって魔法みたいだなぁ』とか思った瞬しゆん間かんってなかった、今まで？」

「それは──………あったかも」

　少女がそう言うと、女性はにっこりと微ほほ笑えんだ。とてもうれしそうに。

「そうそう、それそれ。魔法みたいな瞬間。それも魔法なの」

「そうなんすか？」

「そうっ！」

「へぇ……」

　なんとなく判わかったような判らないような、やっぱり判んないな。でも、少女はなんとなくで、うんうん、とうなずいた。

　と、

「まあ、ましろんは、これからもっとそれを経けい験けんしていくことになると思うけど」

「え？　なんすか？」

　女性がちいさく言ったので、少女の耳には届かなかった。

「なんでもないっす！」

　少女の口く調ちようを真ま似ねて女性はごまかした。

「……なんか、気になるけど、まあいいか」

　アバウトに少女は自分の中で、この会話をまとめに入った。

「んで──」

「んで？」

　少女の言葉に、今度は女性が首をかしげた。

「んで、今の話ってなんすか？」

　結局、一番最初の『アレ』ってなんなんだ。

「あーあー。アレね」

「そう、そのアレっす。今の魔ま法ほうがどうのこうのってゆうのと関係あるんすか？」

　少女が訊きくと、女性はあごに手をあてしばらく考えるフリをして、もったいぶる。

　それから、ズバリ、

「関係ないわね！」

　と言った。堂々と。

「じゃあ、なんなんすか！　今までのは」

「んー。なんとなくー？」

　くー、じゃないよ。

　かわいくゆってごまかしたつもりかっ！

「なんなんすか、もう……」

　ため息が出そうになるのをこらえて少女は腰に手をおいた。

　あらためて、女性に視し線せんを向ける。

「ふふふふふー」

　と女性は楽しそうに口もとをゆるめている。

「ふふふふふー」

　ふふふふふー、じゃなくて。

　で。

「で？」

　オチは？

「オチ？」

　そう、オチ。

「…………」

　…………。

「…………」

　…………。

　…………。

　…………。

　…………。

　…………………………………………。

　…………………………………………。

「……………………………………………………………………………………──ないわ！」

　自信まんまんでゆうなよっ！







　そんなアレで、朝っぱらからオチもないまま、今日きようも今日とて、




　──少女の一日がはじまった。
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　　　　♪




　四月もなかばにさしかかろうとしていた。

　このころになると、いつもはゆったりとした雅みやびたれ流しっぱなしのここ、由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院中等部も、ちょっとだけあわただしくなる。

　といっても、どうもお祭り好きというかイベント好きな校風らしく、一ヶ月に一度は、大小なんらかの催し物があるんだけれど。

　それはさておき。

　あわただしくなる、その原因は『五月さつき祭さい』が近づいてるからだ。

　五月祭というのは、在校生（二年、三年）による新入生やその家族などに向けたレクリエーションイベントのこと。

　その主な内容は、部活動同好会サークルなどの発表会をかねた、いわゆる部活紹介。

　いかに、この由緒正しき聖アンジェリカ女学院が屈指の名門で、全国から集まってくるお嬢じようさまたちが純真で素直で、部活動への所属が義務づけられているワケでもないのに、ほぼ全生徒が何かしら部活動などに参加しているとは言っても──放っておいても入部希望者が殺到するような部活ばかりじゃなかったりする。

　中には、必死丸出しのアピールの結果、ようやく新入部員が一人ひとりとかいうところもある。

　というワケで、部活動をまじめにやっていて、それに情じよう熱ねつを注いでいる生徒たちからすると、この『五月祭』は、ある部活には強化拡大の、またある部活には存続を左右する、かかせない一大イベントだった。

「ま、帰宅部の自分には、関係ないけどね……」

　その日の授業が終わると、水田ミズタマシロは帰り支じ度たくをすませ、そそくさとひとり席を立って二年花組の教室を出て行こうとする。

　しかしまあ、こんな時間に帰るのは、マシロくらいだ。

　前述の通り、生徒たちは決められているワケでもないのに、基本的にみんななんらかの部活やサークルに所属している。

　なんでも、教師に言わせると『部活動は人の心をより豊かにする』らしい。

「先生がそうおっしゃられるのなら、ぜひ部活動をしましょう」というかんじで、みんな部活動やサークル活動にまじめに打ちこんでいる。

　けれど、この学校の生徒は時に、純粋で真まっ直すぐすぎる傾向があるんじゃないかとマシロは思っている。

　たとえば、

「水田さん、ごきげんよう」

　教室を出て行こうとするマシロに、ひとりの生徒が声をかけてきた。

　すると、

「水田ミズタさん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

「水田さん、ごきげんよう」

　………………。

　…………。

　……。

　ほらね。

　資源ページのムダづかいだと、誰だれかから怒られてしまうんじゃないかとビクビクとしてしまいそうになるが、ひとまず置いておいて。

　これは、壊こわれた機き械かいが言ってるんじゃない。

　マシロをのぞくほぼクラス全員が、そろいもそろってマシロに帰り際のあいさつをキラッキラした瞳ひとみといっしょに送ってきた。

　なんだか知らないけど、みんなしてそんな風に律りち儀ぎにあいさつをしてこなくても。

「さ…さよなら……」

　そう、ちいさくため息のように言って、マシロは早足で教室をあとにした。

　ここ何日か、ずっとこんなカンジだ。

　朝は朝で、これとおなじような光景が繰くり広げられる。

　どうして自分に話しかけてきたことがほとんどないクラスメイトの態度が一変したのか、マシロは理解できていなかったが、なんとなく、脳裏をよぎるのは──あの四人の姿だった。

　ひとりは、天てん真しん爛らん漫まんで好奇心旺おう盛せいな凜りんとしたブロンドヘアーのお嬢じようさま風ふうだ。

　ひとりは、メガネが似合いそうな意志の強い目のすらりとした長身だ。

　ひとりは、ちょっと眠そうな表情のくるくるとした髪のお人形のようだ。

　ひとりは、いつもうつむきかげんで黒髪と大きな黄こ金がね色いろの瞳が印象的だ。

　四人は、この聖アンジェリカ女学院中等部では、ちょっと特別な存在だった。

　神聖にして不可侵といった暗あん黙もくの了解のもと、みんな一定の距きよ離りを保ちながら、憧あこがれ尊そん敬けい羨せん望ぼうなどなどのまなざしを向けていた。

　が。

　しかしだ。

　ＨＯＷＥＶＥＲ（しかしながら）だ。

　マシロは、その四人に不可抗力ながらうっかり近づいてしまった。

　そもそものはじまりは、自称〝非常勤講こう師し〟だというが学校では一度も見かけたことがない（校内がありえないほど広大だということもあるだろうけど）あのひとの紹介で、自身が家主兼寮りよう母ぼを務める学生寮『涼橋スズハシ寮りよう』の手て伝つだいをすることになったからだ。

　まず、マシロがこの時点であのひとからバイトの内容などをちゃんと聞いておけば、もしかするとこんなことにはならなかったのかもしれない。

　けど、まあ、もうあとの祭りだ。

　実はこれ以前に、バイト禁止の校則に反して、こそこそ新聞配達をしていたんだけど見つかってしまい、教師から、

「『特待生』ともあろう君がいったい何をやっているんだ！　学生の本分は何か？　君はどうしてこの学校に入ってうんぬんかんぬんほにゃららとぅるるるーおーいえーアゥイエー……」

　とか、最後のほうは、左の耳から右の耳へトゥルーバイパス仕様にしていたため適当なかんじになっていたおかげかなんなのか、怒られているという感覚もない小言を一通り言われ終えると、そのタイミングを狙ねらって、マシロは、あーだこーだと「バイトがしたいんだ」ということを伝えた。

　そして、交渉の末なんとか、「そんなに労働したいのなら」と特別に許可をもらうことに成功した。

　実は、ダメもとだったけど、一応、言ってみるもんだ。やってやれだな。

　その後、しばらく二束三文（お嬢じようさま学校なのに……）で学校の校務の手て伝つだいをさせてもらった時期を経て、マシロは、あのひとに言われ──現在の職しよく場ば、学生寮りよう『涼橋スズハシ寮りよう』でお手伝いのアルバイトをすることになる。

　学校の校務や、一般庶民の学生がやるバイトと比べても、文句なしにバイト代がよい。

「これって、ラッキーかも」

　なんて。そのときは、そう思ってた。

　だから、マシロにしてみると断る理由もなく意気揚々とバイトの初日を迎えたんだけれども。

　……けれども。けれどもしかし。けれどもしかしながら。けれどもしかしながら昔ながら、うまい話には裏があるってゆう、アレだ。

　学生寮だと聞いて行ってみたらば、想像を遥はるかに超えたことの連続が……。

　そこは『超大豪邸』だわ、そのわりには寮生が四人しかいないわ、みんな個性的だわ、名前間違われるわ、あのひとにいきなり拉ら致ちられてこっぱずかしい格好フーリツシユスタイル（メイド服）に着替えさせられるわ、どうやら男だと思われてたらしいわ、だから女と判わかってびっくりされるわ、気を取り直して、さっそく仕事をはじめようとしたら特に仕事は決まってないわ、そんならって勝手に掃除してたら屋や敷しきの中で迷子まいごになるわ、広すぎるわ方ほう向こう音おん痴ちだわ、そしたら、そこに四人がいて何な故ぜかみんなで風ふ呂ろに入ってるわ、そんで……、

「……………………」

　………………。

　…………。

　……。

　むやみに三点リーダーをつなげたくなるほど、想像を絶することが起こった。

　起きてはならないことが起きてしまった。

　んー。

　あんまり考えたくないな……。

　そのことは、いまだにマシロの中でぐるぐると渦を巻いて、自分自身に納得のいく答えや結けつ論ろんが出せていなかった。

　というより、考えることをやめてしまったからだ。

　自分の名前を間違えられても「まあ、いいや」と思ってしまう、もともとちょーアバウトなマシロ自身の性格もあるが、それよりも他人に対し積せつ極きよく的てきに関かかわることを心で抑制していることが原因だった。

「あっちも訊きいてくれるなってかんじだったしな」

　それならそれでいい。

　こっちだって、べつに知りたくもない。

　知る必要もないだろうし。

　自分はただ、バイト代の分くらいの働きはする。それだけだ。

　だから、あの四人に関して、マシロはほとんど何も知らない。

　いや。

　唯一、知っていることがあった。

「……まあ、それが大問題なんだけど……」

　ハフー、とため息が出そうになるのをこらえて、マシロは、廊下を生徒玄関へと歩いていた。

　今日きようもバイトだ。

　あの寮りように行かなくちゃだ。

　といっても、

「掃除しかしてないけどね」

　バイトをはじめて一週間ほど。

　掃除のついでに、この広大すぎる屋や敷しき（寮）のマップを憶おぼえようと、一いつ石せき二に鳥ちようなアイディアをひらめいたつもりだったが、またもやうまくはいかなかった。

　とにかく、広い。

　だてに超大豪邸じゃない。

　だてに迷子まいごになってない。

　マシロが想像していた以上に広い。果てはないのかと。

　ここは迷宮か？　迷宮なのか？

　どれだけやっても、掃除が終わりそうにないんだ。

　しかも、やる前から結けつ構こう綺き麗れいになっているから、掃除の業者とか入ってそうだし。

　実は、掃除をはじめたぐらいからうすうす、

「もしかして、ちょームダなことやってね？」

　みたいなことは感づいてたんだけど。

　でも、やることが特に決まってないからといって、適当に寝て過ごすワケにもいかない。

　……もっとも、あのひとなら、

「ましろんがそれでいいなら、いいわよっ♡」

　とか本気で言いそうだけど。

　マシロにメイド服などを着せて楽しんで満足しているような気もする。むしろ、もしかして、それがメインなのかもしれない。

　ただそれだけじゃ、着せ替え人形になっているだけじゃマシロの気がすまない。（メイド服はマシロに精神的ダメージもあたえているが）

　マシロは、口がちょっと悪くて、アバウトなところがあるが、基本的には真ま面じ目めすぎるくらいだ。

　ギャランティーに見合うくらいの働きはしたい。

　そう考えている。

　だから、今日きようも、あのひとが次から次へと用意してくる作業着という名の──メイド服やらのコスプレ衣装に心と身体からだをもてあそばれることに気力をがっそり持っていかれると判わかっていても、行かなくてはならない。

　涼あ橋そ寮こへ。




　　　　♪




　生徒玄関にたどり着いたマシロは、うわばきからいつものスニーカーにはきかえるため、何気なく自分の下げ駄た箱ばこを開けた。（全校生徒でスニーカーなのは、マシロだけ。普通はローファーなど革靴をはいてる）

　下駄箱の中は、上がうわばき、中段が運動靴、下が通学用の靴と分かれていて、ブーツなどを入れても余裕たっぷりなゆったりとした大きさになっている。

　まあ、そんなモノブーツはマシロには縁えんのない代しろ物ものだが。

　家が格かく闘とう技ぎ道場をやっていて兄三人弟一人ひとりの男クサさボリューム満点の中で育ったマシロは、生まれてこのかたブーツなどにつま先すら突っこんだことがなく、いつもスニーカーだ。

　ちなみに、春夏はローカットが多く。秋冬はハイカットが多い。

　今日も、（もちろんマシロは知らないが）着てみたい制服ランキング全国ＴＯＰ３常連の聖アンジェリカ女学院の制服には、まったく不釣り合いなスニーカー（でも本人は気に入っている）をはいて帰ろうとした。

　としたが、それを阻はばむモノがあった。

　紙だ。下駄箱の中に紙が貼はってある。

「──ぬおっ！」

　おでれーた。

　いや、驚おどろいた。

　ギクリとして、数日前の体育倉庫呼び出し＆閉じこめ事件を思い出して背中を冷や汗が伝った。

　でも、今日きようはそのときと様よう子すが違っていた。

「……なんじゃ、こりゃ」

　眉み間けんにしわ寄せ凝ぎよう視しする。

「もっかいゆうけど──なんじゃ、こりゃあ……！」

　懐なつかしのテレビドラマを懐かしむテレビ番組で観みた刑事ドラマの殉じゆん職しよくシーンの口く調ちようをうっかり真ま似ねながらマシロはうなった。

　下げ駄た箱ばこの紙が、まるで『赤紙』のようだったからだ。

　これが本当の赤紙だったりしたら、さらに『死にたくねぇよぉ』という科白せりふをほんのり付け加えてしまうところだったが、それには達筆な字で、
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　召集令状デス』







　と書き殴られ、その横に、召集場所と時間が申し訳程度にそえられていた。

　しかも、

「時間もうすぐじゃん……急だなーおぃ……」

　この変な文章……。

　こんな変なことをしでかしそうなひとは……。

　マシロは、ブロンドヘアーの笑え顔がおを思い浮かべていた。

「デスってゆう文字が、『Death死』に見えてきた……！」

　んー。

　とりあえず、無視すっか！

　だから、あんまり他人に関かかわりたくないんだってば。

　バイト先のひとたち（雇い主）ってことで、ちょっと近づきすぎちゃったけど……。

　普ふ段だん、ディスコミュニケーション状態のマシロは、距きよ離り感かんがうまくつかめないでいた。

　だから、この召集令状を無視したい。

「どうせ、寮りようでイヤでも逢あうんだし。いいかな、いいよね？」

　ぱたぱたとスニーカーを取り出して、さくさくとはきかえる。

「帰ろう。うん」

　しかし、一歩踏み出したところで、

「…………いや。でもなぁ……」

　この召集令状が、マシロのよく知るブロンドヘアーの人物の仕し業わざなら、このまま無視して帰ってしまうと。

「…………泣きそうだな……泣かないか……いや、泣くか……」

　というか、泣く泣かないは置いといて。

　メンドーくさいことになりそう。

「……やっぱ、いかなきゃダメなのかなぁ……」

　がくっとうなだれる。

　気が重い。

　行っても、どうせ召集場所にいるのは、ブロンドヘアーの人物に、バイト先の寮りようの住人たちばかりだろう。

　だからさぁ、寮に行ったら逢あえるんだから、わざわざ学校で呼び出さなくても。

　けど、学校で呼び出すくらいだからなんかあるのかも。

　……あるから、やなんだけど。

「もう、ろくなことじゃなきゃいいなぁ……まったく、もう……」

　ぱたん、と下げ駄た箱ばこをもう一度開く。

　帰りに開いてまたびっくりしないように、召集令状はひっぺがしておいた。

　それを手に、もう一度うわばきにはきかえて、マシロは、とぼとぼと校内に引き返した。

『赤紙』の裏に、手描きの学校内の地図が記してある。

　ここまでこい。ってことらしい。

　なんとなくバイト初日のこと、あのひとの手描きの地図を思い出した。

　イヤな予感がするんだけど……。

「場所は……っと、文化部の部室長屋のほうっぽいけど……こんなとこあったんだ？」

　まあ、行ってみれば判わかるか。

　と、マシロはアバウトに納得した。




　　　　♪




「ぴぐゎぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　ものすごいおかしな泣き声だった。

　もしかしたら、まだ見ぬ正体不明の謎なぞの生物の鳴き声なのかもしれないと思ったけど、そんなワケもなく。目の前で、目鼻立ちの整ととのった綺き麗れいな顔をぐちゃぐちゃにしながら、そのひとが泣いていた。

　やっぱり、こなきゃよかった。と思うにはすでに十分だった。

「なんすか……いったい……？」

　マシロは、露ろ骨こつに迷惑そうな表情をした。

　なにしろ、奇妙な泣き声をあげているお嬢じようさま風ふうのブロンドヘアーのそのひとに、ぎゅーっ、と抱きつかれてしまっているからだ。

　召集令状の地図に記されていた場所──部へ屋やをノックして、一歩中に入ってみると、

「ましろ～～～～ん！」

　いきなりだった。

「はいはい……判わかった、判ったから……とりあえず、離はなれて……！」

「ぶぁしるぉ～～～～ん！」

　聞いちゃいねー。

　おそらく、『ましろん』と言ってるんだろうが、もう原形をとどめてない。

　ブロンドヘアーのそのひとにされるがままのマシロが、寮りようの雰囲気になんとなく似ている謎なぞの部屋の入り口で、ドアを閉めたときの体勢のままなすすべなく立ちつくしていると、

「コレで全員だろう。いいかげん何のためにオレたちを集めたのか、話してもいいんじゃないのか」

　部屋の奥から冷めたような声がした。

　こっちも〝はなして〟ほしいらしい。

　マシロの視し線せんの先に、メガネをしてないのにメガネをしてそうな鋭するどい視線をぶっ放つ長身の人物が立っていた。

　腰に手をあててうんざりした顔をしている。

「メガネさん」

　思わずマシロは名前を呼んだ。

　が、

「誰だれがメガネだ。かけてないだろう、かけて」

　名前が違ってたらしい。

　知ってたけど。

　あえて間違えたくなったんだ。

　長い人生そんなときもあるよね？

　メガネじゃないけどメガネっぽいひとは、にらむようにしてマシロを見た。そのまま、ずんずんと近づいてくる。

　一いつ瞬しゆん、どきっとしたが、

「いいかげんにしろ。こっちは、まったく話が見えないんだ」

　そう言って、泣きながら抱きまくらのようにマシロに抱きついていたブロンドヘアーのそのひとを引きはがした。

　ん？

　助けてくれたのかな？
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　そう思ったが、メガネじゃないけどメガネっぽいひとは、ブロンドヘアーのそのひとを連れて部へ屋やの奥に入っていってしまって、メガネじゃないひとのうしろ姿からは確かく認にんできず、

「オマエもそこに突っ立ってないで、さっさと中に入れ」

　というイヤミなかんじがするメガネっぽいひとの声に、助けてくれたかもという考えはすっかり消えてしまった。

　中に入って、ぱたんとドアを閉める。

　部屋は、教室くらいの大きさだが、授業を受けるのに必要なモノはいっさいなく、あるのは調ちよう度ど品ひんや高価そうなソファとテーブルなどだった。

　まるで、バイト先の寮りようの応接間のよう。

　ここにいるメンツもそうだし……。

　部屋には先のふたりのほかに、ソファに座ってうとうととしているお人形のようにおとなしい子と、テーブルをはさんで反対側のソファに、五人分のカップにハーブティーを注いでいる長い黒髪と黄こ金がね色いろの瞳ひとみをしたコがいる。

　予想通りというか、なんというか。全員だ。

　涼橋スズハシ寮りようの──あの四人がそろっていた。

　さっきから何な故ぜか泣いているブロンドヘアーのお嬢じようさま風ふうは、三年の跡見アトミ忍シノブ。

　メガネじゃないけどメガネっぽいのは、おなじく三年の鳴海ナルミ千尋チヒロ。

　うとうとしているお人形のようなコは、マシロとおなじ二年の藤間フジマ陽向ヒナタ。

　ハーブティーをいれている黒髪のコは、一歳イツコ下で一年の涼橋スズハシ萌流メグル。あのひとの親しん戚せき。

　四人ともこの部へ屋やの高価な品々にまったく劣らず、むしろ、よく馴な染じんでいた。

　一般庶民代表のようなマシロとは、根本的に何かが違うんだろう。

　育ちとかがなッ。

　それに、地味で目立たない存在だったマシロに比べて四人は、きらびやかで華やかで、全国のお嬢じようさまたちが集うこの由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院でも一際、異彩を放っている。

　ほかの生徒たちからあこがれや尊敬や羨せん望ぼうのまなざしを向けられ、〝神聖〟かつ〝絶対不可侵〟の暗あん黙もくのルールのもと、ファンクラブまである。

　四人は、特別な存在だ。

　マシロはそんな四人を遠くに、ぼんやり見ている生徒のひとりだった。

　自分には関係のないひとたちだし、これまでもこれからもそれは変わらないと思っていた。

　四人に対してだけじゃない。

　学校でのマシロは、積せつ極きよく的てきに誰だれかと関かかわろうとしないディスコミュニケーション状態をつらぬいていた。

　それが、なにがどうして。

　あのひとに紹介されて、たどり着いたアルバイト先は学生寮りようで、そこにいたのが、あの四人。

　しかも、マシロは知らなくていいことを知ってしまう。

　聖アンジェリカ女学院の、女学院のアイドル的存在は、四人とも全員──







　──〝男〟だ。







　ということを。

　そうだ。

　今、この目の前にいる、そろいもそろってお嬢さまの中のお嬢さまで、美少女度がケタ外れに高い四人がみんな、そろいもそろって男。

　女装して、女子校に通っているんだ。

　意味が判わからん。

　意味が判らん。

　もっかいゆうけど、意味が判らん。

　なんでそんなことをしなくちゃならないんだ!?

　しかし、マシロはそれを考えないことにした。

「話せない」

　と彼女──じゃなくて、彼らが言ったからだ。

　じゃあ、それならそれでいい。

　自分はあなたたちに関かかわらないようにするから、あなたたちも自分には関わらないようにしてくれ。

　そんなカンジのことをやりとりしたはずなんだけど……。

　関わらないようにするはずがなんだかんだで関わってしまい今日きようにいたるワケで、今日も今日とて関わらないようにしてくれるはずの忍ひとから呼び出しをくらった。

　その、マシロとおそらく千尋チヒロや陽向ヒナタや萌流メグルを呼び出した張本人──忍シノブは、まだ哀かなしみが傷跡になって癒いえてないらしくえぐえぐとしゃくりあげている。

　しかしそのままじゃ話が進まないので、千尋がうながして、忍をソファに座らせた。

　となりの萌流が「飲みます？」とおそるおそる訊きいて、忍の前にカップを置く。

　千尋は、この騒さわがしい中でもうとうとやっている陽向の横に腰かけた。

　マシロはといえば、自分はどうしたらいいんだか、手持ちぶさたに立ちつくしていた。

　すると千尋が、一度マシロを見てから、「そこが空いてるだろう」という風に、ソファとテーブルの傍そばにちょこんと置かれた、でもやっぱり高た価かそうなイスに視し線せんを送った。

「あ…うん……はい」

　マシロはいそいそこそこそ廻まわりこむようにして、ゴージャスなイスに腰かけた。

　うーん。

　落ち着かないっす。

　マシロが座るのを確かく認にんするかしないかで、千尋が正面の人物に口を開いた。

「で──？」

「で？」

　言ったことをそのまま訊きき返す、忍。やっと落ち着いてきたらしい。

　千尋が、イラッとしたのがマシロにも伝わってきた。

　向かい側にいる萌流もそれが判わかったらしく、「あ、あの、の、飲んで？」とちょっとおびえながら千尋の前にカップを置いた。

　次に、寝落ちしかかっている陽向の前にもカップを置いて、最後に、マシロの前にもカップを差し出してくれた。

　ただ、萌流は「………………」と無言で目線も合わせてくれなかった。

　とゆうか、萌流がマシロと目を合わせてくれたのは、初対面のしばらくだけで、そのあと何が原因で何が悪かったのか判らないが……いや、原因がたくさんありすぎてどれが決め手なのかよく判らないが、寮りようで顔を合わせても目線が合うことはなかった。もちろん、会話もない。

　とりあえず、

「ありがと」

　とマシロは言って、カップを受け取るとそれを口に運んだ。

　あったかくてさわやかな味が口から喉のどを通って全身に染み渡っていく感じがした。

　んー。

　おいしー。

　うちのスーパーで買ったお徳用特売煎せん茶ちやとぜんぜん違うな。

　やっぱ高いんだろーな、これ……。

　味わって飲もう。

　見れば、千尋チヒロもカップを口に運んだところだ。

　一口飲んでみれば、イライラもおさまるだろう。きっと。

　そんくらいおいしい。高いってだけじゃなくて、なんか判わかんないけど。

　すると、案の定、千尋の表情がやわらいだような。気がした。

　うつむきかげんにしていた萌流メグルにもそれが判ったのか、ほっとしたような表情を見せた。

「で、どうしてオマエは、ここにオレたちを集めたんだ？」

　再び、千尋が忍シノブに訊きいた。

　今度は、さとすような少しおだやかな口く調ちようだった。

　と、忍は、えぐえぐと涙をかわいらしいクマのイラストが入ったハンカチ（おそろしく似合うからイヤだ）でぬぐうやいなや、

「くっ、──くやしいですっっ!!」

　顔をくちゃくちゃにしながら、叫ぶようにそう言った。

「聞いてください！　いや、聞いてください！」

　二回ゆった。

「生徒会のひとたちったらもうヒドイんだよお!?」

　──生徒会？

　この単語が出てきた時点で、ついにポックリ逝いった（死んでない）陽向ヒナタをのぞくみんなの頭には『？』が浮かんでいた。

「生徒会のあんぽんたん！　さあ、みんなもいっしょに！」

　マシロを呼び出した張本人が、恨み節をかます。

「いっしょに、じゃないだろ」

　話が進まなさそうになるのをビンカンに感じ取った千尋が、忍の暴ぼう走そうを制止した。

「生徒会がどうしたってゆうんだ？」

「ひどいんだよ！」

　クマのハンカチをキーッとメロドラマ風に嚙かむ忍。

「それは判った。何がどうひどいんだ？」

　メンドーくさいが根気強く千尋チヒロは訊たずねる。

　じゃないと、よけいメンドーくさいことになるのを千尋は知っている。

　短い付き合いのマシロが知ってるくらいだから、当たり前といったら当たり前だけど。

「あのね！　わたしが提出した『新規部活動設立申しん請せい書しよ』をあっさり却下したんだよ」

　忍シノブは言った。

　──は？

　──しんきぶかつどうせつりつしんせいしょ？

「こうなったら決けつ闘とうデス！　もう、こうなったら決闘を申しこみマス！」

　ひとり勝手に盛り上がって果たし状をしたためはじめたところ申し訳ないが、ぜんぜん、話が見えてこないんだけど……？

　そんな風ふうに思っていたのは、マシロだけじゃなく、

「ちょっと待て」

　メガネさん──もとい。メガネじゃないけどメガネっぽいだけでメガネはかけてないけどいっそメガネをかけたらいいのにと思うくらいのエアメガネ的エアネスをぷんぷん匂におわせている千尋が片手を上げ、忍を制止した。

「止めてくれるな、チヒロさん！　あたいは戦やって殺やらなきゃ気がすまねぇんだよぉぅ～～」

　しかし中途半端な歌か舞ぶ伎き剣けん劇げきちゃんぽん口く調ちようで忍は、さらなる盛り上がりを見せる。

　見せなくてもいいのに。

　やる気だけは買おう。つーか、その元気、早めに呼び出されてあたふたしている〝春〟に分けてあげたらいい。そしたら、今日きようのこのやたら寒いのとか、かと思ったら、暑くなったりするややこしい気象もなんとかなるかもしれないじゃないか。ファイト一発だ。

「判わかった。もうそれはいい。あとで好き勝手に決闘でも死闘でも戦やって殺やればいい。頼むから話を進めろ」

　怒るのにも疲れたのか早く話を終わらせたい千尋は、こめかみを押さえる。そして、忍がまた妙なことを口走らないうちに続けて訊きいた。

「生徒会がどうかしたのか？　新規部活動設立申請書を却下したとか言ってたが……シノブ、オマエ、よからぬことを考えているんじゃないだろうな」

　千尋は、持ち前の鋭するどい視し線せんを忍に向けた。メガネをしていたら、きっとメガネがキランッと光っていたに違いない。

　一方の忍は、唇を尖とがらせてしかめっ面つらで顔のパーツを中央に寄せている。真ま面じ目めなのか笑わせたいのかよく判らないが、なんとも器用な顔面をしていることは判った。

　そんなどうでもいいようなことをマシロが観かん察さつしていると。

「部活作る気まんまんだったんだよっ！　ちゃんと基準とか条件とか調しらべてそんで書類もちゃんと用意したのにさ。生徒会のひとは『ダメです』って！　ひどくない!?」

　そういうことか。

　ようやくというかやっとというか、忍シノブが号ごう泣きゆうしていた原因がぼんやり見えてきた。

　何の部活かは不明だけど、忍は学校にはない新しい部活を立ち上げようとしていたようだ。

　で。今日きよう、この時間、マシロや寮りよう生せいたちを集めて、

「あたらしい部活はじめました！」

　的に、満を持して発表する予定だったんだろう。

　ところが、生徒会にあっさりと拒否られてしまった。

　それで、くやしくって泣いていたと……。

　ん？

　でも、なんで、自分らがここに呼び出されたんだ？

　自分は何か、あたらしい部活と関係あるのか？　あるとも思えないが。

　新たな疑問がマシロの中でぽっかりと浮かび上がってくる。

　生徒会に冷たくあしらわれたことを言いたかっただけなの？

　それとも、やっぱり、新しい部活を立ち上げたことを発表したかっただけなの？

　みんなに内ない緒しよで。

　みんなに黙だまって。

　忍以外、誰だれもこのことを知らなかった。

　忍が勝手にやったことだったから。

　……そう。

　それが問題だった。

「だいたいは判わかったが、そう理由もなく却下するほど、横おう暴ぼうな生徒会にも思えないが」

　千尋チヒロが訊きいた。

　つまり、生徒会よりもむしろ忍のほうに理由があると。

　千尋だけじゃない。短い付き合いのマシロまでがそう思った。

「ちょっと、生徒会に提出した書類のコピーか予備はないのか。見せてみろ」

　千尋が言うと、忍は、

「あるよ！」

　と元気に返事をして、ごそごそと制服のポケットから折りたたまれた紙を取り出してきた。

「下書きなのだよ」

　忍は自信満々のヘボ博士はかせ的てきな口く調ちようになった。

　どうもこのひとは変なニホン語を話す。しかも、そのときそのときの自分の流は行やりで口調や語尾が微妙に変わっているっぽい。

　まあ、べつにどうでもいいんだけど。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。他ひ人とには基本的に無関心。

「部活の発ほつ足そくには最低五人が必要だとか顧こ問もんの先生のこととかちゃんと調しらべたのにさぁ……。ゲームもアニメもまんがもいろんなのがまんして調べたのに……。あっ！　そうそう、部活っていってもいきなり『部』になれるワケじゃなくて、同好会とか愛好会とかサークルからのスタートなんだ。そこから研究会とかになって、ゆくゆくは──」

　と、ここで忍シノブの説明が遮さえぎられる。

「──………オイ……！」

　低く吠ほえるような声がした。

　見れば、忍から受け取った申しん請せい書しよの予備に視し線せんを落とした千尋チヒロが、紙を手に小刻みに肩を震ふるわせていた。

　んー、怒ってる？

「なっ!?　どういうことだ、これはッ！」

　怒ってた。

「どういうことって？」

　が、忍はあいかわらずの調ちよう子しでひょうひょうとしながら訊きき返した。

「この申請書に、どうしてオレたちの名前が書いてあるんだ？　それも〝部員メンバー〟として！」

　千尋は、手にしていた申請書の予備をパッと放った。

　ひらひらと空中飛行してそれは、テーブルの上に着地した。

　──たち？

　ハッとなってマシロは、テーブルの上の紙をのぞきこんだ。

　なんとなくそんな気はしていた。

　マシロは、忍の説明を聞いている最中から、特に『部活の発足には最低五人が必要』の五人というのが妙に気にかかった。

　この謎なぞの部へ屋やにいるのが丁度──五人だ。

　もしやと思ったのはマシロだけではなく、おんなじようにおそるおそる萌流メグルの黄こ金がね色いろの瞳ひとみがそれをのぞきこんでいた。

　陽向ヒナタもつられて、寝ぼけ眼まなこでぼんやりとのぞく。でも……おーい、そっちじゃないぞー。何ど処こ見てんだー。起きろー。

　てか。

「──マ・ジ・で？」

　なんだ、この団体は!?

　なんだ、この活動内容は!?

　なんだ、この面子メンバーは!?

　忍が部活を立ち上げようと生徒会に提出した申請書に書かれてあったのは──







〇新規部活動設立申しん請せい書しよ





　１．活動団体名『現代における服飾や美術等を文化として研究または開発する会』

　２．活動内容

　　・現代における服飾や美術等を文化として研究または開発すること。

　　・舞ぶ台たい、映画、テレビ、マンガ、ゲーム、アニメーションなどの衣装等の再現模倣。

　　・それにより他文化へ興きよう味みを持ち、心を常に豊かにすること。

　３．メンバー（会員）

　　・三年　跡見アトミ忍シノブ（代表）

　　・三年　鳴海ナルミ千尋チヒロ（副代表）

　　・二年　藤間フジマ陽向ヒナタ

　　・二年　水田ミズタマシロ

　　・一年　涼橋スズハシ萌流メグル

　４．顧こ問もん

　　・涼橋アサミ子









　──というワケで。

　ツッコミどころ満載すぎだろう。

　何ど処こからツッコミを入れていいのやら……！

　マシロは知らない間に、勝手に『現代における服飾やうんたらかんたら』という怪団体のメンバーになるところだった。いや、もうなってんのか？　忍の中では。

　十中八九、忍をのぞいたほか全員、勝手にメンバーにされているに違いない。

　寝てる陽向は置いといて、千尋も萌流も狐きつねにつままれたような顔をしている。

　こりゃいったいなんの化かし合いだ。

　だいたい、あのひと──涼橋アサミ子は、高等部の非常勤講こう師しだ。中等部の部活の顧問になれるのかどうか。

「オイ……シノブ……ッ！」

　千尋が、泣く子がさらに大泣きするような鋭するどく冷たい視し線せんを忍に送信している。

　それにならうワケじゃないけど、マシロもじとっとしたしめっ気たっぷりの視線を着払いで送ってやった。

　萌流はどうしたらいいのか困っている。

　が、忍シノブは動じるどころか、笑え顔がおでとぼけたことをこう、ぬかしてけつかった。さっきまで泣いてたくせに……！

「ちゃんと書いてあるでしょ？　なんで、ダメだったんだろーにゃー」




　──全部っ！




　マシロ、千尋チヒロ、萌流メグルまでが見事にシンクロした。

　にゃー。じゃねーしな。

　アホだ。

　このひと、天才的なアホだ。

「じゃあ、書き直すよー。今度こそ、許可をもらうんだっ♪」

　テーブルの上の申しん請せい書しよの予備を取ろうとする忍の腕を、千尋がガッとつかんだ。

「そうじゃない！　まず、オレたちの名前を勝手に使うんじゃない。こんな妙な団体に加入するなんて、オレたちは……いや、少なくともオレは言ったことも聞いたこともないぞ」

「自分もっすよ？」

「ぼ……ボクも……」

　マシロと萌流が付け加える。

　たぶん、寝てるけど陽向ヒナタも勝手に名前を使われた口だ。

　ところが忍は大おお真ま面じ目めな真剣な表情で言った。

「だって、もうわたしたちって〝仲間〟でしょ、『薔ば薇らの国』ってやつ？」

「それをいうなら、『薔薇の団』だ。しかも、ファンが勝手にオレたちをひとくくりにして付けた呼称だろう、それは」

　千尋がツッコミを入れた。

「いいじゃないのさ！　わたしは気に入ってるよこの名前。カッコイイもん」

　としかし、忍は笑え顔がおを見せる。

「薔薇の団って一心同体みたいなものだと思うんだ。そしたら、わたしの部活はみんなの部活で、みんなの部活はわたしの部活でもあるワケで……」

　聞いたカンジ、オールフォーワン・ワンフォーオール精神っぽいが、忍の目が微妙に泳いだのをマシロは見逃さなかった。

　あまりにも鋭するどい千尋の眼光に、耐えられなくなったんだろう。

「言い訳はそれだけか……？」

　千尋が珍しく笑顔だ。

　目はぜんぜん笑ってないから、逆に恐ろしくなったけど。

「ひ、ひぃぃっ！」

　その迫力にビビッた忍シノブは、となりの萌流メグルをぬいぐるみかなんかのようにぎゅっと抱きしめた。

　萌流は、とても迷惑そうだ。

　うん。判わかる。

　判るぞ、その気持ち。

　自分も[image: さっ][image: き]さっきそうだった。

「まず、なんなんだこの長ったらしい団体名は？　しかも団体名と活動内容が同じじゃないか」

　千尋チヒロが怒ど濤とうのツッコミを開始した。

　てか。

　まず、そこから、一番最初からツッコんでいくんすね……。

　千尋の几き帳ちよう面めんな性格のせいだろう。

　でも、この分だと、マシロが血管がブチ切れそうになるくらいがんばらなくてもよさそうだ。

　がんばってくれ、メガネさん（エア）。

「わ、判りやすいほうがいいと思ったの！　そのほうがみんなも憶おぼえてくれるでしょ？」

　また涙（今度は恐怖で）をじわじわとおっきな目にためながら、忍は千尋のほうを見ずに言った。よほどコワイらしい。

「そんなふざけた判りやすさなんていらない。だいたい、この活動内容──」

　言いながら、千尋はテーブルの上の申しん請せい書しよの予備の、




『・舞ぶ台たい、映画、テレビ、マンガ、ゲーム、アニメーションなどの衣装等の再現模倣』




　と書かれたところを指さした。

　はたとマシロは思い当たる。

　そういえば、忍はコスプレチックな衣装を手作りして着ていた……。

「ここだけ太字になっているが、オマエの趣しゆ味み丸出しの個人的な趣味に他人を巻きこむな！」

　もっともな話だ。

　団体名かつ活動内容にそれっぽいことが書いてあるが、早い話、マンガやらゲームやらアニメに出てくる衣装を実際に作ってとりあえず着てみるってゆう、

「……コスプレ部じゃないっすか」

　マシロはぽそりとこぼした。

「………………」

　忍は、酸っぱいモノを食べたときのような顔をしているが実際は大して酸っぱくなくでも酸っぱいモノを食べるリアクションをしてしまったのでどうしようかとちょっと迷いが出ているっぽい表情になった。

　ズバリだったみたいだ。

　こんな内容の部活なんて、そりゃ生徒会じゃなくても拒否るわ。

「……ったく、もう……」

　マシロにとってコスチュームプレイ略してコスプレなる行為は、不ふ埒らちプレイでしかない。

　バイト初日に、あのひとに作業着という名のメイド服を無む理り矢や理り着せられたんだ……。

　しかも、ミニスカートだった。

　無造作ぼさぼさヘアーにタオルを巻いて普ふ段だん着ぎはジャージというオッサンボーイッシュなマシロにとって、短パンで膝ひざを出すのとスカートで膝を出すのでは、天と地との差。

　ただ、マシロのメイド服姿が寮りよう生せい四人（実は男）の目を釘くぎづけにするくらいの魅み力りよくがあることに本人が気づいてないし、気づこうともしてないというのもある。

　そんなマシロにしてみると、毎日毎日身ぐるみを剝はがされ、次から次へとコスプレさせられ心をすり減らしているほうの身にもなってもらいたい。

　それを部活動でやろうなんて、

「ありえない！」

　マシロは、想像するだけで身み震ぶるいがした。

　ぎっとにらみをきかせる。

　その先にいる、ブロンドヘアーの人物。

　忍シノブはいい。

　中身は、男だけど。今はどっからどう見ても女の子だ。

　ニホン人ばなれした顔。目鼻立ちもはっきりしていて、ぱっちりお目めに長い睫まつ毛げ。

　身長もあってスタイルもいい。シュッとしてキュッとしてる。あと、ふわんとしてる。

　しかも、文化祭のメインイベントのひとつである（ミス＆ミスターコンテストの代わりの）東棟と西棟に分かれた『娘役』と『男役』のトップを選ぶ人気投票では、ぶっちぎりの娘役一位。（男だっつーの）

　ファンクラブまである、生徒たちが憧あこがれるアイドル的存在。

　そんなひと。

　あんたはいいかもしれないが、こっちは、地味で目立たないヤツなんだぞ？

　制服のスカートにすら抵抗があるんだぞ？

　ぞ？

「──ぜったいヤダッッ！」

「ま、ましろ～～ん！」

　忍が、仔こ犬いぬのようなうるんだ瞳ひとみで見つめてくるが、ありえないものはありえない。

　マシロがおのれのコスプレ姿という羞しゆう恥ちプレイになんとかがまんできているのは、寮という限られた人物しかいない空間あってこそだ。

　マシロのあられもない姿（コスプレ）を見られているのは、忍、千尋チヒロ、陽向ヒナタ、萌流メグル、そしてアサミ子だけ。

　けど、忍シノブの部活に参加することになれば、毎日、学校でも全校生徒を前に不ふ埒らちプレイすることになる。

　どんな中学校生活だ。

　どんな青春の一ページだ。

　心が豊かになるどころか、すさむすさむ。

　クラスメイトから名前を呼ばれるときもきっと、







「水田ミズタさん（笑）」







　になるに違いない。

「ぜってーヤダ！」

「ましろんなら、判わかってくれると思ったのに！」

「判るか！　ひとりでやれ！」

　忍が涙目で抱きつきで必死に訴えてくるが、マシロは忍を強引に身体からだから引ひき離はなした。

「そ、そんな～～……ひとりじゃできないから、コスプレ部を作ろうと思ったんじゃないか！」

「知るか！　ひとりでやってろ！」

　段々と物言いが乱らん暴ぼうになってきた。

　これじゃ、本当にどっちが女子でどっちが男子なんだか判らなくなってくる。

　それでもまだ忍は食い下がってきた。

「だって、楽しかったし、うれしかったんだもん！　今までずっとひとりでコスしてたから、ましろんがいろんな服着てくれて、わたしもいっしょにやれたらなって思ったんだもん！　それに好きなモノは、いろんなひとに知ってほしいし。自分で作った衣装がすごくよくできたら見てほしいって思うんだもん！」

　目が真剣だった。

　このひと、こんな表情もできるんだ。

　と感心してしまいそうになるくらい真まっ直すぐだった。

　マシロには忍の〝コスプレ魂ソウル〟（略してコスプレッソ）はなかなか理解しづらかったが、「本気で好きなんだろうな」というのが伝わってきた。

「………………」

　うーん。

　ちょっと言いすぎたかも。と、マシロは反省した。

　理由はどうあれ、内容はどうあれ。そのひとが好きで情じよう熱ねつを傾けていることに対して、知りもしないのに否定するのはあまりほめられたことじゃない気がする。

　それは、そこにいる千尋チヒロも萌流メグルもおんなじ気持ちだったんだろう。

　ふたりは、押おし黙だまって、萌流はうつむいて、千尋は鋭するどいが怖くなくなっている視し線せんを忍シノブに向けていた。

　マシロは、ふと思った。

　忍のように、あれだけの〝熱〟を持って取り組める〝何か〟が自分にあるのかと。

　それがたとえ、他人から滑こつ稽けいに思われるようなことだったとしても。

　答えは、──ノーだ。

　なんにもない。

　バイトをはじめたのだって、すごくお金が必要だったからなワケじゃなかった。

　たしかに水田ミズタ家けは裕福ではないけど、ジリ貧でもない。

　じゃあ何のためかと訊きかれれば、うまく言えないけど、「漠然とした未来のために」と答える。

　それは他人にとってどうかということじゃなくて、自分にとって必要であればいいこと。

　たぶん、忍の、部活を作って自分の〝ハッピー〟を誰だれかといっしょに分け合って、もっともっと楽しくなりたいというのも、必要なことなのかもだ。

　まあ、関係のないひとを巻きこんでもいいってことにはならないだろうけど。

　けど、名前くらいなら貸してあげてもいいんじゃないかと思う。

　部活を立ち上げるのに必要な五人のひとりとして名前を貸す。活動には参加できそうにないけど。

　それくらいなら──

「……………ハハ……っ」

　思わず笑い声が漏れてしまった。

　苦笑いってやつだったが。

　いつの間に、自分はこんなに他人のことを考えるようになったんだ……。

　変なの。

　すると、笑う雰囲気じゃないところで笑ったマシロにみんなの視し線せんが集まる。（陽向ヒナタは眠ったまま）

「あ、すんません。いや、その、ちょっと……考え直して──」

　マズった。

『考え直して』という科白せりふを言うか言わないかで、忍の耳がうさぎのように逆立った。

「え！　ましろんもやる気になってくれたぴょん!?」

　ぴょん？

「じゃなくて──……！」

「そうだよね、そうだよね！　マシロなら判わかってくれると思ったんだ！」

　ベストスマイル、アンド、呼び捨てだ！

「ちょ、ちょっと……！」

　待ってくれ。と口にできないまま、ガッとマシロの腕がつかまれた。

「よぉっし！　このイキオイでもう一度、生徒会のひとたちにアタックするよ！」

「はぁ!?」

　なに言ってんの？　バカじゃないの？　と口にできないどころか、次の瞬しゆん間かんには、マシロの身体からだは宙に浮いていた。

　いつの間にか、小柄なマシロは底知れぬコスプレッソを力に変えた忍シノブの小こ脇わきに手荷物のように抱えられる。

「いざいかん！　コスプレのかなたへ～～♪」

　それは何ど処こらへんにありますか？

　そして、何な故ぜ、メロディになっているのですか？

「って、わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　たすけ──」

　助けを求めるマシロの声は虚むなしく部へ屋やのドアが開く音にかき消されてしまった。







　──バタン！

　と、激はげしくドアが閉められた。

　マシロを抱え、忍は生徒会に突とつ撃げきしにいった。

　その部屋に残された千尋チヒロと萌流メグルと、これだけ騒さわがしくてもまだ起きない陽向ヒナタ。

「……オマエはまったく……」

　羨うらやましげに陽向にぽそりと言ってから、千尋がちいさくため息をつく。

　それから、すっかりさめてしまったハーブティーに手を伸ばした。

「あ、もうぬるくなっちゃってない？」

　萌流が、大きな瞳ひとみをぱちぱちさせている。

「ああ。けど、かまわないさ」

　千尋はそう言うが、萌流はぷるぷると首をふって、

「いれ直すねっ」

　と、ぎこちなく微ほほ笑えんだ。

「悪いな。じゃあ、お願ねがいする」

「うん」

　萌流メグルがぱたぱたとソファから立ち上がって、部へ屋やの隅に置かれた電気ケトルに小走りに近づいていく。

　そんな様よう子すをぼんやりと眺めながら、千尋チヒロは、

「ったく、あいつが来てからよけい騒さわがしくなった……」

　やれやれと、ちいさなため息をついた。

「迷惑かけられるほうの身にもなってもらいたいな」

　そうつぶやくと、千尋はゆっくりソファから腰を上げる。

　そして、ケトルにお茶用のミネラルウォーターをそそぎ入れようとしていた萌流に言った。

「メグル。すまないが、お茶はまたあとにしてくれないか？」

「え？」

　小首をかしげ、萌流がどうしたのかと振り向く。

　千尋が部屋を出て行こうとするところだった。

「ちょっと用事を思い出したんだ。すぐ戻ってくる。そうしたら、あらためてお茶をいれてくれ。五人分な──」







　それは、誰だれにも判わからないことかもしれない。

　それは、誰かにはどうだっていいことかもしれない。

　関係ないよ。と、誰かは笑うかもしれない。

　けど、

　出で逢あってしまったんだ。

　偶然というなら、それでいいし。

　必然というなら、それはそれでいい。

　見えない糸はもう、絡まってしまっているんだから。




　水田ミズタマシロという半透明だった少女はもう、色んな意味で一人ひとりでは居られなくなっていたんだ。




　　　　♪




　──空そ宙らを泳いでる気分だよ。




　忍シノブに抱えられ、校内の廊下を生徒会室に向かって爆ばく走そうするマシロは、プチ無重力状態だった。

　これはこれで貴重な体たい験けんかもな。

　と、なかば無む理り矢や理り自分を納得させる。

　生徒会室に行ったら、とりあえず、他人のフリをしてみよう……。

「あーあ……」

　とため息が出そうになった直前、マシロの身体からだにしっかりと重力が戻ってきた。

　ここがコスプレのかなた？

　違った。

　生徒会室前だ。

　もう着いたんだ……。

　そういえば、ここまでの道中で、生徒たちの「忍シノブさまが全力疾走してらっしゃいます！」というよく判わからんキャーキャーと騒さわぐ声が、逆ドップラー効果で聞こえてきた気がする。

　さっきまでマシロや忍たち五人がいた用途不明の謎なぞの部へ屋やは、文化系の部活や同好会などの活動の拠点となっている北棟の一角にあった。

　で、今いるのは、教室のある西棟と東棟の間──職しよく員いん室しつや各科目の教室などがある中央棟とでもいうような場所だ。

　ここ、聖アンジェリカ女学院は中等部だけでもかなりの敷しき地ち面めん積せきを誇っているだけに、棟から棟へ移動するにも結構な距きよ離りがある。

　マシロも毎度、教室移動のたびに面めん倒どうくさい目にあっていた。

　それがあっという間だった。

　どんだけスピード出してたんだ……。

　ここが公道だったら、一発免停だぞ。

　てか、廊下は走っちゃいけません！

　マシロが現実逃とう避ひにそんなことを考えているうちに、忍はおかまいなしにさっさと生徒会室のドアノブに手をかけた。

　ノックはしようよ。ノックはさー。

　とりあえず、ノックしてみたら、

「入ってます！」的なね。「今、取り込み中です！」的なね。「あとにしてください！」的なね。なにかしらがあるかもしれないじゃないっすか。

　そしたら、生徒会室に行くのもまた今度ってことになって、自分もコスプレ部の一員みたいな勘違いもされずにすむだろう。そう。このまま突き進まれると、逃のがれられなくなる。

　判ってたけどさ……。

　って。まあ、いいや。もう……どうにでもなれ。どうにでもなればいい。なったらいい。

「ごきげんよう」

　さっきとは違う丁てい寧ねいな口く調ちようで言って、忍がドアを開いた。

　マシロの中で、忍は『ずっとハイテンションで天然なひと』のイメージができあがりつつあるが、学校内での忍シノブは〝普通〟にしていることのほうが多い。

　マシロが忍に手を引かれ生徒会室に一歩踏み入ると、その瞬しゆん間かん、そこにいた生徒会役員たちの表情が硬くなる。

　視し線せんがふたりに、いや、忍に集中した。

　マシロの存在など目に入っていないような、おかげで手をつないでいるのに気づかれなかったけど、一瞬にして、生徒たちが頰ほおを赤く染め、その目はハートマークに変わった。

「忍さま、再さい降こう臨りん！」

　一気に華やぐ生徒会室。

　さすがに生徒会室だからなのか歓声は上がらなかったが、「きゃーっ！」という声が今にも聞こえてきそうな、そんな表情をみんながしていた。

「ごきげんよう」

　もう一度言って、忍は軽くえしゃくで、にこりと微ほほ笑えんだ。

　その笑え顔がおの真っ正面にいたひとりの生徒は、顔を真まっ赤かにして、目を廻まわして、

「フー…………」

　と気を失いそうになる。

　アイドルのサイン会とか握手会で、うれしさのあまり泣きじゃくったりするひとをテレビで見かけたことがあるけど、忍とその生徒との関係はちょうど、そんな感じなのかも。

　しかし、まあ、なんというか。

「…………すげーな……」

　あらためて、聖アンジェリカ女学院における忍たち四人の存在が、超アイドル的存在だということを思い知らされる。

　あわただしく仕事をしていたはずの生徒会役員たちが手を止めて、道をゆずるプチ十じつ戒かい現象を特に気にとめることもなく、笑顔でえしゃくをしつつ忍はすたすたと生徒会室を歩き出した。

　お、おい、大丈夫なのか。

　部外者だぞ。

　このひと、完全な部外者だぞ。

　生徒会のひとたち、止めなくていいのか、道をゆずっていいのか!?

　いいのかこれで聖アンジェリカ女学院!?

　忍が一直線に向かっているのは、生徒会室の奥にある──生徒会会長室だった。

　由ゆい緒しよ正しきアンジェリカ女学院の中等部でも最も優ゆう秀しゆうで有能な生徒たちによって構成されている生徒会。その頂点に立つ人物、そして、忍の部活新規参入を拒んだ人物がいる部へ屋やだ。

　会長室が一歩一歩と近づくにつれ、マシロもなんだか緊きん張ちようしてきてしまった。

　なにしろ、マシロの手を引く超アイドル的存在の忍の部活を、願ねがいを拒こばんだひとだからだ。

　その会長とやらは、他ほかの生徒たちと違うんだろう。

　どうなるんだろ……。

　乗りこんできたっていっても、さすがに、殴り合いとかにはならないだろうけど……。

　ハァ、まったく、気が重いなー……。

　でも、しょーがないか、ここまできちゃったしな……。

　幸か不幸か、持ち前のアバウトな性格が発揮されて覚悟を決めたマシロだったが、そのときはなかなかこなかった。

　代わりに、

「──そこをなんとか！　もう少し待ってって言ってるじゃない！」

　ドアを一枚はさんだ会長室の中から、やけによく通る大きな声が聞こえてきた。

　それは懇こん願がんするような必死の様よう子すだった。

「なんだろ？」

　忍シノブは会長室のドアノブに手を伸ばしていたのを引っこめて、マシロを傍かたわらに引き寄せると、興きよう味み津しん々しんの表情で、ブロンドヘアーをかきあげ耳をそばだてた。

　おい！　このひと、盗み聞きする気満々だぞ！

　いや。それどころか。

　生徒会室のノブをそっと廻まわし、ドアを数センチ開くと中をのぞこうとする。

「ちょっと……なにやってんすか！」

「しーっ……！」

　マシロの非ひ難なんに、忍は人さし指を唇に当てて、ウィンクした。

「………………っ!!」

　息がかかるくらいの距きよ離りで見るその仕し草ぐさがあまりにもかわいらしくて、忍には、とてもよく似合っていた。

　思わず、胸がときめいてしまいそうになった。

　このひと、本当に男なんだろうか。

　どう考えても、ここにいるこのひとは、美少女だって！

　でも、マシロは見てしまっている。

　見ようとしたワケじゃないが、寮りようの浴場で素っ裸の忍たちを……。

　まぎれもない男の子の──

「…………っ!!」

　今の忍の仕草と浴場でのことを思い出してしまったせいで、自分でも判わかるくらいみるみる顔が赤くなっていく。

　って！

　なに思い出してんだよ、自分ッッ!!

　マシロは、あわてて顔を隠そうとしたが、どうやら、その必要はなさそうだ。

「………………」

　忍シノブは、うっすらと開いたドアの間から会長室の中をのぞくのに精を出していた。

　趣しゆ味みが悪いなーと思いつつも、そのおかげで、真まっ赤かになった顔を見られなくてすんだし。

　それにしても熱ねつ心しんに見ている。

　いったい、なにが……。

　ちょっと、気になる。

　いや、だいぶ気になる。

　うずうず。

　うずうず。

　うずうず。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。好奇心旺おう盛せい。うずうずティーンネイジャー。

「……んー……」

　すこしなら。

　ちょびっとならよくね？

　よくねーとは思うが、もうおさえきれない。




　ディス・イズ・好奇心！




　一応、振り返って生徒会役員のひとたちの様よう子すをうかがってみた。みんな忍に視し線せんを集中させてはいるけど、忍やマシロの行動を制止するひとはいなかった。

「盗み聞きする忍さまも、素敵すてきですわっ♡」

「わたくしも、盗み聞きしてくださいっ♡」

「むしろ、心まで盗んでいってほしいですっ♡」

「さあ、どうぞっ♡」

　なんて。

　……アホな。

　と思いつつも、次に瞬まばたきしたときには、マシロは忍のアゴの下に顔をよせ、由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院中等部全生徒の頂点に君くん臨りんする生徒会会長の部へ屋やの中をのぞきこんでいた。




　　　　♪




「これまでも何度か話し合いの場を持ちました。そして、結けつ論ろんは出ていたはずです」

　感情がないのかと思ってしまうくらい落ち着いた冷静な声だった。

　教室くらいの大きさの広い部屋の正面、机に肘ひじを突き手を組んだ、つややかな長い髪の生徒が座っていた。

　その傍かたわらにひとり、やわらかい雰囲気の生徒がひかえめに立っている。

　ふたりの視し線せんの先には、べつのふたりの生徒。

「あなたがたの『歌か劇げき部ぶ』に増員、もしくは一定の成果がない場合、解散か『演劇部』への吸収合併というお話ではありませんでしたか？」

　長い髪の生徒──生徒会長、南青山ミナミアオヤマ小サ枝エ子コは、冷たく鋭するどい視線を目の前のふたりに投げかける。

　傍らの生徒副会長、八十島ヤソシマ藤子トウコは、小枝子とは逆に申し訳なさそうにしていた。

　歌劇部と呼ばれたふたり、部長の伊川谷イガワタニ由ユ衣イと副部長の近江野オウミノ弥生ヤヨイが小枝子の視線に、ヘビに睨にらまれたカエル状態だったからだ。

　それでも、負けそうになりながらも歌劇部のふたりは一歩前へ出た。

「だ、だけど！　もうすぐ『五月さつき祭さい』だし、新しい作品の稽けい古こにも入っているの。今度の作品は自信があるし、観みてもらえればきっと興きよう味みを持ってくれるひとも……！」

　部長の由衣は懸けん命めいにうったえる。

　しかし、

「出演者キヤストがたったふたりきりの歌劇ミユージカルなど、どうなるか目に見えていますわ」

　小枝子ははっきりとした口く調ちようで言った。

　歌劇部は、現在三年生がふたりっきりの部活動だ。

「本来ならもっと早くに廃部か合併かを決めるべきだったのです。それを歴史のある歌劇部ということで、先に先にと延ばしていたんですよ？　歌劇部が専用にしている劇場を使いたいとおっしゃっている部も多々あります。演劇部もそうです」

「延ばしてもらったのは、もちろん、ありがたいと思っているけど……！」

「けど？　けれどなんですか？　昨年の文化祭での歌劇部の公演を観させていただきましたが、演劇部があなたがたと同じミュージカルで社会性のあるテーマをエンターテイメントに昇華させ、すばらしい公演を見事成功させていたことに比べると……あなたたちのミュージカルは、ファミリーミュージカルとも言えない、お遊ゆう戯ぎでもしていたのかしら？」

　冷たい一言だった。

　これには由衣も弥生もどんどん表情をこわばらせていく。

「──違います！」

　弥生が悲鳴のように叫んだ。

「演劇部の公演は、本当に……すばらしいと思いました。あちらは華やかで、スポンサーの付いた大規模な公演もやっていますから……。でも、私たち歌劇部と比べてもらっても困ります。私たちは演劇部と違い、大会には出ません。規模も小さいです。ですが、私たちが楽しんでほしいのは不特定多数のひとよりも、もっと制限のない自由な、安心して楽しめる……、あ、いえ、楽しませようとするのは、演えん劇げき部ぶもおなじだと思うんですが……」

　言葉に詰まってしまった弥生ヤヨイに、由ユ衣イが言葉を重ねる。

「私たち歌劇部は、子供からお年寄りまでが判わかりやすくて安心して楽しめるような公演を行っているつもりです。華やかではありませんが、たくさんのひとたちを笑え顔がおにできると……少なくとも私たちは、そう……思っています……」

　あえて丁てい寧ねいな話しかたをすることで、感情を殺してなんとか言葉を絞り出していた。

　すると、

「さえちゃん。ふたりともこんなに一いつ生しよう懸けん命めいなんだから、もう少しだけ、あと少しだけ、待ってあげても……」

　見かねた副会長の藤子トウコが救いの手をさしのべようとした。

　が、

「あなたは黙だまっていて、八十島副会長さん」

　という小サ枝エ子コの一言により、それはあっさりと払いのけられてしまう。

　藤子はそれ以上何も言えなくなってしまった。

　やはり申し訳なさそうに歌劇部のふたりを見て、哀かなしそうに目を伏せる。

　その様よう子すを見て、もうとりつく島もないことを悟ってしまったのか、会長の視し線せんになすすべなく押おし黙だまってしまう歌劇部のふたり。

「では、これでお話は終了ということでよろしいでしょうか。歌劇部を解散させるのか、演劇部への吸収か、それはおふたりでお決めください。演劇部のほうへはわたくしから話を通しておきます。それでは──」

「そ、そんな……っ！」

　歌劇部の抵抗もむなしく、話し合いはそこで終わるはずだった。

　部員ふたりだけの歌劇部の運命もそこで終わるはずだった。

　けれど。

　実際は、そこで終わらなかった。




　　　　♪







　──どばあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんッッ!!







　散弾銃でもぶっ放したのかと勘違いするくらい常じよう識しき的てきではない、こと、気品に満ちあふれ時間の流れがゆるやかでひそやかで雅みやびやかなこの由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院中等部にはありえない騒さわやかな音像が鳴なり響ひびいた。

「ちょーっと、待ったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　さらにさわがしい声がフルテンで鳴る。

　開け放たれたドアがまだビリビリときしんでいた。

　そこに立っていたのは、




　──し、忍シノブさまっ!?




　さすが歌か劇げき部ぶ。由ユ衣イと弥生ヤヨイは、予期せぬ学内の超有名人の登場に綺き麗れいにハモった。

　しかもさっきまでの緊きん迫ぱく感かんは何ど処こへやら、目を『♡』にしてしまっている。

　このひとたちも『薔ば薇らの団』のファンだったみたいだ。

「何事です……っ？」

　小サ枝エ子コも、驚おどろきをにじませながらもつとめて冷静に振ふる舞まおうとしていた。こちらもさすが生徒会長。

　一方の副会長、藤子トウコはびっくりしすぎて半泣きで小枝子にしがみついていた。

「あなたは……。先ほどお見えになられた、ええと……衣装がどうとかおっしゃっていた……」

　もう小枝子は通常の生徒会長に戻っていた。

　とぼけた風なことを言う。忍は、立っているだけで存在感バリバリだ。生徒会長をふくめ、知らない生徒などいないだろう。いたとしたら、つい先日までのマシロぐらいディスコミュニケーション状態の他人に無関心な人間だけだ。

　小枝子は知ってて言ってるんだ。

　と、小枝子が忍の傍かたわらに呆ぼう然ぜんとしながら立つ──もうひとりに気づいた。

「……？」

　忍のうしろで隠れるように気まずい表情で、まるで、忍が生徒会長室に突入するのを防ごうと手を伸ばしたが阻止できなかった、みたいなポーズで固まっている──水田ミズタマシロだ。

「どうされました？　今度は、おふたりで？」

　生徒会長のその科白せりふに、マシロがびくっと身を震ふるわせ反応した。

　おふたり。って、やっぱり……いっしょくたにされてんじゃん！

　コスプレ部を作ろうとかしてるひとといっしょに！

　マシロがちょっと泣きそうになっていると、

「話は聞かせてもらったよ！」

　自分から、盗み聞きしてました。と、ものすごくうれしそうな顔で告白する忍。

　かんべんしてくれ。

「去年の文化祭の演えん劇げき部ぶの公演と歌劇部の公演、わたしも観みたよ。どっちもすごくよかったと思う。でも、だから、思うんだ。おんなじじゃないって、それぞれ違うものだって」

　忍シノブは、歌劇部のふたりに微ほほ笑えんでから、生徒会長の小サ枝エ子コに目を向けた。

「それぞれがそれぞれの魅み力りよくを持って、違う道を進んでいるんだ。たぶんだけどさ」

　両手のひらを、ぱちんと打った。

「だから、もったいないと思うんだよね。こんなに魅力的なものを失なくしちゃっていいのかなって」

「突然訪ねていらっしゃったかと思えば、何がおっしゃりたいのですか？」

　冷たい声で、小枝子は忍に訊たずねる。

　忍はそれにひるむこともなく、ちゅうちょすることもなく、けろりと言った。

「たしかに、演劇部とおんなじにするのはいいのかもしれないけど。それだともう、歌劇部の魅力は失くなっちゃう。もちろん演劇部は演劇部で、すばらしいって思う。でも、ふたつにはべつべつの楽しみかたがあってさ。だったら、失くす必要はなくない？　だって、楽しいことはたくさんあったほうが、楽しいに決まってるもんね！」

　とびきりの笑え顔がおだった。

　小枝子は、困惑にも似た表情を浮かべた。

　忍は、当たり前のことを当たり前に言っただけだ。

　なのになんだろう。

　関係のないマシロまで、妙にどきどきして、ふつふつと心の奥のほうから笑えみがわき上がってくるような。

　このひとが生徒たちから、きゃーきゃーと騒さわがれる理由もなんとなくだが、いやほんとに、うっすらとだけど、マシロにも判わかるような気もする。

　忍の無邪気な笑顔にやられてしまった歌劇部のふたりの目が、完全にハートマークになっている。

　生徒会側の副会長、藤子トウコもぽやーっとちょっと頰ほおを赤くしているじゃないか。

　それはそれでどうかとは思うが。マシロも、なんだか歌劇部が存続してほしい気分になってきた。

　去年の文化祭のとき、マシロはクラス展示の受付をひとりでやっていて、もともと積せつ極きよく的てきに関かかわっていくつもりもなく、ずっとそこで時間をやりすごしていたから演劇部も歌劇部の公演も観ていない。

　観とけばよかった。

　そんなだから、中等部に編へん入にゆうしてきて間もない生徒たち──忍と千尋チヒロと陽向ヒナタが、娘役男役トップ争いで大旋風を巻き起こしていたなんてことも知らなかった。

「そうですか……」

　生徒会長の小サ枝エ子コは、何かを考えているようだった。

　歌か劇げき部ぶのふたりや藤子トウコみたいにポワポワと顔を上気させることもない。

　じっと、忍シノブを見ていた。

　それから、マシロのほうもちらりと見やる。

　……へ？

　自分すか？

　マシロは、なんで自分が見られたのか判わからなかった。

　小枝子は迷惑がっているのかとも思ったが、そうでもないらしい。

　やはり、何かを考えているみたいだった。

　と、そんなとき──

　生徒会室のほうにいた生徒たちから、いきなり、

「きゃあ♡」

　と黄き色いろい声が上がった。

　忍がやってきたときとおんなじような。

　何事か。とマシロが振り向くと。

　そこには、

「何をしているかと思えばまったく……よけいなことに首を突っこんでたのか、また」

　生徒会長に負けず劣らずの鋭するどい眼光を持った人物が立っていた。

「あ……」

　マシロは頭に何か重さを感じた。そのひとの腕がマシロの頭にのっかっていた。

　頭ふたつ分くらい高い位置にあるそのひとのメガネ……はないが、メガネをかけたら似合うだろうその顔をマシロは見上げる。

「オレたちの部活の申しん請せいにきてたんじゃないのか？」

　メガネじゃないけどメガネっぽい──千尋チヒロが、面めん倒どうくさそうに開きっぱなしのドアに手をかけて、生徒会長室の様よう子すをながめる。

「ち、ち、ち、ち、千尋さままで～～～～～～～～～♡」

　歌劇部のふたりがまたしても、目をハートにして。ついでに、忍×千尋のツートップに、腰砕けで、へなへなとへたりこんでいる。至福の表情で。

　そんな彼女たちに、あきれつつ、

「あ。もしかして、盗み聞きしてたんすか？」

　小声でマシロが言うと、

「そんな趣しゆ味みの悪いことをするか。ドアを開け放ってあれだけの音量で声を出していたら、嫌いやでも聞こえてくるさ。違うか？」

　千尋は不ふ機き嫌げんそうな表情をした。

　しかしマシロは、「なんで、ここにいるんですか？」とは訊きかなかった。

　なんだかんだいって千尋チヒロは忍シノブのことを気にしたんだろう。

　今も、何気なく『オレたちの部活』と言った。

　それは、歌か劇げき部ぶを助けようとしている忍に自分も加勢するという意味だとマシロは思った。

　本当は、生徒会に乗り込んでいった、今、生徒会長と戦バトってる忍を、騒さわぎが大きくなる前に止めにきたのかもしれないけど。

　イヤミったらしくて素直じゃないんだけど、このひとはこのひとなりに、忍のことを想おもってるんだろう。

「フフッ……」

　そう考えると、マシロは思わず笑えみがこぼれてしまった。

「ったく、何が可お笑かしいんだ。ちっとも楽しい状況じゃないだろう」

　千尋が言う。マシロの頭にのっけていた肘ひじでマシロをぽんと小突く。

「ま、それはそうっすけど。あのひとはなんか楽しそうっすね」

　マシロと千尋の視し線せんの先にいるのは、目をらんらんと輝かがやかせ、







　ちひろたん！

　わたしのためにやっぱりきてくれたんだね！







　そんな、めちゃくちゃこれでもかというくらいうれしそうな顔をした忍だ。

　忍にさらに元気が注入された。

「まったく、あなたがたは本当に……」

　次から次へと現れる加勢に、生徒会長は肩をすくめた。

　しかしもうそこに考えている姿はなく。小サ枝エ子コはむしろ、千尋を見た瞬しゆん間かんに、ずっと考えていたことが一本の線でつながったように、ふくんだ笑みをこぼしてすらいた。

　その瞬間、マシロはイヤな予感がした。

　ここ数日の間に、いろんなことがマシロの身に起こった。

　結果としては、やたらと疲れただけだったが、おかげで危険察知能力みたいなのが高まったらしい。

　……このひとたちが集まってくると、自分にとってなにかしらあまり、よろしくないことがおきるんだよな……。




　それはまさに、その通りになった。

　なってしまった。

　ほんとカンベンしてくれ。




　　　　♪




「そうですね」

　不意に、生徒会長が薄うすい唇を開いた。

　意志の強さがはっきりと判わかる瞳ひとみで、歌か劇げき部ぶのふたり、謎なぞの助すけっ人とその１の忍シノブ、謎の助っ人その２の千尋チヒロ、そして、その一味と思われているだろうマシロを見た。

「跡見アトミ忍さん。あなたの言う通り、せっかくの〝個性〟を失なくしてしまうのは、少々勿もつ体たいないのかもしれません」

　さっきはあれほど強固だった姿勢が簡かん単たんに崩れた。

　というより、みずから崩したという感じだった。

　……なにを考えてるんだろ。

　マシロの第六感的ななにかしらが、かーんかーん！　と景気よく警けい鐘しようを鳴らしている。

　けれど、小サ枝エ子コのイヤになるくらいに冷静な表情からは、なにも読み取れなかった。

「それじゃあ、歌か劇げき部ぶのこと考え直してくれるの!?」

　忍はぱっと明るい笑え顔がおで小枝子から、歌劇部のふたりへと振り向く。と、

「ただ──」

　小枝子がわざとらしく首をひねった。

「どうしてでしょう？　何の関係もないような、あなたがたが歌劇部の肩を持とうとするのか、わたくしには判りません」

　そして微ほほ笑えんでいた。

　でも、何かたくらんでる顔だ。

　あと。「あなたがた」の項目に、自分もふくまれてるんだろうな……と、ちょっと憂ゆう鬱うつなマシロだった。

　しかし天然っぷりを発揮して小枝子の裏に気づかない忍は、

「えっと、それは……」

　訊きかれた問いに真ま面じ目めに答えようとして、言葉に詰まった。

「つまり、歌劇部とわたしたちは、その……」

　手はさしのべられる。

「──オレたちの、新しい部活動が衣装美術の協力をすることが決まっているからだ。だろ、シノブ？」

　千尋が表情を変えずに言った。

『え？』と一いつ瞬しゆんなんのことかと困惑した表情を浮かべたが、忍シノブは「うん、そうだったんだ。ぎゃくに！」と、全力でうなずいた。

　何の逆だ？

「そ、そういうアレで！　わたしたちと歌か劇げき部ぶは一心同体みたいなものなんだからね！」

　なんのアレだか知らないが、なにかをマネたようなみょうにツンツンした口く調ちようで、忍は腕組みしながらあさってのほうを向いている。

　それでも、その言葉に感動したのか、歌劇部のふたりと、何な故ぜか副会長の八十島ヤソシマ藤子トウコまでが涙ぐんでいた。

　おーい。

　もうミュージカルはじまってるんですかー？

　置いてけぼりなんすけどー？

「なるほど……」

　小サ枝エ子コが、机に肘ひじをつけて手を組むと口もとを隠すようにした。

　あれ……？

　今、笑ってた？

　マシロがそれを確かく認にんする間もなく小枝子が話しはじめた。

「それでは、こうしましょう。あなたがたがおっしゃる通り、歌劇部の廃部または吸収合併の件は一度、考え直してみることにしましょう」

「本当に!?」

　歌劇部の由ユ衣イと弥生ヤヨイの表情が、ぱあっと明るくなる。

　ふたりと忍が顔を合わせる。が、

「そう……」

　小枝子は自分に言うようにつぶやいた。そして口もとを隠していた手の上に、ちょこんとあごをのせる。

「あなたがたの用件は判わかりました。こちらも譲じよう歩ほをしました。では──」

　笑え顔がおだった。

「こちら側の条件を聞いていただけますか？」

　その瞬しゆん間かん。

　マシロの中の警けい鐘しようがマックスパワーで打ち鳴らされていた。

　それは試合開始を知らせるゴングのようにも聞こえた。







　───カーン！







　　　　♪




　生徒会側、いや……生徒会長、南青山ミナミアオヤマ小サ枝エ子コの提案はこうだ。

　歌か劇げき部ぶの存続条件──

　歌劇部の五月さつき祭さい公演の成功。新入部員の獲かく得とく。それらはもちろんのこと。

「そして、最後にもうひとつ。とても簡かん単たんなことです。皆さんも知っての通り、文化祭や体育祭等の大きなイベントでは我々生徒会と運営を共にする『実行委員会』が設立されます。しかし、『五月祭』は生徒会のみ。毎年、どうしても人員不足は否めません。そこで──」

　小枝子の考えているような素振り、笑えみの正体。

　ようやく判わかった。

　それまでかたくなに歌劇部の要望を拒こばんでいたのに、ころりと態度をやわらかくした。

　その理由は──

「あなたがたにわたくしたち生徒会の手て伝つだいをしていただきたいのです。先程も言いましたが、とても簡単なことです。それこそ、猫にでもできるような……」

　不敵に小枝子がそれを言った瞬しゆん間かん、

「なんでそんなことを自分たちがやらなきゃならないんだ！」

　というもっともな科白せりふが腹の底からわき上がって、口から吐き出しそうになった。

　でも、実際はそうしなかった。

　できなかったんだ。

　マシロは、ぐっと言葉を飲み込んだ。

　銀紙を嚙かんだくらいの拒否反応をともなったけど。

　おかげで、ひどいしかめっ面つらをしていたに違いない。

　マシロの傍そばに立っていた千尋チヒロがそんな顔していた。

「無む論ろん、歌劇部のお二方には負担はかけさせません。そのせいで、五月祭での公演がうまくいかなかったなどと後々咎とがめられることになっても、こちらとしては困りますし……」

　小枝子は、歌劇部のふたりから忍シノブ、千尋、マシロたちに視し線せんを移した。

　ぎくりとした。

　このひとの目は、千尋のとはまた違った独特の鋭するどさがある。

　あと、ある種のふくみを持った笑み。

　忍とはべつの意味で楽しんでるのかも。

「そこで……歌劇部と一心同体という、あなたがた『現代における服飾や美術等を文化として研究または開発する会』の〝五人〟のお力をお借りしたいのです。それともこんな簡単なこともお願ねがいできないのでしょうか？」

　ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ…………ハハ…っ。

　マシロは、乾いた笑いを漏らすことしかできなかった。

　マジでか！

　思い出してみる。

　たしかに言った。

　忍シノブは『歌か劇げき部ぶと一心同体』だと。

　つまり。

　歌劇部のことは、みんなのこと。

　ってことになる。

　言い訳のしようがない。

　ところがさらに、

「──オッケー、ばしっと判わかったよぉっ！」

　忍が何の躊ちゆう躇ちよもなく、南青山ミナミアオヤマ小サ枝エ子コ生徒会長の出した条件を飲みこんでしまった。

　一気飲みだった。

　キラキラとした笑え顔がおで。

　まぶしいぜ。まぶしい、けどっ！

「うぉい!!」

　マシロと千尋チヒロが全力でツッコむ。

　も、もうちょっと交渉の余地とかなんとかあっただろう。

　生徒会長は〝簡かん単たん〟というのを強きよう調ちようしていたが、簡単なら誰だれかに頼む必要もないだろう。

　つまり、たいへんなことを今、押しつけられようとしているんじゃ!?

　それにどうして、生徒会長は──マシロや忍、千尋たち四人に自分たちのことを手て伝つだわせようとするのか？

　マシロも千尋もそれを考えようと、思考を駆けめぐらそうとしていたその刹せつ那なだった。

　考える気力をツッコミにがっつり持っていかれてしまった。

　やっぱアホだ。

　このひと、脂ののった取れたてぴっちぴちの天然のアホだ。

　養殖じゃ出せないこの味、艶つや、色。

　奥さん、どうです？




　……ア・ホ・かッッ！







　こうして、マシロの怒ど濤とうの日々が開始されることになった。

　違うな。なってしまったんだ。

　考えてみれば、マシロは、このほかに寮りようのバイトという本来の仕事があった。

「マ・ジ・で？」

　それでもこのときはまだ、

「また、面めん倒どうなことになったし……。あんまり他ひ人とに関かかわりたくないんだよなー。このひとたちといるとどうしても目立っちゃうし……。ただでさえ今でも困ってんのに……。どうすんの、どうすんだよ、どうなんだろ……。まあ、なんとかなるか。なんとかしなきゃ……」

　とか、持ち前のアバウトな性格が効果を発揮して、自分を納得させたマシロだった。







　が、しかし──




　のちのち、他人のことに首を突っこんでいる場合じゃなくなるようなことが、自分の身に降りかかってくるなんて、思いもしなかった。




　たとえ、それが〝身から出たサビ〟だとしても……。
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　　　　♪




「──え？　マジすか？」

「うん、いいよー。べつに～～♪」

　マシロの目の前では、艶つややかやたら美び麗れいなひとが黒と紫がベースのドレスのようなアレンジ着物をはだけさせて立っていた。

　一応同性なのに、こんな目のやり場に困る美人はマシロの知る限りひとりしかいない。もちろん、自称聖アンジェリカ女学院非常勤講こう師しで涼橋スズハシ寮りようの寮母かつ女王にして、マシロの雇い主──涼橋アサミ子だ。

　マシロは、アサミ子に今日きよう学校で起きたことを説明した。

　忍シノブのおかげで、歌か劇げき部ぶのついでに、生徒会までも手て伝つだうことになってしまった。

　なんの関係もないマシロにしてみれば、とばっちりな気もする。

　でも、決まってしまったんだから仕方ない。やってやれだ。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。性格、真ま面じ目めで不器用。

　しかし。ここで問題が──

　歌劇部と生徒会を手伝うなら、確かく実じつに放ほう課か後ごもそれらの活動に時間をさかれることになるだろう。となると、

「あ。バイトどうすんの？」

　ってことになる。

　当然だ。マシロの放課後は本来、涼橋寮でのお手伝いのバイトにあてられる。

　うーん。

　歌劇部と生徒会を手伝って、バイトかー。

　なんとかなるかなー。

　なんとかしなきゃなんないなー。

　あのひとに、バイトの時間ちょっとずらせないか訊きいてみよう。

　ここで、ひとつぐらい手を抜いてなんとかごまかせないかと考えないのが、マシロだ。

　というワケで、いつものように学校帰りのマシロがバイト先の涼橋寮に行くと、いつものようにマシロに作業着という名のコスプレをさせるため、ひらひらした衣装を持ったアサミ子がいつものように待ちかまえていた。

　そして、学校でのことを一通り、要点だけまとめて話してみると、

「じゃあ、涼こ橋つ寮ちの仕事はべつに休みでいいんじゃない？」

　そう、アサミ子はケロリと応こたえた。

　とてもオトナびているのにひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスと笑え顔がおで。

　考える時間およそ、０・０１秒ほど。

　まるで、全部を知っていたような口く調ちようだ。

　忍シノブがコスプレ部を作ろうとしたことも、そこに（勝手に）アサミ子の名前が顧こ問もんとしてあげられていたことも、生徒会にコスプレ部を拒否られたことも、忍がもう一度許可をもらいにいったことも、そこで、歌か劇げき部ぶに遭遇したことも、なりゆきで歌劇部を助けることになり、さらに何な故ぜか生徒会の仕事まで手て伝つだうはめになったことも。

　そして冒頭の会話へとつづき……、

　アサミ子は、涼橋スズハシ寮りよう（超大豪邸）でマシロの支し度たく兼休きゆう憩けい部べ屋やのソファにもたれかかり、コンビニで買った（おそらく萌流メグルをパシらせた）アイスバーをガリガリしながら、メイド服じゃなくて超ミニのウェイトレス仕様に着替えを終えたマシロを満足そうに見て言った。

　その目つきは、いやらしいオッサンの目だ。いやらしい、嗚あ呼あ、いやらしい。
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「表向き涼橋寮ここって、美少女が四人ばかし暮らしてるってだけじゃなくて、寮ってことだから学校関係の施設でもあるワケだしね。学校の仕事それすなわち〝ましろんのお仕事〟ってことになるワケでしょ？　もともと学校の校務をやって異動してきたってカンジだし。それにさ、ましろんの仕事ってお手伝いさんだから、あのコたちの面めん倒どうをみるってのも込み込みってことじゃん？」

　そうなの？

「あれ、言ってなかったっけ？」

　聞いてない。

　むしろ、あなたからは業務内容の一いつ切さい合がつ切さいを聞かされてないっす。

　思いつくこととやれることといったら清掃作業ぐらい。なのに、毎日毎日やっても終わらない。どうなってるんだこの屋や敷しきの広さは。本当は、城か？　城なのか？

　っと。今は、そんなことに文句をタレてる場合じゃなかった。

「ま、気が向いたり、よゆうがあったりしたらこっちもやってくれたらいいから」

　あいかわらず、ありえないくらいテキトーな指示を出すアサミ子だった。

　それだけ言って、ガリガリやっていたアイスの棒に『あたり』の文字を発見すると、「あとで、めぐーにとりにいかそ」なんて、にんまりとほくそ笑えんでいた。

　めぐー。涼橋スズハシ萌流メグル。十二歳。中一。美少女な男の子。アサミ子の甥おいにしてパシリ。

　不ふ憫びんだ……。

　と、アサミ子が思いついたように言った。

「あ、でも。こっちを休みにするとましろんに作業着せいふくを着せてあげられなくなるわよね。うーん。それは困ったなー」

「自分は困んないんでお気をつかわずに……」

「なんか、ほかの手を考えなきゃだわよね！」

　聞いちゃいねー。

　嬉き々きとして、考えを巡らせている風ふうだ。

　ほかの手なんて考えんでいい。考えんで。

　ただでさえ頭の痛いことが多いのに……。

　けど。アサミ子がこうなると、もう止まらない、止められないんだろうなと、マシロは悟っていた。

　ふはは。

　不憫なのは、自分もだった……。




　マシロが他人を哀れんでる場合じゃなかったと悔いていたそのころ、







　こ～～～～ん……。







　涼橋寮りようの大浴場ではこの屋敷に暮らす、お嬢じようさまばかりが集う由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院のアイドル的存在の、四人の美少女──もとい、涼橋寮の男子連中が恒例の〝寮生会かい議ぎ〟をやっていた。

　誰だれが決めたのか、寮ここでは、何かあればお風ふ呂ろに入りつつ話し合いをするのがいつものことだった。マシロが寮りようにやってきたときも、緊きん急きゆうの寮生会かい議ぎが行われた。昼間っから四人が風呂に入っていたのは、そういう理由からだ。

『湯船にタオル禁止』の張り紙があるスリガラスを抜けた湯気の向こう。湯船の中で正座したブロンドの少年、忍シノブが頭こうべを垂れていた。

「──阿あ呆ほうがっ！」

　浴よく槽そうの縁ふちに腰をかけ、腕組みのメガネじゃないけどメガネっぽい少年、千尋チヒロが怒ど鳴なる。

　少し離はなれたところには、夢うつつの間に学校で起こったこと──コスプレ部に所属させられていて、しかも歌か劇げき部ぶと生徒会の手て伝つだいもすることになった──を聞かされた、くるくるとした髪の眠そうな少年、陽向ヒナタがぷかぷかと仰あお向むけになって湯船に浮かんでいた。

　その傍かたわらに黒髪の少年、萌流メグルがしぼったタオルを几き帳ちよう面めんに頭にのせ、ついでにうさぎみたいな生き物のチビリも頭にのっけ（のっかってる）、陽向を支えつつゆらゆらと揺らしている。

　陽向に頼まれたらしい。

　千尋は、そんなふたりをちらりと横目で見て、また忍に視し線せんを戻した。

「ったく、みんなを巻き込んで、どうするつもりだ。それに他の生徒の前で〝素〟のテンションではしゃぐな、阿呆が」

「ちょっ！　そんなにアホアホゆわないでよっ！」

　生徒会室での一件以降、千尋にヘコむことを言われ続けた忍が半泣きで訴えた。

　が、

　千尋がギラリと睨にらむ。

「ひぃ！」

　忍は、お風呂に入っているのに悪お寒かんを感じた。

「阿呆に阿呆と言って何が悪い？　それとも何か？　莫ば迦かと呼ばれるほうがいいか？」

「……ど、どっちもごめんなさい……」

　忍は頭を深々と下げ、ぶくぶくと湯船に沈んだ。

　ぶくぶくと沈んだ。

「……」

　ぶくぶくと沈んだ……。

「…………」

　ぶくぶくがなくなった。

「………………」

　ぶくぶくがなくなったまま、沈んで……、

「………………………………」

　沈んで…………浮かんでこない。

「………………………………」

　忍シノブがおのれの顔をおのれで湯船に沈めてから、千尋チヒロの感覚だと一分はよゆうで超えている。

「お、おい……っ？」

　さすがに何事かと、千尋が声をかける。

　けれど、

「………………………………」

　忍からの反応はない。

　ぶくぶくもない。

「どうしたの？」

　千尋の様よう子すに、チビリとタオルを片手で押さえつつ萌流メグルがまだぷかぷかしている陽向ヒナタの手を引いて近づいてきた。

「おい、忍っ」

　もう一度、声をかける。

　やっぱり、反応しない。

　いくら忍が〝天然〟でも、さすがに心配になった千尋は、湯船の中から忍を引き上げようとして、

「忍っ！」

　と三度目の声をかけた。

　その瞬しゆん間かんだ。







　──ざっばああああああああああああああああああああああああああああああんっ!!







　いきなり、ものすごい湯柱とものすごい形ぎよう相そうの──忍が湯船から立ち上がった。

　あまりのいきおいに、波に飲みこまれ「わーっ!?」と仲良く流される陽向と萌流のちっちゃいふたり組とチビリ。

　湯柱の余波になんとかたえたのは、四人の中で一番の長身をほこる千尋。

「………………クッ……！」

　意地でふんばって、その場にとどまる。

　湯柱と波がおさまるとその中心には、両手を突き上げた忍が十二ラウンドを戦い終えたボクサーのように立っていた。

「こ……っ、殺す気でしたかッッ!?」

「じ、自分でやったんだろうが！　ひとを犯人のように言うな！」

　ずぶぬれになった髪の毛を片手でかきあげながら千尋チヒロが、いちはやくツッコミを入れる。

　しかし、お湯を飲んでしまったせいでゴホゴホとむせた。

「だいじょうぶ、チヒロ!?」

　心配そうに近寄る忍シノブ。

「おまえのせいだ！　この面めん倒どうくさいヤツめ！」

　としかし、千尋は立ち上がって近づいてきた忍の首に腕を絡めると、体重をかけ倒れこむように忍ごと湯船に沈んだ。

「ちょっと！　うわ、やめ……！　もがもがもがもがもがもが……っ！」

「どうせ犯人にされるなら、やってやれだ！」

　やけくそ気味に言って、千尋は忍を湯船から引き上げてまた沈めようとした。

　すると、

「そっちがその気なら、こっちも戦やって殺やれだよっ！」

　怒っているというより、なんだか楽しそうな忍が千尋の腕を取って、身体からだを入れかえた。

　今度は、忍が上に乗っかるようにして千尋を湯船の中へ押しこんだ。

「ごぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぉーっ！」

　しのぶーっ！　と千尋は叫んだらしいが、ただ、ムダに酸素を消費しただけだった。

　そんな、じゃれあうふたりを少し離はなれたところから、萌流メグルがぼんやりとながめていた。

　タオルを絞って、頭にのせる。湯船をすいすい泳いでいたチビリが萌流の身体をつたって、いつもの定位置、頭の上にのっかった。

「なんだかんだいって、仲がいいんだねー。あのふたりって……」

　萌流は、チビリに言うように、ひとりごとのように、つぶやいた。

　千尋が聞いていたら（今は湯船の中）、あの絶対零度の鋭するどい視し線せんでにらまれてしまいそうだけれど、萌流はそう感じた。

　いつも怒ったり怒られたりしているけど、ふたりの間には信頼感があるというか、見えない糸でちゃんとつながっている気がする。

　学校で忍がマシロを連れて生徒会に乗りこんでいったときもそうだった。

　自分には関係ないとそんな態度をとっていたのに、心配になって追いかけていった。

　たぶん、糸がごちゃっと絡まっちゃっているだけなんだろう。

「ちょっと、ちょっとだけだけど………うらやましい……なんて……ね、ひなっち──」

　萌流は、傍かたわらにいるはずの陽向ヒナタに声をかけた。

「…………」

　いつもどおり陽向は静かだった。答えはない。

「ボクもさ。仲良くなれるかな、あのコとか学校のひとたちとも……」

　ぽそり呟つぶやく。

　聞こえてないと判わかっていた。

　でも。

「………………？」

　何かがおかしい。

　何かが違っていた。

　反応が薄うすいのはいつものことだけど、ちょっと静かすぎないだろうか？

「……ひなっち？」

　萌流メグルは、傍かたわらに目を向けた。

　ありえなかった。

「────っ!!」

　そこでは、




　陽向ヒナタが、あおむけじゃなくてうつぶせにぷかぷかしていた。




「ひぃぃぃぃ、ひなっちがおぼれてるぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ──────────────────────っ!!」

　萌流の悲鳴に、組み合っていた忍シノブと千尋チヒロがバッと振り向く。

「ひなーっち！」

「本気か!?」

　それから三人は協力して陽向をわっしょいわっしょい救出した。




　四人が無事に湯船をあとにしたときには、すっかりのぼせ、どっぷりと疲れていた。

　そんな風ふ呂ろ上がりの、まだ見なれない男バージョンの四人に戸惑いつつも、その様よう子すを目にしたマシロは、一言。

「……バッカじゃないの？」

　返す言葉がない四人だった。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。性格、正直。

　思ったことが口に出ます。




　寮りよう生せい会かい議ぎで、忍が起こした今回の騒そう動どうをどうするかの結けつ論ろんは出なかったみたいだ……。




　　　　♪




　次の日の放ほう課か後ご。

　なんだかんだで、マシロたちは五月さつき祭さいの準備に入った。

　忍シノブたち（マシロをふくめた）『薔ば薇らの団』が、歌か劇げき部ぶや生徒会を手て伝つだうという話は、あっという間に学校中の生徒が知るところになった。

　マシロもクラスメイトからやたらと声をかけられる。

「水田ミズタさん、がんばってね！」

「水田さん、応援してるから！」

「水田さんの歌、楽しみにしてるね！」

「水田さんって、生徒会の次期会長になるんですね！」

「選挙のときは、絶対、水田さんに投票するからね！　本当は、違うクラスのお友達に、『次の生徒会役員選挙に打って出ようかと思うの。もちろん、会長の椅い子すを狙ねらってね！　清き一票お願ねがいね！』って言われていたのだけど……。哀かなしいけど、これって、運命なのよね」

　って。

　ちょっと待て。

　応援してくれるのは、ありがたいんだけど。

　話がてんやわんやになってるよ。

　人から人へ話が伝えられる間に、ちょっとずつ事実と違ってしまっていた。

　マシロは、歌劇部の舞ぶ台たいに参加しない。手伝うだけだ。

　歌も唄うたわないし、演技もしない。

　んで、生徒会に参加しないから、次期会長に立候補するつもりもない。

　だから、やる気満々で生徒会選挙に出ようと言うその友達に、ぜひ投票してあげて。

　とか、いちいち否定したり訂正したりするのもメンドーなので、

「……あー。うん。がんばる」

　マシロは、引きつった作り笑いを浮かべながら、さっさと教室をあとにした。

　そして、向かったのは──

　聖アンジェリカ女学院中等部の文化系部活の部室が集まる北棟の一角。

　その部へ屋やの小こ洒落じやれた仕様の扉にテープで申し訳程度に貼はり付けられたＡ４のコピー用紙には、『ばらの団。』とあいかわらずのある意味達筆な字で書き殴られている。

　貼ったのは忍で、ここがみずからが立ち上げようとしている活動団体の拠点だということを主張したいらしい。

　はじめは、堂々と『コスプレ部。』と書いてあったが、やってきた千尋チヒロによってはがされ、

「ふざけるな」

　とすごまれた。

　さすがにマシロも「それはまあ、そう思うよな」と忍シノブに同情することはなかった。

　で。書き直すことになったが、生徒会に提出した『現代における服飾や美術等を文化として研究または開発する会』は、長すぎ、ということで却下。

　忍はほかに考えていなかったらしく、最終的に、忍、千尋チヒロ、陽向ヒナタ、萌流メグルの四人をアイドル的にまつりあげている生徒たちが使う『薔ば薇らの団』のユニット名が採用されることになった。

　忍もこれがお気に入りだと言っていたし、まあ、ファンが呼ぶ愛称だけど、落ち着くところに落ち着いた感じがする。

　なお。

　忍の『薔薇』という漢字がそれっぽいだけでよく見るとなんか違うという、なんとなくすぎてあんまりだったので、『ばら』はひらがなに。

　外国っぽい容姿が物語っているのか、漢字が苦手らしい。ニホン語もおかしい。

　まー、漢字が苦手じゃなくても『薔薇』ってなかなか書けないとは思うけど、特待生なマシロは書けるし、千尋も薔薇の漢字を知っていた。ただ、メンドーだから教えなかった。

　で。

　呼び名としてしっくりくるのはいいとしても、よくよく考えてみると『薔薇の団』って、ますます何をする団体か判わからないんだけど、いいの？

　今、この部へ屋や──薔薇の団の部室では、忍が歌か劇げき部ぶの五月さつき祭さいでの公演に提供する衣装のデザイン決めをしていた。

　生徒会長、南青山ミナミアオヤマ小サ枝エ子コの前で、「歌劇部に衣装提供する」と言ったのが、苦し紛れの言い訳でもなんでもなく、本当にそうなったんだ。

　忍がイキイキしているのを見ると、結果的にこれはこれでよかったんじゃないかという気になってくる。（巻き込まれたことをのぞくと）

　そのとなりでは、千尋が生徒会から渡された五月祭の資料とにらめっこしている。

　ふたりの向かい側のソファに腰かけるマシロのとなりでは、陽向がうまい棒（めんたい味）を口にくわえたままうとうとしていた。だいじょうぶか？

　そういや、寮りようにも大量の駄だ菓が子しがあった。陽向はそれを持ってきてたんだろう。

　駄菓子は、アサミ子の好みだ。アイスだったり駄菓子だったり、味覚が子供っぽい。

　それでなのか、よく萌流がコンビニにパシリに行かされている。

　その萌流は、部室のはじっこのほうで、お茶をいれていた。

　いい香りがする。今日きようは、中国茶らしい。

　かいがいしいというか、マシロよりもよほどお手て伝つだいさん（メイドさん）っぽいのは、気のせいか。それとも、日ごろアサミ子にあごで使われているたまものなのか。

　あいかわらず、マシロに対してはよそよそしくて、目も合わせてくれないけれど。

　マシロも、もともとのアバウトな性格や他人に無関心なこともあって、あまり気にもしていない。

　と、

「どうぞ……」

　かしこまった様よう子すで萌流メグルが、お茶をマシロの前のテーブルにそっと置いた。

「ありがと……」

　やっぱりこういうのは、お手て伝つだいの自分がやらなきゃならないんじゃないだろうか。と思いつつも、一口お茶をすする。

　……うーん。

　おいしいじゃないか。

　自分にはこんなおいしいお茶をいれるのは、無理だ。

　なにしろ、水田ミズタ家けのお茶といえば、スーパーの特売だっつー話だよ。

　しかも男所帯なので、基本的に質より量。

　全員にお茶を配り終えた萌流が、うとうとしながらもうまい棒を食べつつお茶をすする陽向ヒナタをはさんで、マシロのとなりのとなりに腰かけた。

　マシロ陽向萌流のザ・小柄コガラーズの三人は、窮きゆう屈くつになることもなくすっぽりとソファに収まる。

　おんなじようなポーズでお行ぎよう儀ぎよくお茶を吞のむ、そんな小柄コガラーズのちんまりとした風情に、何気なく生徒会の資料から目を外した千尋チヒロが気づいて、一いつ瞬しゆん、くすりと笑った。

　ような気がした。

「…………？」

　笑ってたんだとしたら、アラまあ、めずらしや。

　イヤミなかんじ以外で笑ったぞ？

　いつも視みえてるエアーなメガネも視えなかった。

　部室にやってきたときから思ったんだけど、なんか、機き嫌げんよくないか？

　なんとなくだけど。

　こんなに機嫌よさそうな彼を見たことがあるだろうか。いや、ない。

　でた。反語。でましたよ。

　それになんか。

　──楽しそうだ。

　とかマシロは思った。

　マシロは資料を見るフリして、ちょろっと上目に千尋のほうを見た。

　……あれ？

　いつものメガネじゃないけどメガネっぽいエアーなかんじに戻ってる。

　ってか、最初から？

　やっぱり、さっきの笑えみも気のせいだったのかも。

　それもそうか。

　マシロが千尋チヒロやほかの三人と出で逢あったのは、ここ数日でのことだ。

　忍シノブと陽向ヒナタはそんなことはないが、萌流メグルや、特に千尋とは良好な関係では、たぶんない。

　しかもその関係はイヤミを言われるくらいだったりする。

　マシロは、まだなんにも知らない。

　四人のことを。

　きっと、これからも知ることはないんだろうな……。

　知る必要もないし、知りたくもない……。

　どうせ最後は、みんなひとりなんだから。

　マシロはときどき、大勢の中にいるのにいきなりひとりぼっちになったような感覚になるときがある。

　家族の中にいてもだ。

　急にさみしくなったり、心細くなったりする。

　それは、マシロが極端に〝孤独〟を嫌っているからだった。

　怖くなったり、痛くなったりする。

　そのたびにいつも、膝ひざを抱えてうずくまって、やり過ごしてきた。

　デパートで迷子まいごになったときも、あのときやあのときも。

　家族の誰だれかが手をさしのべてくれることだってある。

　コワクナイヨ、イタクナイヨ。

　ダイジョウブダヨ。

　けど、誰も手をさしのべてくれなかったら？

　サミシイノハイヤナンダ。

　イタクナルカラ。

　だったら、ひとりのほうがいい。

　最初から独りなら、孤独なんて感じない。

　そう思っていた。

　……でも、

　この四ひ人とたちといると、いつだってひどくさわがしいから、忘れそうになっちゃうんだよな。

　あのイジワル三人組に体育倉庫に閉じこめられたときも、なんだかんだで助けに来てくれたし。

　ほんとにもう、なにがなんだか。

　他人と関かかわるのはゴメンなのに。

　なんで、こんなことやってんだろう、自分は……。

　歌か劇げき部ぶと生徒会の手て伝つだいに、謎なぞのコスプレ部。

　歌劇部の存続条件は、教えてもらったけど、その条件のひとつにある生徒会の手伝いの内容は、あとで知らせるっていう……そんなじらされたら不安だっつーの。

　ちょっとバックレたい……、なーんつってな！

　ちょろっと浮かんできた気持ちをあわてて心の果てに押し戻して、マシロは手にした生徒会の資料に視し線せんを落とした。

　ぜんぜん、文字が頭の中に入ってこない。

「…………ったく……」

　口の中でつぶやくと、マシロは気分を変えようと、周囲に目をやった。

　萌流メグルがお茶を吞のみながら、たった今マシロが読むのを放棄した資料のコピーに熱ねつ心しんに目を通している。やっぱ、真ま面じ目めなコなんだな。

　そのとなりの、うまい棒を食べている陽向ヒナタがまたうとうとしている。このコはあれだ。早めに戦力外通告を出してあげたほうがいいと思う。もしくは、どっかにトレードに出すか。

　んんっ!?

　ちょっと待てよ……よく陽向を観かん察さつしてみよう。

　さっきとちょっと違うところがあります。

　…………。

　…………。

　…………。

　…………うまい棒が、

　…………めんたい味から、







　サラミ味に変わってますＹＯ!!







　サラミおいしいよね！

　……あ、違った。

　いつの間に二本目にいったの!?

　てか、もしかして、二本目どころじゃない？

　てゆうか、もしかして、これが陽向が戦力外にならない理由……？（たぶん違う）

　と、陽向の意外なポテンシャルにおののきつつ、マシロは視線を移す。

　正面ソファに座る千尋チヒロは、一通り見終わった資料に今度は、赤ペンでチェックなどを入れていた。デキるメガネ（かけてない）だ。さすがメガネさん（かけてない）。

　そして、千尋チヒロのとなりの、上じよう機き嫌げんの忍シノブはというと。

　何枚もの歌か劇げき部ぶ用衣装のラフデザインから、さらにピックアップして、色鉛筆で色を添えている。

　いつの間にか歌劇部のふたりに要望を聞いていたらしいが、大丈夫だったんだろうか。

　歌劇部のふたり、忍たちのファンだったみたいだから、ずっと目が『ハートマーク』でうれしさのあまりに意い識しきが遠のきかけてたけど、ちゃんと会話ができたんだろうか……。

　終始あんな調ちよう子しだったなら、ちょっと心配になってしまう。

　けれど、マシロの心配などよそに、忍は、

「ふふふふーん♪」

　と鼻歌まじりで楽しそう。

　マシロの知識にはなかったが、それは今、お子さまたちの注目を一身に集める少女まんが原作のアニメの主題歌だったりする。

　机の上のラフをこっそりのぞきこむと、昨日きのう一晩で考えたモノとは思えないくらいしっかりとしたデザインが並んでいた。

　まだラフとはいえ、服にまったく興きよう味みがない万年ジャージャーのマシロでもめずらしく「かわいいな、コレ……」と感心してしまう。

　デザインは、広めの舞ぶ台たいに立つのがふたりっきりということが考こう慮りよされていて、多少派は手でさがある。が、主張が激はげしいワケじゃない。舞台でふたりを引き立てるように考えられていた。

　そんな忍とデザイン画を交互に見比べた。

　人間発光ダイオードみたいな自己主張の激しすぎる忍が描いたモノだとは思えなかった。

　なんとゆうか、まあ、繊せん細さいだ。

　自分がゆうこっちゃないが。

　忍はだいたいの色を入れると、普ふ段だんはまずお目にかからない真ま面じ目めな顔であごに手を当て、デザインを眺めていたが、マシロがじろじろと見ていたせいで、不意に視し線せんが合った。

　マシロはあわてて視線をそらそうとしたが、忍がにっこり微ほほ笑えんだ。

　そして、

「ねえ、どう思う？　コレとコレだと、どっちがいい？」

　デザイン画を両手に持って忍は訊きいてきた。

「え？　自分すか？」

「うん、マシロに訊いてるんだよっ」

　たまに呼び捨てになるのが気になるけど、

「そうっすね……。えーっと、じゃあ…………右で……？」

　マシロは、なんとなく気になったほうを指さして答えた。

　白が基き調ちようで紫のラインが入ったワンピースっぽいデザインのモノだった。

「うん。そっか」

　何な故ぜか、忍シノブはうれしそうになった。

「なんすか？」

　その反応が気になって訊きいてみる。と、

「ううん。なんとなくさ、マシロはこっちを選ぶんじゃないかって、そう思ってたんだ♪」

　忍は笑った。

　そうか。そうなんだ。

　単純で判わかりやすいってことかな？

　まあ、間違ってはないと思う……。

　──と、

「ましろんさ」

「なんすか？」

　このときもそうだけど。前にも同じことがあった。

　どきっとすることを言う。

「ときどき、なんかかんがえごとしてるよねー」

「へ？」

　マシロは戸惑った。

　自分は考えごとをしてたように見えただろうか。

　意味もなくキョロキョロと周りをうかがってしまう。

　べつに悪いことをしているワケじゃないけど、なんとなく、他ほかの人はどう思ったんだろうかと。

　けど、みんなは自分たちのことに集中していた。

　マシロと忍のやりとりを気にしている様よう子すもない。それぞれ、資料を読んだり、うまい棒をくわえたり。おー、サラミ味からたこ焼き味に変わっている……。

　おだやかな笑えみを表情に宿したまま、忍は答えるように言った。

「なんてゆうか、ちょっと寂しそうにしてるときがある。みんなといるのに。ひとりっきりでいるときみたいな顔してるんだよ？」

「……そうっすか……？」

　とぼけてみた。

　でも、やっぱりそんな顔をしてたんだろう。

　この跡見アトミ忍というひとは、何気なく〝芯しん〟のようなモノに触れてくることがある。

　でもそれは心の中に土足で入ってくるとかそういうんじゃない。

　心の縁ふちを指先でそっと触れるようなそんな感覚だった。

　隠していても、「隠さなくてもだいじょうぶだよ」って、まるでそんなことをいうように。

　まったく、ほっといてほしいとは思うけどさ。

　不ふ思し議ぎとイヤなかんじがしないのはなんでだろう。

　忍シノブは、じーっとマシロのことを真まっ直すぐに見つめる。

「マシロ。さみしくなったら言ってよ！　水くさいよ！　わたしたちがなんとかします！」

　やたらと笑え顔がおで、やたらと自信満々に忍は胸を張った。

　なんだか、変な気分だ。

　うちの家族みたいなことを言うんだもんな。

「ねっ、チヒロ！　わたしたちは、仲間だもんっ！」

「オレは、コスプレ趣しゆ味みの人間の仲間になった憶おぼえはない」

　会話が耳に入ったのか、資料に目を通していた千尋チヒロがウザったそうに顔を上げた。

「照れんなっ☆」

「こ、コラ！　抱きつくな！」

　じゃれるふたり。

　となりを見ると、サラダ味のうまい棒をくわえた陽向ヒナタが何事かとじーっとふたりを眺めていて、さらにそのとなりではなんだか恥ずかしそうにしている萌流メグルが、それをごまかすためにお茶を口に運んで目をそらしたり、チラ見したりしている。

　そして、マシロもこっぱずかしかった。

　目の前でじゃれあっているふたりが、今は見た目が完全に女の子で、それもティーンズファッション誌のモデルさんもひれ伏すような美少女だったりするのもあるが、それよりも──

　忍が何気なく言った〝仲間〟って科白せりふがひどくくすぐったい。

　それに自分がふくまれているんだと思ったら、よけいなんだか……。

　足の裏を繊せん細さいな超極細毛の筆でくすぐられてるみたいだ。

「………………」

　プラス。

　やっぱり目の前でじゃれあっているのが、ものすごい美人な外見をしたふたりだというのも、なんだか言い表しづらい、こう、もやもやっとしたむらむらっとした気分を駆り立てる。

　……でも、

　男なんだよな。

　中身は。

　いかんいかん。

　マシロがいけない気分になりそうになっているところで、誰だれかが部へ室やのドアをノックした。







　ノックの音が二回。

「────？」

　誰だれだろ。

　とかマシロは思ったが、こんな謎なぞの部へ屋やをノックする──用事のある人間なんて限られている。

　ここが『薔ば薇らの団』なる元『現代における服飾や美術等を文化として研究または開発する会』というコスプレ部な部活じゃない未満団体の活動拠点だと知っている人間か。

　もしくは、この部屋がなんなのか、Ａ４コピー用紙に記された『ばらの団。』がなんなのか、何も知らないが、ものっそい興きよう味みを引かれてワクワクドキドキでワンダーランドを期待したキラキラした目で未知への第一歩を踏みだそうとしているただの愚か者か。

　前者だったら、生徒会か歌か劇げき部ぶのひと。

　後者だったら、…………──お断りだ。

「はいっ」

　最初に反応したのは忍シノブだった。テンション抑えめのアンジェリカ仕様の声。

　どうやら他人の前、アサミ子や寮りよう生せいたち以外の前だと、このお嬢じようさま風が通常らしい。

　生徒会でのことは、ちょっと飛ばしすぎてテンションが上がったせいで、〝素〟が出ちゃったみたいだけど。マシロの前では、いつも素の忍だ。いいんだか悪いんだか。

　というワケでかしこまってドアの向こうに返事をした忍だったが、てけてけと、かいがいしくドアを開けに行ったのは何な故ぜか、萌流メグルだった。

「オマエがいけ。使用人だろ」

　と、千尋チヒロにツッコまれてしまった。

　使用人じゃなくて、お手て伝つだいだっつーの。

　でも。

　たしかに、おっしゃるとおり。

　アサミ子的には、学校でも、マシロは寮生たちのお手伝いさん。

　そんなマシロより、萌流のほうがお手伝いさんっぽい働きをしている……。

　萌流も行かなきゃいいのに。一番歳とし下したということもあるんだろうけど、どうもパシリなれてるような気がする。

　小柄で実は花きや車しやなマシロよりもさらにちいさい萌流のシルエットに、アサミ子のケタケタ笑う姿が重なって見えて、ひどく不ふ憫びんになった。

　ことあのひとに関しては、他ひ人とごとじゃない。おお、同士よ。

　今度から、自分が開けに行こう。とマシロが心に決めているその間に、萌流が部室のドアを開けた。すると、

「今こん日にち和は」

　ぺこりと丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎする姿があった。

　顔を上げるそのひとは、

「副会長さん」

　忍シノブが物腰柔らかく、でもなんだかうれしそうに立ち上がって歩み寄っていく。

「どうしたの？」

　どうしたのもこうしたのもないんじゃないだろうか。

　生徒会の仕事のことだ。きっと。

　ほら。

「さえちゃん……あ、いえ、南青山ミナミアオヤマ生徒会長に代わってみなさんに協力していただくお仕事のことを説明にきました」

　生徒会副会長、八十島ヤソシマ藤子トウコはとてもおっとりしたα波やマイナスイオン出まくりの声でそう言った。




　　　　♪




　八十島〝α波〟藤子の説明によると、マシロたち五人に割り当てられた仕事のメインになるのが五月さつき祭さい当日の来らい賓ひんへの応対。サブで資料整せい理りなどの雑務ということだった。

　来賓は、五月祭の趣しゆ旨しからいってほとんどが父兄。

　しかし、そこは、選ばれしお嬢じようさまたちが集う由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院の生徒たちの父兄だ。

　それこそ、そこら中の大中小企業の社長たちがこぞってやってくることになる。

　ただでさえ、ディスコミュニケーション状態のマシロなのに、そんな偉いひとたちの相手なんて……。

　へたなことはできないし、言えない。

　ひとり（マシロ）のせいで、学校の品位を落とすなんてことがあったら、学校を辞めるだけではすまないかもしれない。

　もちろん、学校は辞めたくない。奨しよう学がく金きんも出ているし。

　あーあ。考えるだけで、たいへんそうだ。

「……って、そんなけっこー重大任務に自分なんかでだいじょうぶなんすか？」

　マシロは自分がこの聖アンジェリカ女学院で唯一の『一般庶民』だと多少なりとも自覚している。

　一年間通っているが、いまだに学こ校この絢けん爛らん豪華っぷりにはなれないし、たまにあきれさせてもらってもいる。

　けれど、

「はい。会長いわく、水田ミズタさんには、『この由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院唯一の特待生として、優ゆう秀しゆうな生徒を代表するひとりとして期待をしています』とのことです」

　やさしげな微ほほ笑えみで藤子トウコが言った。

「でも……自分、不器用なもんで……」

　どっかの俳はい優ゆうの科白せりふを渋くコピってみた。

「いいえ。きっと、大丈夫ですよ」

　が、あっさりと、おっとり癒いやしヴォイスで返されてしまった。

　もういっそのこと「自分、無理っす！」とか言って、泣き落とししようかと思った。けど、やめておこう。あまりにも自分がみじめになる。

　それにここで拒否ったなら、あの会長の冷たい目で藤子がにらまれネチネチと怒られてしまうんじゃないだろうか。

「当日以外は、五月さつき祭さい準備中における生徒会の人員不足を補ってもらうことになります。ご面倒かとは思うのですが、よろしくお願いします。それに、薔ば薇らの団のみなさんとこうしていっしょにお仕事できるなんて、うれしいです。なんて言ったら、ファンの生徒たちに怒られてしまいますね」

　ぺろっと舌を出して微笑む藤子。まっ、おちゃめ。

　つられて、マシロもにっこりしてしまいそうになったが。

「──それとですね」

　藤子が付け加える。

　え、まだ、なんかあんの？

「水田ミズタマシロさんだけに、会長からメッセージが……」

「へ？　なんすか？」

　会長から？　自分なんてきっと眼中になかったと思うんだけど。なんだろ。

　藤子の視し線せんはマシロ、というより、マシロの制服姿のほうに向いていた。

　その意味は、

「当日は、『制服の下に体たい操そう着ぎ着用厳げん禁きんっ！』……だそうです」

　今の『』の中の科白は会長のモノマネだったようだ。似てないが。このおちゃめが！

「マ・ジ・で？」

　全国『この制服が着てみたい！』ランキング上位の、聖アンジェリカ女学院のかわいらしい制服が一年経たっても着なれないマシロにしてみると、この体操服ジヤージイン制服は生命線だった。

「マジです」

　申し訳なさそうに、真ま面じ目めにうなずく藤子。

「ダメ、すか？」

「ダメ、だと思いますよ」

「マジ、っすか」

「マジ、です」

「でも、変じゃなくないっすか、だって、これ学校のジャージ……」

「変ではないとは思いますけれど、とてもユニークですね」

　ゆ、ユニーク……。

　たしか、ユニークって今の使われかたとは、本来の意味は違ってるんだよね。

　でも、それはどうでもよくて。

　マシロは、笑え顔がおの藤子トウコから飛び出てきた単語にヘコんだ。

　がっくりとうなだれてしまう。

　この一年、マシロはジャージインを貫いてきた。夏は、Ｔシャツ短パンだ。

　スカートははずかしいし、スースーするじゃないですか！

　スースー。

　……でも、スースーする覚悟を決めたほうがよさそうだな。

　しょーがない。一日くらいがまんしよう……。

　スースー。

　なんか、このひとたちと関かかわっちゃってからどんどんメンドくさいことになっていってる気がする。てか、気のせいじゃないな……あー……。

　がくんと肩を落としながら、横目でうらめしく忍シノブを見やる。

「だいじょぶがすぎるよ、ましろん！」

　元気いっぱいに忍が力説する。

　でも藤子の前なので、テンション抑えめで小声だ。

　つか、なんだ。『だいじょうぶがすぎる』って。

　そのキラキラした瞳ひとみが、自信満々な笑えみが、逆に、マシロを不安にさせた。

　案の定、

「制服なんて着る必要ないよっ！　わたしたちの活動を世に知らしめるため、ここはちゃんとした『ユニフォーム』を着るベッキーだから!!」

　そんなことを言いやがったから、さあ、たいへんだよおまえさん。

　活いき活いきしてらっしゃる。

　ものすごい名案を思いついたような顔をしてらっしゃる。

　やる気みなぎっておいであそばされるわ。

　つか、なにがベッキーだ！　むしろ、何ど処このベッキーだそれは！　いっぺん呼んでこい！

「そんな活バ動カを世に知らしめるようなことは……って、オイ、シノブ！　聞いてるのか!?」

　千尋チヒロが言うが、忍は聞いちゃいなかった。

　忍の肩をつかんで、千尋がゆっさゆっさと揺さぶるが、時すでに遅しで。

「ましろんには、かわいいやつと、かっこいいやつどっちがいいかなー♡」

　イントゥマイワールドして、忍シノブはコスプレ部の衣装（ジャージじゃない）についてあれやこれやと思いをめぐらせてしまっている。

　か、か、か、か、か、かっ、──カンベンしてくださいッッッ！

　これ以上よけいなメンドーごとを増やすのは、ぜひやめていただきたく候そうろう。

　そう思っても、同時に、「嗚あ呼あ、もう止められない」ことも本能的にさとってしまったマシロだった。

　が、しかし、事態はそれだけでは収まらなかった。

　マシロはもう、こんなかにトラブルメーカーでもいるんじゃねーのか!?

　と呪のろいたくなったが、自分がその一端を担っているとは思ってなかった。

　そして、

「──では、行きましょうか」

　そんな様よう子すを微ほほ笑えましそうに見ていた生徒会副会長、八十島ヤソシマ藤子トウコの一言からはじまり、事態は、ベースボール的にはナックルボール、フットボール的には無回転シュート並の予測不可能な急展開を迎えることになった。




　特に、──鳴海ナルミ千尋チヒロという人物にとってはだ。




　　　　♪




　そのころ──

　聖アンジェリカ女学院中等部に向かう一台の黒塗りの高級車があった。

　後部座席には、二十代後半から三十代前半のスーツ姿の細いクロームのハーフリムのメガネをかけた男性と、ドレッシーな長い巻髪の二は十た歳ち前後の女性がいる。

　ふたりは、徐々に近づいてくる校舎の様子に見入っていた。

　見る者を圧倒するほどの絢けん爛らん豪華なたたずまい。

「さすがってヤツか」

　男性が感心しながら言う。

「そうね。私もここに通いたかったわよ。お祖じ父い様が反対しなければね。……それが、いったいどういう風の吹ふき廻まわしかしら。お祖父様は聖アンジェリカを嫌っていらっしゃったんじゃなかったの？」

　女性は、大おお袈げ裟さに肩をすくめてシガーケースを手にし、中から細長いタバコを取り出した。

「俺おれだって驚おどろいているさ。それに、お祖父様が意い識しきしていたのはここじゃなくて、昔からここに出資していた〝鳴海家〟だよ。それなのに、いきなりお祖父様まで寄付をはじめたかと思ったら、今度は、『私の代理で学校の様よう子すを見てこい』だなどと」

　男性は話しながら、女性が火をつけようとしていたタバコを、さっと奪った。

「こんな狭い場所で吸うな。それに、タバコは嫌いだと言っている」

「はいはい。そうでしたね。お兄様」

　女性は作り笑え顔がおで、シガーケースをバッグの中にしまう。

「あーあ、こんなことなら、妹あのこみたく風か邪ぜでも引いておくんだったわ」

「いつまでも文句ばかり言うなよ。俺おれもさっさとすませて帰りたいんだ。仕事も残っている。ヒマじゃないんだよ、こっちも。まったく、何を考えていらっしゃるんだ、お祖じ父い様は……」

　そんなやりとりをしている間にも、車が、来らい賓ひん用よう玄関の門をくぐろうとしていた。




　　　　♪




　藤子トウコが先を歩いている。

　そのあとに、忍シノブと千尋チヒロ、それからマシロが並んでつづいていた。

　……にしても、スースーする。

　足のほうがスースーだ。

　なにがって、そりゃもう、スカートのせいに決まってる。

　マシロは今、ジャージを制服からアウトさせられていた。

　つまり、いつものように制服の下に体たい操そう着ぎを身につけてないということだ。

「ということは、もう、五月さつき祭さいの当日になってしまったの!?」と誤解を生みそうだけれど、そうじゃなくて。

　藤子にしたがって、目的地に向かい歩いている最中。

　あれからマシロたちは、五月祭で歌か劇げき部ぶの存続をかけて、何な故ぜか生徒会を手て伝つだうことになった件の説明（ジャージ不可の件も）などを受けていた。

　それが終わったと思ったその直後だった。




「──では、行きましょうか」

　と、藤子は言った。

　もちろん、マシロをふくむ薔ば薇らの団こと五人は、

「は？　何ど処こへ？」

　ってな具合になる。（ただし、陽向ヒナタだけは吞気のんきにしてた）

　しかし、藤子はおっとりとした口く調ちようと癒いやしヴォイスで微ほほ笑えむ。

「五月祭に先だって、お客さまがお見えになるんです」

「お客さま？」

　忍シノブが訊きく。

「はい。それでさえちゃ──じゃありませんね。生徒会長がみなさんにもお客さまを迎えるようにと。さあ、行きましょう。会長は先に準備をして待っています」

　そう言うと藤子トウコは、ぽっかーんとしてるマシロたちを置いてけぼりに、さっさと部へ屋やを出て行こうとする。

　が、思い出して、振り返った。

「ああ、そうでした」

　ぽんと手のひらを打つ。

　藤子は、おっとりしているようで意外と行動力があって、でも抜けているひとらしい。

　同じ抜けたタイプでも、さわがしくて行動力（イキオイ）があって、かなり抜けている忍とは、似ているようでまた違うタイプだ。

「水田ミズタさん」

「あ、はい」

　にこりと藤子が微ほほ笑えむ。

「さっそくですが、ジャージはお脱ぎくださいね」

　きらきら笑え顔がお。

　嗚あ呼あもうですか。

　はやくね？

「ましろんは、そっちのほうがかわいいと思うんだけどな」

　とか、ジャージを脱いだ普通の制服バージョンのマシロを、ぽかーん状態からいち早く回復した忍がほめた。

　けれど、マシロは、

　──かわいい？

　なにいってんだ？

　いっぺんぶん殴ったろか!?

　と、ぜんぜんほめられた気がしなかった。




　というアレで。

　部室を出て歩くこと数分。

　生徒会室には行かないで、来らい賓ひん用よう玄関へ直接向かう。

　藤子に先せん導どうされている一団の中に、陽向ヒナタと萌流メグルの姿はない。

　部屋を出る間際になって、いきなり陽向が寝てしまったからだ。しかもお得意の立ったままで。

　つねってもたたいても起きなかったので、仕方なく、陽向のことは萌流にまかせて、残りのマシロたちだけで、お客さんとやらを迎えに行くことになった。

　ちくしょー。こんなことなら、自分も即寝立寝をマスターしておくべきだった……！

　後悔先に立たず。

　ジャージを脱いでしまったせいで、花きや車しやなラインの真っ白い素足が直接空気に触れて、歩くとよけいスースーしていた。

　なんで今日きようは体育がなかったんだろー。短パン家いえに忘れてきちゃったじゃん。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。スカートにはやっぱり短パンだよね。

　しかもこの制服やたらフリフリふわふわしてるしさ！

　だから、キライなんだ。こんなオトメチックさらけだした制服！

　自分に似合うワケないし、スースーするし、ひらひらしてるし！

　こんなの女の子の着るもんだ！（※水田マシロ。十三歳。中二。性別、女っす）

　けど、それもいまさらだ。

　この聖アンジェリカ女学院を選んだのは、マシロ本人なんだから、うらむなら自分をうらむしかない。

「ちくしょー、自分！　たっぷりうらんでやるからな、覚悟しろよ！　うぉ～～っ」

　…………。

　…………………。

　ふははっ。むなしいだけだ。

「何を独りでブツブツ言っている。気持ち悪いぞ」

　こちらを見ることもなくとなりを歩く千尋チヒロが、後悔を引きずっているマシロに声をかけてきた。

「気持ち悪くてすんませんね。生まれつきアレなもんで……！」

　やけくそ気味に開き直ってみる。

「アレって、なんだよ」

　と、呟つぶやいたが千尋はそれ以上訊きいてこなかった。

　そんなこんなやっているうちに来らい賓ひん用よう玄関が近づいてきてしまった。

　こっちを向いて、生徒会長こと南青山ミナミアオヤマ小サ枝エ子コが待っていた。

「あら、水田マシロさん。そっちのほうが素敵すてきよ」

　お世辞かそれとも褒ほめ殺しか、やってきたジャージオフバージョンのマシロを見て、小枝子が何な故ぜか満足そうに微ほほ笑えんだ。

　このひとの笑えみの裏側には何かがありそう。

　なんだけど──

「ちっちっちっち！」

　忍シノブが唇の前で人さし指を振る。

「会長さんゲキ甘！　こう見えても、ましろんたら──脱いだらすごいからッッ!!」

「──ちょ！　アホたれ！」

　マシロはあわてて、忍シノブの口を両手でふさぐ。

　テンション高めの忍を押さえる意味もあったけど。

　冗じよう談だんにもほどがある。そのまま呼吸も止めてやろうか！

　て・ゆ・う・か、

「見たのか、見たのか!?　脱いだトコ見たことあんのか!?　他人のアンタが自慢できるほどそんなダイナマイツボディだったか!?　誤解されるようなことをゆうなっ、つーの!!」

　顔を赤くしながらマシロは、忍ににじり寄る。

「あれ？　こういうときって、そうゆうんじゃなかったっけ？」

　悪びれた様よう子すもなくむしろ、真ま面じ目めな顔で忍は首をかしげた。

　おかしい。このひとのニホン語は絶対的におかしー。なんだその外国映画のインチキニッポンみたいな出典のしかたは。

　いや。

　そんなことより、今大事なのは、

「見たのか、見てないのか、どっち!?」

　マシロは、さらに詰め寄る。

　見られたとかそんな記き憶おくはない、けど……そういえば、寮りようでドアをあけっぱで着替えてたこととかあったしなー。なんて。

「──見たというより、どちらかといえば、見られたほうだな。こっちは」

　としかし、ぽそりと千尋チヒロがもらして、あごに手を当てた。

「ちょっ！　そこっ！　変なことゆうな──!!」

「じゃあ、見てないのか？」

「うぐっ！　そ、そりゃ、まあ……見た……っちゃあ……見た………けど…けれども……」

　カーッと身体からだ中じゆうが熱あつくなっていく。

　全部の血が逆流していくみたいに。

　忍もかすかに頰ほおを赤くしていた。

　そういえば。

　今、マシロが忍に詰め寄っているような、こんな距きよ離り感かんだった。

「────っ！」

　フラッシュバック現象。

　寮の浴場で不可抗力にも四人の裸を見てしまったことが思い出される。

　目を開けてても、目を閉じてもそれは浮かんできた。

　そりゃあもう、これでもかっっっっっってゆうぐらいショッキング映像だったんだ！

　だから、ちょっとでも早く忘れたいのに！

　のに!!

『──なんでそういうことゆうかなあ……』

　ハモった。

　マシロと忍シノブだ。

　同じようなことを忍も思っていたらしい。

　顔を赤くしている。目が合うと、やっぱり浴場でのことが頭に浮かんできて、おたがいにさらに赤くなった。

　ひとり冷ややかに何事もなかったかのような顔をしている千尋チヒロが腹立たしい。

　きっと犬に嚙かまれたどころか、仔こ犬いぬに吠ほえられたくらいにしか思ってないに違いない。

　あーくそ、「イ────ッ！」ってなりそうだ。

　しかしながら、そんなやりとりを興きよう味み深ぶかげに見ていた生徒会長が口を開き、この場を治めてくれるのかと思いきや、

「仲がよろしいんですのね。うらやましいですわ」

　そんなことを言った。

　って！

　ど・こ・が・だ!!

　な・に・が・だ!!

　何ど処こにうらやましいとこがある？

　なにがうらやましいことがある？

　とか、マシロが生徒会長にツッコミを入れる──ことなく、

「──それで。どうしてオレたちもいっしょに、スポンサーのお偉いさんを迎えなくてはならないんだ？　〝予行〟という理由も判わからなくはないが」

　マシロイジリにあきたのか、千尋が話題を切りかえた。

「そうですね」

　小サ枝エ子コは、生徒会室で見せた、たくらんだような笑えみを浮かべた。

　そして、静かに唇を開いた。

「──お華です」

　はな？

「そう。お客さまをお迎えするのですから、〝華〟があったほうがいいでしょう？　それもより美しい華がたくさんあれば、それだけ、華やかになりませんか？」

　マシロは頭痛がした。

「なるほどな……」

　千尋は納得してた。納得すんな。

「え、なに？　鼻って？？」

　忍シノブは理解してない。鼻じゃねーしな。

「まあ、そうだったの」

　と驚おどろいているようにはあんまり見えないおっとり藤子トウコさん。アナタは……いいや。

「昨年の文化祭で娘役と男役のトップに選ばれた、この由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院中等部でも選えりすぐりの美形のおふたりですもの。生徒代表として我々、生徒会とともに来客を迎えるのに相応ふさわしいと思います。ちなみにわたくしも副会長の八十島ヤソシマさんも当時から生徒会に所属していましたので、規定上、娘役にも男役にも選出される資格はありませんでした。ですが……」

　フフフと小サ枝エ子コは、お茶をにごすように口もとを手でおおう。

　まるで、生徒会に属していなかったら、結果は判わからなかったとでも言いたげな笑えみだった。

　自信ありってか……。

　でも、会長さん……。

　内ない緒しよですけど、そこの選りすぐりの美形とやらは、ふたりとも──男ですよ……。

　しかし言うだけあって小枝子は、黙だまってれば美人の忍や千尋チヒロに負けず劣らずだとマシロは思う。

　すらりとしていて、マシロよりひとつ歳とし上うえなだけなんて信じられないぐらいオトナびている。

　トップ候補に名前が挙がってもおかしくないだろう。

　それくらいとびっきりの美人さんだ。

　しかし、




　ヘンだ……っ！




　この生徒会長。やっぱり聖アンジェリカ女学院の生徒だった。

　まともなことを言ったかと思ったら、実は、忍たちを〝華〟にしたてようと考えてた。

　誰だれかー。この学校にまともなひとはいないんですかー。

「生徒を代表する生徒会に三年生のトップのふたり、そして、水田ミズタマシロさんは唯一の『特待生』です。あなたも生徒を代表するだけの資格があるんですよ。十分、知性の〝華〟として、成り立っていますよ？」

　フフフ、と小枝子は笑った。

　今度は、何もたくらんでなさそうだったけど。

　こんなに美人で、仕事ができて、選挙で選ばれてるんだ（マシロは選挙日、最終演説のとき爆ばく睡すいしていたが）、人望だってあるだろう。

　……でも、やっぱりちょっと変わってるなあ……。

　天は二物をうんたらかんたらってやつ？

　って──ふあぁっ！

　またおかしなひとに関かかわっちゃったじゃん！

　どうすんの、自分？

　どうするもこうするも……。

「でも、よかったですわ」

　小サ枝エ子コが、孫の心配でもする老人のような目でマシロのことを見ていた。

「……え？」

「あなたが最初、あんなずんぐりむっくりな姿でいらっしゃるから。どうなることかと思ってましたの。制服の下に体たい操そう着ぎなんて……ああ、もしかして、ちまたの一般家庭では、そんなファッションが流行しているのかしら？」

　今、ちょっとバカにされたのかな？　と思ったが、自分の容姿に無む頓とん着ちやくで無関心で無責任なマシロは、

「いや、まあ、はあ……」

　あいまいにうなずいて、肯定とも否定ともつかない返事をしておいた。

　そうしておけば、話も広がらなくてすむ。これ以上、なにか言われることもないだろうし、話さなくてもよくなる。

　これは、他人になるべく関わらないようにする──ディスコミュニケーション状態を学校で一年ほどつづけてきたマシロ的教訓だ。

　関わらなければ、関わられることもない。

　そのほうが、楽でいいし……。




　が──




　忘れていたが、今は、歩くコミュニケーションマシーンのようなひとがいるんだった。

「会長さんっ！　さっきもいったけど、ましろんは脱いだら──もがもがもがもがっ！」

「もう、しゃべんな！　ややこしくなるから！　あと、脱がねーしなっ！」

　忍シノブの口を、ガッと手でふさいでやった。

　が、簡かん単たんにその手をほどかれてしまった。

　こんなときだけ、男の子の力だなんて、卑ひ怯きようだ……。

　そして、逆に、

「ふわぁっ！　なにっ!?」

　忍にうしろから羽は交がい締じめにされてしまった。

「ほらほら見て、会長さんっ♪」

　背後から、うれしそうな忍の声が耳にかかる。

　テンションが上がってるのか、〝素〟の忍シノブがちらほら見え隠れしていた。

　しかし、それを大丈夫だろうかと心配するほどのよゆうはマシロにない。

　何事かとちいさい身体からだをよけいちいさくして構えていたら、予想外に、細長くて綺き麗れいな指先がマシロのおでこに触った。

　そして、やさしく、そっと髪を撫なでかきあげる。

　いつもは、ぼさぼさの乙おと女め失格の寝グセヘアーで前髪が目をおおうくらいになっているのが、忍の細い指に絡んで、あらわになった。

　それを一目見ただけで、小サ枝エ子コがため息のようにこぼした。

「……まあ、水田ミズタマシロさん。あなたって……──」
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　丁度、そのとき、

「──さえちゃん、いらっしゃったよ！」

　どさくさに会長をいつものあだ名で呼ぶ藤子トウコの声が透き通るように鳴った。

　見れば、黒塗りの車がこちらに向かってやってくるところだった。

　一いつ瞬しゆんだけ、その真っ黒が映って、空が灰はい色いろになったように見えた。




　　　　♪




　聖アンジェリカ女学院中等部来らい賓ひん用よう玄関前。

　維持費と燃ねん費ぴに多々問題がありそうな黒塗りの超高級外車が近づいてくる。

　全国つつうらうらのお嬢じようさまたちが集まる学校に寄付するスポンサーなんて、どんな金持ちだろうか。

　マシロがそんな好奇心をふつふつと沸き立たせていると、

「……まさか」

　ぽそりと微かすかな声が聞こえた。

　その──千尋チヒロの科白せりふが聞こえたのは、一番近くにいたマシロだけだったらしい。

「ん？」

　身長差のある千尋の顔を見上げる。

　すると、その表情がどんどん曇くもっていく。

　どうしたんだろ？

　あの……車？

　マシロは、もう一度黒塗りの車に目を向けた。

　いたって普通……なワケがない高級車だけど、かといって、おかしなところは見あたらない。

　一般庶民のマシロがそんな感想を持つくらいだ、ワケありとはいえ育ちのよさそうな千尋が気分を悪くするその理由は──

「おい、南青山ミナミアオヤマ……」

　千尋が、小サ枝エ子コに声をかけた。

「なにかしら？」

　振り返る小枝子は、いつもの笑えみだ。

　このひとにも何の変化もない。

　小枝子につられて振り返った藤子トウコも、マシロのとなりの忍シノブもいつものにこにこ顔。

　やっぱり、変なのは千尋だけだ。

「訊きいてなかったんだが、」

　千尋の声が気のせいか、自信に満ちた力強いモノじゃない、わずかにかすれている。

「今日きようの来客というのは、もしかして……」

　黒塗りの車がゆったりと弧を描いて、来賓用玄関の前に到着しようとしている。

　それで千尋との会話を切り上げようとしたのか、小枝子は簡かん単たんに言った。

「この春から、この聖アンジェリカ女学院の新しいスポンサーのおひとつに決まった──高千穂タカチホグループの方々ですわ。五月さつき祭さいの前に一度学校見学をなされたいということでしたので……」

　すぐに振り返った小サ枝エ子コも、注意が車に向いていた忍シノブも藤子トウコも気づいてなかったと思う。

　千尋チヒロの表情がその瞬しゆん間かん、凍りついたのに。

　マシロだけが、たったひとり、気づいていた。




　　　　♪




　高千穂タカチホグループは、大手銀行を筆頭にいろいろな分野に事業を展開している巨大な旧財ざい閥ばつ系企業だ。

　最近だとたしか、海外のベースボールチームを買うとか買わないとか。景気のいい話だ。

　財力がありあまっているので、とりあえず学校に寄付してみましたと言われても、なんの不ふ思し議ぎも疑問もないだろう。

　なんにしても、マシロに、金持ちの気持ちなんか判わかりそうにもない。

　そんな高千穂グループのひとたち──来らい賓ひん用よう玄関に横付けされた黒塗りの車からまず運転手が出てきて、後部座席のドアを丁てい寧ねいに開くとそこから降りてきたのは、ふたりの男女だった。

「ようこそおいでくださいました。聖アンジェリカ女学院中等部へ」

　やってきた男性と女性に、代表して生徒会長の小枝子が姿勢のよい美しいお辞じ儀ぎをする。

「どうも、お招きありがとうございます……っと、おや？　もしかして、君たち生徒だけか？」

　メガネを直しながら男性が言った。

　そういえば、来賓だというのに教師の姿が見えない。

　マシロは今さらそんなことに気づいて、辺りをキョロキョロした。

「はい。本日は、わたくしたち生徒会が高千穂さまをお招きし、ご案内させていただくことになっています。ですが、ご連絡が行き届いてなかったのでしたら、わたくし、生徒会長の南青山ミナミアオヤマ小枝子が聖アンジェリカ女学院中等部を代表してお詫わび申し上げます」

「いや、いいんだ。かまわない。そんなことを聞いた記き憶おくもあるように思う。それにだ。あの南青山家のご息女に頭を下げさせてしまって、我々のほうがお詫びしなくてはならない事態になっても困るからね」

　軽い口く調ちようと態度で、男性はおどけるように笑った。

　ほめているんだろうか、しかし、傍かたわらのマシロにはまったく心なく聞こえた。

　テレビに出てくる〝なんかやなカンジの金持ちボンボン〟のイメージまんまだな。このひと。

「いいんじゃない、べつに。私は気にしないわよ。誰だれが出てきてもおんなじでしょ？」

　つまらなそうに女性が言った。

　このひともアレだ。まんま、テレビに出てくる〝性格の悪そうなお嬢じようさま〟のイメージ。

　なんて、ステレオタイプな。

「教師たちも判わかっているんだろ。我々を迎えるに相応ふさわしいのが自分たちよりも、君のような家柄も育ちも優すぐれた生徒のほうだってことが」

　男性の科白せりふのとおり、『南青山ミナミアオヤマ家け』はかなりの名門だった。そして、『八十島ヤソシマ家』も。実は小サ枝エ子コと藤子トウコふたりが同じ生徒会にいて生徒会長と副会長をやっているということは、かなりのサプライズだったが、もちろん一般人のマシロの知るところじゃない。

「どっちも金持ちってことなんだろーなー」

　くらいにしか思ってないんだから。

「むしろ、俺おれとしては、脂ぎったおじさん数十人に迎えられるよりは、ずっといい。こんな美しいお嬢じようさんがたに迎えてもらえるなんてさ」

　くくく、と新しん鮮せんみに欠けるコテコテな笑え顔がおで男性は自身のジョークに肩を揺らした。

　……うつくしいお嬢さんね。

　何ど処こに眼をつけて言ってんだ。

　自分もいるぞ？

　マシロは、うさんくさそうに男性を見た。

　こんな一般庶民の自分がいることにも気づかないで、社交辞令的に〝よいしょ〟をする。

　マシロはこの男性に注目しているのが嫌いやになって、視し線せんを外した。と、

　──ん？

　千尋チヒロが立ち位置を変えていた。

　やけに引いたところで、忍シノブの陰に隠れるようにしている。

　うつむき加減で、髪の毛のせいで表情はあまり見えないけど、さっきよりも顔色が悪くなっている。

　もしかして、体たい調ちようでも悪い？

　一方で、千尋のブラインドになっている忍は、あいかわらずニコニコとしているだけだ。

　おそらくだけど、自分がなんでここでこうしているのか判ってないんじゃないだろうか。

　まあ、判ってても判ってなくても黙だまって立ってるだけで、生徒会長の言う〝華〟の役割をこなしていることにもなるんだったら、それはそれでオッケー。

　忍は動き出すと何をしでかすか判らないから、逆にそっちのほうが、マシロにとっては心配だ。

　しかし、今は、マシロが動いた。なんとなくそうしなくてはならない気がした。

「──どうしたんすか、顔色悪いっすけど？」

　小枝子と藤子トウコが、来らい賓ひんと話している間に、忍のブラインドにマシロも入りながら身体からだをよせて、できるだけ小声で千尋に訊たずねた。

「……なんでもない……」

　なんでもないようには思えないほど、マシロが知っている千尋とは別人のような弱々しい声が返ってきた。

　これがいつものマシロで、いつもの千尋チヒロだったら、なんでもないと返ってきた時点でマシロがもう一回訊きくことはなかった。

「部へ屋やに戻ったほうがよくないっすか？」

　なんか今日きようは変だ。

　らしくない。

　いや。マシロが、千尋の何を知っているワケじゃないけれど。

　でも、まったく知らないワケでもない。

　他人と関係はしたくないけど、関係しちゃったんだからしょうがないだろっ！

「マジで、無理とかしてないっすか？」

「…………」

　返事がこない。

　いつもならムキになって、「無理なんてしてないだろう！」とか言うはずなのに。

　てことは、無理してるってことだ。

　ところが。

「…………──ハハハ……」

　笑っている。

　千尋は、唇をわずかに震ふるわせながら、笑っていた。

　ワケが判わからず、けど、ほっておけなくてマシロは、問いかけるのをやめなかった。

「どうしたんすか？　どっか痛いんすか？　腹っすか？　頭っすか？　なんか──」

「いいんだ……」

「え？」

「いいんだよ」

　今度は、はっきりと、でも蚊かが鳴くように千尋は言った。

「あいつらは──………」

　あいつら？

　って？

「どうしたの？」

　コソコソとしていたやりとりもさすがに真後ろでは聞こえてしまったらしく、忍シノブがこっそりと振り向いた。

「あの──」

　言いかけたマシロだったけれど、それ以上は声にできなかった。

「…………っ？」

　ギュッ、と千尋がマシロの手をにぎっていた。

　胸がドキドキしたというより、締しめつけられてイタくなった。

「…………」

　何も言わず。かわりに、指先の冷たい感触が「言わなくていい」とマシロに伝える。

「チヒロ？」

　うつむいている千尋チヒロの表情をのぞきこもうとした忍シノブだが、

「──あちらが、跡見アトミ忍さん」

　小サ枝エ子コが自分たちの紹介をすませ、マシロたちの紹介をしようとしていた。

「あ、はいっ！　忍は、『ニンジャ』の『忍にん』で……！」

　あわてて忍は、男性と女性のほうに向き直った。

　が、しかし、

「あ、いいや。紹介はいいよ。それより、案内とやらをしてくれないかな？　こっちもそんなにヒマじゃないんでね」

　男性は、おだやかな口く調ちようは微ほほ笑えんでいるようで、目は笑ってなかった。

　そして、それを証明するみたく、「もう、いいだろう」というように男性がずれたメガネを、くぃ、っと片手で持ち上げた。笑えみが薄うすれている。

「まあ、それはそれは、申し訳ありません」

　そう小枝子がとりつくろおうとするが、となりの女性は、露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうだった。

「……？」

　そのときマシロの中で何かの映像が、デジャヴった。

　あれ？　このひとたちのこと知ってる？

　なんでだ。つーか、知らないだろ、自分……。

　見たことある？

　違う。

　似てるのか……？

　って、誰だれにだよ。

　マシロが考えをめぐらせようとしていると、小枝子がにっこりと百点満点の作り笑え顔がおで、

「では、ご案内いたします。こちらです」

　言って、ゆっくりと歩きはじめた。

　生徒会のふたりと、来らい賓ひんの男性と女性の背中が離はなれていく。

「チヒロ、どうしたの……？」

　不安そうに見つめる忍。

　千尋はまだ、マシロの手をにぎったままだった。

　普通なら振りほどこうとするが、千尋の様よう子すがあまりに変でマシロはそれをできずにいた。

「…………」

　マシロは、口を開かずに千尋チヒロの〝答え〟を待った。

　と、するり、手がほどける。

「……行こう」

　それだけ言って、千尋が歩き出した。

　重い鉄球がつけられた足かせをしているみたいな足どりで。

「チヒロっ」

　忍シノブがそれを追いかける。

　マシロは、しばらく、ふたりの、千尋の背中をぼんやりと眺めていた。

　けど、すぐに、はっとなってマシロも歩き出す。




　ただ、手には、冷たい感触がはなれずに残っていた。




　　　　♪




　陽ひが暮れても、ふたりは部へ屋やにいた。

　マシロは、見よう見マネで紅茶なんかいれてみた。

「……おいしくないな……」

　なんだろう。

　おなじ葉っぱなのに。

　なんで、自分のはこんなに残念なんだろう。

「あ、まずかったら飲まなくっていっすよ。あのコみたいにうまくなくて……」

　あのコとは萌流メグルのこと。マシロは、ソファに座ったままうんともすんともいわない──千尋に言った。

『薔ば薇らの団』の部室になったこの部屋には今、マシロと千尋のふたりしかいない。

　忍は、

「ふぁあ！　遅れたぶんをとりかえさなきゃだばだばだ──っ！」

　不ふ思し議ぎなニホン語を発しながら、歌か劇げき部ぶと打ち合わせに行ってくると部室を飛び出していった。歌劇部のひとたちの前ではちゃんとしてるんだろーか。

　むしろ、歌劇部のひとは目を『ハートマーク』にしっぱなしじゃなきゃいいけど。

　忍は、出ていく間際に、

「ゴメン、チヒロのことお願ねがいするね！」

　とマシロに耳打ちした。

　お願いっつってもー。

　いっしょにお願いされてほしかった萌流と陽向だったが、

「ひなっち、このままだと起きなくなっちゃうからその前に、一度寮りように行ってくる……」

　と、萌流メグルが陽向ヒナタを背負うようにして──うとうとと半分意い識しきのない陽向は、萌流の頭にあごをのせてるだけ──部へ屋やを出ていってしまった。

　なんて、微ほほ笑えましい。

　萌流には申し訳ないが、ふたりを見ているとなごんでしまう。

　まあ、仕方ない。ひとりでお願ねがいされるか。

　残されたマシロと千尋チヒロ。

　何をするでもなく、「お願いするね」と言われているので、置いて帰るワケにもいかないから、萌流の見み様よう見み真ま似ねで紅茶をいれてみたり、とりあえずはぼんやりしておくことにした。

　次は短パン忘れないようにしよとか考えつつマシロは、千尋からちょっと距きよ離りを置いて、イスの上であぐらをかいた。

　膝ひざに肘ひじを突いてあごをのせる。

　ぼんやりと天てん井じようを眺めたり、時計とけいに耳を傾けたり、ときどき傍らに置いたカップに手を伸ばし、萌流がいれてくれたものより心なしかおいしくない紅茶をすする。

　でも、まずくはない。それなりにおいしい。ただ、萌流ほどじゃないだけ。

　うちで紅茶なんてほとんど飲んだことなかったっけ。

　今度、安物でもいいから買ってみようかな。

　そんなマシロが動く音だけがときどき鳴るだけで、あとはずっと部屋の中は無音だった。

　この学校では、吹すい奏そう楽がくなど音を出す必要のある部活には専用のホールやスタジオがあり、防音がきちんとされているため、普通の学校のように楽器の音や人の声すら聞こえてこない。

　運動部のグラウンドも専用のがある。ここの棟から離はなれているから、その活発な声もない。

　だから、ここは本当に静かだ。

　かといって、静けさや沈ちん黙もくがイヤなワケじゃない。

　クラスで一年もの間ずっと、いるかいないか判わからない、いてもいなくてもいいような〝半透明〟の存在だったんだ。

　ちょっとの時間、誰だれとも喋しやべられなくてもなんの苦にもならない。

　自慢じゃないけど存在感を失なくすのは得意だと思う。

　目立たないよう、クラスメイトにも関心を向けず、関心を向けられないようにしていた。半透明少女。

　忍たちと関かかわってしまったせいで、マシロのその努力はもろくも崩れそうだが。

　バイト先の涼橋スズハシ寮のと同じく高た価かそうなレースのカーテンを透とおって、夕ゆう陽ひのオレンジ色が部屋を照らす。

　寮のひとたち、忍シノブたちといるといっつもいっつもさわがしかったから、たまにはこういうのもいいんじゃないかと思う。

　しかし、そう思っているのは、マシロだけだった。

　マシロが何も話さないことに耐えられなくなった人物がいた。

　そう。

　ここには、もうひとりしかいなかったはずだ。

「──訊きかないのか……？」

　千尋チヒロがマシロのほうを見ないまま、独り言みたくつぶやいた。

　斜陽が千尋を赤く染める。

　なんだか、このまま陽ひが沈むのといっしょに消え入りそうなくらい千尋が稀き薄はくに思えた。

「なにをっすか？」

　マシロは、特別に意い識しきもせず訊き返した。

　すると、千尋は眉み間けんに手をやりながら、

「……あのふたりとオレの関係だよ」

　さっきの男性と女性の顔が浮かんでくる。

　高千穂タカチホグループのひとで、高千穂なんとかってゆうひとたち。

　ふたりは、小サ枝エ子コの案内である程度の学校施設を事務的に見終えると、

「もう、いいよ。時間だ」

　と言って、さっさと帰って行ってしまった。

　そのあと小枝子が、

「次のお仕事は、またおってお知らせします」

　後日、また今日きようみたいなことにかり出すかもしれないという含みを持たせた。

　ふたりについても小枝子が教えてくれたが、左の耳から右の耳へだった。もう、名前も憶おぼえてない。感じの悪さだけはよく憶えているけど！

　でも、やっぱ、あのふたりと、千尋は何らかの関係があるってことか。

　今の千尋の科白せりふは、そういう意味だったはず。

　そりゃ、いきなりだもんな、様よう子すがおかしくなったの。

　鈍感でにぶちんのマシロでも、うすうす判わかっていた。

「訊いてほしいんすか？」

　マシロは言った。

「…………」

　千尋は答えなかった。

　というより、答えられなかったというほうが正しい。

　マシロには判らなかったが、千尋自身も、自分がどうしたいのかどうしたらいいのか、判断がついていない状態にある。

　ひどく混乱している。

　だから、らしくないことを言ったりする。

「──悪かった」

「なに謝あやまってんすか？　いつもみたく文句とか言わなくていいんすか？」

　イヤミも何もない弱々しい声に、録ろく音おんしといてあとで聴きかせたらどんな反応するんだろ、とかイジワルなことを思ってしまったが、やめておく。

　ちょっと、そんな気にはなれない。

「すまない」

　また、謝った。

　まるで見てはいけないものを見てるようで、マシロはうしろめたくなる。

　マシロが何も訊きかないのは、ただ、他人に関かかわらないようにしようとしているからだった。

　けれど、今の千尋チヒロにとってはそれが、気をつかわれないことが、心をわずかだが楽にしていたのも事実。

「なんか謝らなきゃならないようなことしたんすか？　してないっしょ？」

　マシロの言葉に、千尋は、

「ああ……」

　とちいさく返しただけだった。

　それを聞いたマシロは、つい。

「べつに、自分には関係ないっすけど」

　言い訳っぽくいったつもりだった。

　なのに、

「……そうだな……関係ない……」

　ぽつりとこぼした千尋のその科白せりふが、どうしようもなく寂しそうに聞こえた。




　胸が、キュンッ、と締しめつけられた。

　気がした。




　　　　♪




　それでも日々は過ぎ去っていく。

　それでも、呼吸をして此こ処こに居る。

　忘れそうになるけど、本当のことだ。




　マシロにとってここ数日というのは、聖アンジェリカ女学院に入ってから経けい験けんしたことのない騒さわやかな毎日だった。

　これまでマシロの学校生活といえば、勉強一色だったのに、勉強の『べ』の字もない。

　今は、歌か劇げき部ぶと生徒会の手て伝つだいに忙しい。

　歌劇部の手伝いでは、マシロは持ち道具（小道具）や装置（大道具）を作ったりした。

　衣装を縫ぬったり色を塗ったりするより、セットを組んだりする力仕事のほうが得意だ。うちが格かく闘とう技ぎ道場なのは伊だ達てじゃない。

「しっかし、歌劇部は今まで、こんなことをよくふたりだけでやってたなー」

　とか思ったが、どうやらそうでもないらしかった。

「去年までは、全部をちゃんとやろうとして、でも、いろんなことがありすぎて、ふたりだけじゃ手が廻まわらなくて、全体的な質が落ちてしまっていたんです……きっと、生徒会長はそのことを指摘していたんだと思います……」

　そう、歌劇部のふたりは言っていた。

　やりたくてもやれなかったこと。

　それができる。ふたりとも充実感に溢あふれていた。

　今年ことしは、全力でやれるといいな。

　そして、もうひとつの手伝い。

　生徒会では、来らい賓ひん父兄たちの資料整せい理りをやったり、各部の活動内容を書類にまとめて生徒会長に提出したり。生徒会役員のひとたちは五月さつき祭さいの運営でやることが多すぎて、雑務にまで手が廻っていなかった。

　聖アンジェリカ女学院は歴史がある分、それだけ過去の資料や書類がどでかい図と書しよ館かんがいっぱいになるくらいある。そこに資料や書類をおさめたり、必要になったらそこから探し出してこなきゃならない。

　これは、けっこうなハードワークだった。

　マシロたちの手も借りたくなるのはよく判わかる。まさに猫の手もなんとやら。

〝華〟だけがすべてじゃない。

　けど、地味な作業の方が、マシロは自分に向いてると思った。

「そうじゃないよ？」

　と忍シノブは言ったが。

　そして、マシロの本ほん職しよくの『お手伝い』は──

　やっぱり寮りようのバイトを休まずにつづけることにした。

　放ほう課か後ごからはがっつり歌劇部と生徒会の手伝いで持っていかれてしまう。なら、放課後じゃなきゃいい。

　マシロが自由になるのは──朝だ。

　それまでよりも一時間以上早く起きて、一度、寮に行って仕事をする。といっても、あいかわらず掃除ばかりしているが。

　申し訳程度だろうけど、やらないよりは、マシだ。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。律りち儀ぎ。

　今日きようは、一足先に寮りようを出る四人を見送った。

　みんなの背中が見えなくなって、マシロが寮の中に戻ろうとすると、

「ましろん、ほんとのメイドさんみたいよっ♡」

　ムダにエロティックに浴衣ゆかたをはだけさせた、萌流メグルのように頭に真っ白い兎うさぎのような生き物チビリをのせた、アサミ子がとつぜんうしろから抱きついてきた。

「ひゃああああああっ!?」

　思わず女の子みたいな声を出してしまった。（※一応、女の子です）

　最低なことに、アサミ子がスカートの中に手を突っこんできたからだ。

　アンド！

　おしりを触られた！　いやらしいオッサンのような手つきで！

「ナイスヒップ！」

　親指を立てているアサミ子。

「さ、さ、さ、さっ、さわるなあ────ッッ!!」

　ここに、ものっそい美人のオッサンの痴ち漢かんがいますよ！

　誰だれか捕まえてください。逮捕してください。

「なにしてんすかッ!?」

「んー？　ちゃんと、ジャージとか、下になにもはいてないかなーって？」

　イタズラっぽく笑う。

　…………。

　ばっ、

　バレてた……！

　作業着という名のメイド服を着せられるときにいつもこっそり下にジャージ（短パン）をはいてたのバレてた！

　にぃ、とアサミ子が微ほほ笑えむ。

「ええっと、これはぁ～～、あの～～、その～～……」

　ひよって声がうわずってしまった。

「まあ、いいけどね～～♪」

　ふふん、と鼻歌のようにアサミ子が言った。

　なにもかも見透かされてる気がした。

　すると、

「それよりさ──」

　突然、アサミ子が訊たずねてきた。

「ましろん、だいじょぶ？」

「……？　えーと、だいじょうぶっすよ？」

　なにが大丈夫なのかよく判わからなかったが、なんとなくそう答えておいた。

　アバウトだ。

「あ、そう。ましろんがいいなら、それでいいけどね」

　つかみどころのない言い方だ。

　このひともアバウトだ。

「まあ、気をつけてくれればいいけどねー」

　はい？

　何を気をつけるって？

　しかし、アサミ子はゆるんだ表情のまま、

「アタシもう一回寝てくるー。んじゃ、あのコたちのことよろすぃくぅ。ってことでー」

　ひらひらと手を振って、さっさと奥に消えていってしまった。

「どういうこと？　あのコたちって、四人のことだよね？　つまり？」

　さっき見送った四人の寮りよう生せいのことを思い出してみる。

　あいかわらず目を合わせてくれない萌流メグルに、あいかわらず眠そうな陽向ヒナタ、あいかわらずマシロには冷たい千尋チヒロに、あいかわらず元気で、うれしそうに手を振って出ていく忍シノブ。昨日きのうも夜遅くまで、歌か劇げき部ぶの衣装作業をやっていたらしいが、そんな疲れは見えない。

　実は、ここ数日の間で一番負担があったのは、忍だ。

　言い出しっぺだから、仕方ないことではあるけど。生徒会の雑用から歌劇部の衣装作りにマシロたちとの舞ぶ台たい美術作りとなんでもやっていた。

　でも、忍は楽しそうだった。

　生徒会の資料整せい理りだって、歌劇部の大道具のクギ打ちだって、なんだって楽しそうにしてた。

　何かを〝創つくる〟ということ。みんなとの共同作業を楽しんでいた。

　ほんと不ふ思し議ぎなひとだ。その元気はどっから湧わいてくるんだろうか。

　それでも、負担は負担。

　千尋の提案で、忍と手先が器用だと判明した萌流とついでに陽向は歌劇部担当に。

　マシロと千尋は生徒会担当に、班分けをした。

　生徒会が、忍や萌流や陽向を必要とすれば流動的に対応することにもなっている。その逆もありえる。

　千尋の的てき確かくなスケジューリングなどの仕切り能力で、すべてが順じゆん調ちように進んでいった。

「ひゃー、こりゃもう、大成功だねっ！」

　とか、はじまってもいないのに忍がそんなことを言うくらいに。

　五月さつき祭さいの公演がうまくいくのか、新入部員が入るのか、そういうのはマシロには予想ができなかったが、確かく実じつにお客さんは見にくると思う。

　なにしろ、学校のアイドル的存在の忍シノブたち『薔ば薇らの団』が、歌か劇げき部ぶを手て伝つだっていることは、すでに全校生徒の知るところだからだ。

　中には、「忍さまたちが舞ぶ台たいにあがりますのよ。これは首の骨が粉砕骨折しても観劇しなくてはなりませんわ♡」なんて、勘違いをして盛り上がっているひともいるくらいだ。

　それがいいのか悪いのかは、やっぱりマシロには判わからなくて、ただ、

「本番が終わるまで、気を引ひき締しめろ」

　と忍にツッコむ千尋チヒロの科白せりふには、うなずけた。

　千尋は、あいかわらず、油断するとひとりでハイテンションになる忍をコントロールしていた。

　そうなんだ。

　千尋は、あいかわらずだった。

　何気なく忍のことを気にかけていたり、生徒会の仕事を生徒会のひとたちよりもてきぱきとこなしてみせる切れ者っぷりや、冷静な態度も。

　何ど処こもなにも、いつもの千尋のままだった。

　けれど、何処かなにか、マシロの知ってる千尋とは違っていた。

　忍に、

「チヒロのことお願ねがいね」

　と言われて、ちょっと気にしすぎているだけなのかもしれないけど。

　メガネだ。

「かけてないだろ！」

　とツッコミ返される、アレだ。

　あの日、黒塗りの高級車に乗ってやってきた高千穂タカチホグループのふたりと逢あってから、千尋のメガネ的エアネスがかげっていた。

　メガネじゃないのにメガネっぽいどころか、エアメガネじゃない。

　メガネじゃないのにメガネっぽくない千尋なんて、ただのひとだ。

　言葉数も少ないし、必要以上誰だれとも話そうとしない。

　普通にしているようで、ぜんぜんそれらは普通じゃないんだ。

　けれど、マシロは、何もできずにいた。

　今でも千尋がつかんだ右手に、あの冷たい感触が残っている。

「何も言わないでいい」と。

　だから、マシロは何も言わないし、訊きかない。

　自分には、関係ないし……。

　キュンと締しめつけられる胸。

　なんだよ。

　この、苦しいの。

　どうしようもないじゃないか。

　なにができるってゆうんだ。

　求められるどころか、拒こばまれてるのに。

　そんなことより、自分には今、やるべきことがあるはずだ。

　生徒会に、歌か劇げき部ぶに、バイトだ。

「──みんながんばろーっ！　おーっ！」

　とひとり盛り上がっていた忍シノブにつられて、マシロも気持ちを強くした。

「……ん、あれ……？　でもなんか、忘れ物をしてるような、そんなカンジが……」

　肝心なことだったはずなのに、すっぽりと抜け落ちている。

　マシロだけのこと。

　大事なこと。

　もちろん、短パンじゃない。それも大事っちゃ大事だけど。

　なんだっけ？




　その〝忘れ物〟の正体に気づいたのは、五日後のことだった。

　それもけっこー手遅れ感のある状態で。




　　　　♪




　その五日後のこと──




　それは、実力テストがはじまってすぐのことだった。

　中間と期末を入れて、聖アンジェリカ女学院中等部では、毎月一度、大小なんらかのテストが行われている。

　さすが名門、さすが有名私立。

　で、今月は実力テストがある。

　それも、五月さつき祭さい準備期間中に、ぽこんと。

「はーい、みなさーん。イベントもいいですが、勉強もがんばりましょーねー」

　なんて気の利いたサービスだろうか。

　そんなワケで、四月の後半になると、五月祭準備に追われていた生徒たちもいったん手を止めなくてはいけなくなる。

　が、マシロにしてみると、それは迷惑以外のなんでもなかった。

　これほど『ミクロな親切、巨大なお世話』ってゆうのを身にしみて感じたことはない。

　なんか、ちょっとずつ違ってるような気もするけど。そんなことはどぅでもいい。

　生徒会に歌か劇げき部ぶにバイトにとクソ多忙な今のマシロに、勉強に向ける時間なんて……、




　──ッ!?




「おああぁぁぁぁぁぁ──っ！」

「ど、ど、ど、どうかしましたか、水田ミズタさん!?」

　担当の教師が、驚おどろいて腰を抜かしそうになりながらマシロを見た。

　それもそうだ。

　マシロは、実力テストの真っ最中にいきなり大声で奇声を発したんだから。

「……え、えっとっ、すんません……っ！」

　みんなが目をまん丸にして自分に注目している状況に、マシロは顔を真まっ赤かにしながら、いそいそとテストに戻った。

　つーか！

　思い出した！

　なにか〝忘れ物〟をしてるようなあの感覚の正体！

　これだったんだ！

　うはっ。







　──ぜんぜんまったくこれっぽっちも勉強してなかったぜぃ!!







　ＰＴＡと文部科学省のひとが聞いたら、

「なんですって!?　学生の本分は、お勉強でございますですわよっ!!」

　なんてキリキリと怒られてしまいそうだ。

　が、気づいたときには、手遅れだった。

　ある意味、ゲームオーバー。

　お手上げだ。

　朝早くからバイトやってても、

「まっ、睡眠時間削ればいいや」

　とか思ってた自分──




　アバウトすぎるぞ！




　おかげで、おまえ、授業中爆ばく睡すいしてたじゃねーか！

「授業中あんなに気持ちよさそうに眠る生徒を見たのは、何十年ぶりでしょう」

　って、国語の吉田ヨシダ先生（よぼよぼ）も逆に感心してたよ？

　クラスのみんなからは、

「私のノートを見せてあげますわ！」

　って、やたらうれしそうに詰め寄られるし！

　しかも、全部、断ったしな！

　なに断ってんだよ、自分！

　断んなよぉ～～っ!!

　……というアレで。

　実力テストの結果──




「十五位……？」

　マシロは、ぼんやりと校内の一角に張り出された横長の紙をぼんやりと見上げていた。

　両目とも視力がハンパなくいい（二・〇の『Ｃ』←こういうのが定位置から数歩下がってもまだ視みえてた）ので、ほかの生徒よりもちょっと離はなれて立っていた。

「十五位……？」

　繰くり返す。

　聖アンジェリカ女学院は、伝統的に『五十位以上』の名前を掲示する。

　ほかの公立校では、

「名前を張り出すのはよくない！」

　とかなんとかＰＴＡのおばちゃまが騒さわいで、名前の公表がなくなったところもあると聞くが、この学校ではそんな話耳にしたことがない。

　ので、マシロは今、張り出された紙に自分の名前を見ていた。

「……あれー、十個ほど数字が多くないか……」

　目をこすってみた。

　眠くないぜ。

　ちゃんと視えてるぜ。

　と、黒目がちな瞳ひとみが言ってるような気がした。

「よし、ちょっと二ふた重えを一ひと重えにしてみよう」

　ぐいっと、まぶたというか、眼球を指で押してみる。

「ぐぉっ！　いてぇだけだ！」

　そして、目に映る光景も変わりゃしねぇのなんのって。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。追いつめられると、意味不明。

「やべぇぇっ！」

　まさに、バリバリにヤバイ。

　バリヤバだ。

「ヤヴェェェェっ！」

　そうだ。

　よく、思い出してみよう。

　自分は、なんだ？

　水田マシロだ。

　二年花組出席番号二十八番だ。

　聖アンジェリカ女学院唯一の特待生だ。

「はい、ココに、ちゅーもく！」




　──特待生。




「はい、きた！　きました！　んでーっ！　その特待生の条件とは？」




　──テストで常時五位以内をキープ。




　──それが成されない場合は、特待生の資格剝はく奪だつ。または、




　──退学。




「ヤヴェェッ!!」

　ナイス発音でゆってもダメだ。

　事態は好転などしない。

　だって、結果はすでに出てしまっている。

　もっかいゆうけど、バリヤバなんだ。

「五位以内て……。あ、あの自分……、じゅ、十五位なんすけど……？」

　それって、つまり。

　た、た、た、たっ、




　──退学ですかっ!?




　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。お手て伝つだい。

　これが、これこそが、マシロの聖アンジェリカ女学院入学以来の大事件だった。

　他人の心配どころの騒さわぎじゃなくなった。

　自分の退学どころの騒ぎだった。

「気をつけてくれればいいけどねー」

　そんなアサミ子の科白せりふが浮かんできた。

　もしかして、気をつけろって、このこと……!?







　水田マシロ。十三歳。中二。特待生。




　はっきり言って、




　ピンチです。







「五月さつき祭さい、どうすんの!?」











DESTINY SYNDROME - fin.
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　　　　♪




　一大事だったが、そうなってしまったものはなってしまったんだし、どうしようもない。

　でも、親切で便利で早くて安い心根のやさしい魔ま法ほう使つかいさんがやってきて、

「あなたのお時間を巻き戻して差し上げますわっ」

　と、プリティなスマイルで言ってくれないだろうか。とは思った。

　でも、くれないんだろうなー。

　魔法使いといえば、たいがいアレだもん。

　不親切で不便で気まぐれで高い代だい償しようを発生させる心根のひんまがったひとたちのイメージがある。

　昔、子供のころ読みあさっていた図と書しよ館かんの本に出てくる魔法使いさんたちは、みんなこぞって〝わるいひとたち〟だった。

　そんな風ふうにマシロの中では、本での知ち識しきが魔法使いのすべてだ。

　だって、逢あったことも見たこともない。

　いたら、紹介してほしい。

　一刻も早く。

　でも、アレね。

　来ていただけるのでありましたらば、──自分に正直すぎず、欲望に素直すぎず、ヒマをもてあましているので、たまたまそこらへんにいた不幸な女の子にちょっくらカボチャの馬車とガラスの靴を与えたあの魔ひ女とがいい。

　……という贅ぜい沢たくなことを思っているひとのところには、そういう魔女や魔法使い的ななにかしらはやってこない。

　それをマシロはよく知っている。

「ハァ、やれやれだ……」

　なんて、中学生の乙おと女めがつくため息とひとりごとじゃない。

　まるで、娘にはばい菌あつかいされ、嫁からは甲か斐い性しようなしといわれ、家に居場所がなくなった上にリストラ寸前で、しかも会社帰りの満員電車にて痴ち漢かんに間違われたサラリーマンのおっさんだ。

　しかしながら、この不幸なサラリーマンのおっさんと違って、マシロの場合、一大事になってしまったのは自業自得といってもいいくらいだ。

　生徒会に歌か劇げき部ぶにバイトと、いろんなことが重なっていたとはいえ、聖アンジェリカ女学院唯一の『特待生』としての自覚を完全に欠落させていた。

　どうして、この超名門にして由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院中等部に入学してきたんだ？「家から近かったからです」

　とか、今回の実力テストの結果を受けた担任との『特待生・水田ミズタマシロのこれから面めん談だん』のシミュレーションを頭の中でやってみる。

　休み時間中の机の上に突っ伏しながら。

　その姿は傍はた目めに、ただの返事がない屍しかばねに見えたかもしれませんが。

　一応、まだ生きております。

　死んでません。死ぬつもりもありません。

　だって、生きてたいから。

「もともと拾われたもんだしな……自分の命なんて……」

　生きてるってだけでしあわせなこともある。

　これからどうしようかな。どうなるのかな。

　現状は、特待生だからいろんな面で資金の援助が学校側からある。

　今着てるマシロにはかわいらしすぎる制服も無料で支給されたけど、本当は、目から火を噴ふきそうなくらい高価だ。超有名デザイナーの手によるものだという。

　愛用しているやたら着き心ごこ地ちのいい体たい操そう服ふくも三本ラインのスポーツ用品会社とそのデザイナーによるコラボレーション。

　ほかにも学校生活に必要なありとあらゆるモノが支給されている。

　特待生じゃなくなったら、これらすべてにセレブリティな金銭が発生してしまうんだ。

　……一般庶民に、そんなお金あるわけがない。

　なんとかなるのかな。

　なんとかしなきゃな。

　家族に負担をかけたくない。

　だから、特待生制度のある聖アンジェリカ女学院に入ったんだから。

　自分がこんな状態だったら、ずっとずっと遠いところにいってしまったあのヒトたちもきっと哀かなしむだろう。

　しっかりしなきゃ。

　ぼんやりとつぶやいて、マシロは窓の外を見た。

　空はよく透すんでいて、風が緑をそっとゆらしていた。

　綺き麗れいだな。

　この景色けしきとも、もしかすると今日きようで、お別れかもしれないなぁ……。

　なんて……。

　てか、ここに入学してもう一年たつのか。

　小学生のときは、一年がもっと長く感じたような気がするけど、なんかあっという間だったな。

　この学校に入ってから、一日がとても長く感じていたはずなのに。

　どうしてかな。

　過ぎてみると、一いつ瞬しゆんのことみたい。

　最近は、やたらといそがしくて、やたらとさわがしかったし。

　けどまあ、そのせいで……。

「………………」

　違うか。

　やな感じだ。自分は。

　今、〝誰だれかのせい〟にしようとした。

　何かのせいにしようとした。

　自分は悪くないとでも言うみたいに。

　だから、嫌いなんだ自分なんて。

　どうしようもない、やつだ。

　呼吸ができてるってだけで、しあわせなんだから。

「そうだね……」

　ため息はこぼさないようにして、うつぶせのままあごを机につけて真まっ直すぐに向いた。

　休み時間ということもあって、クラスメイトたちが仲の良い子たちで固まって、楽しそうにおしゃべりをしている。

　最近クラスメイトたちのマシロに対する接しかたが激げき変へんしたが、いつもならマシロはこの時間、教科書やノートを開いて予習や復習をしているか、直前の授業で出された宿題をさっさと片づけようとしているか。

　だからなのかなんなのか、休み時間中にマシロに話しかけてくる生徒もいなかったし、今マシロの危き機きについて気づいている子ももちろんいなかった。生徒たちは、『特待生』のことを知らないんだ。

　そもそもマシロはこの一年、クラスメイトのおしゃべりに加わったことなどない。そんなこと意い識しきしたこともない。てか、おそらく、クラスメイトのフルネームをひとりも知らない。名前と顔も一致しないひともいるくらいだ。

　そんな『ないない』づくしのマシロの中学生活。

「…………このままいくと、終わりそうなんだけどな……」

　ははは、と自じ嘲ちよう気味に笑ってみる。

　さっき、実力テストの順位がはり出されているのを見たときは、自分のアバウトな性格を呪のろったが、

「まあ、なんとかなるんじゃないかな……なんとかしないとってゆう……」

　性格ゆえの切り替えの早さもある。

　マシロは今、いろんなモノを抱えている。

　生徒会のことや、歌か劇げき部ぶのことや、バイトのことや、いろんなこと。

　そのどれも中途半端にしたくない、投げ出したくないと思っている。

　結果的に成せい績せきを落とすことになって、『特待生』の危き機き的てき状況を生んでしまったけど、それでもまだ、中途半端も投げ出すこともしたくなかった。

　どうしようか。

　どうすればいいんだろ。

　とりあえず、そうだね。

　ぼんやり、頭の中に浮かんだ顔たち。

　話してみるか。







　自分の中に抱えていることをほかの誰だれかに話すこと、話そうとすること。

　それはマシロにとって、これまでは考えられなかったことだった。

　心を許しているはずの家族にさえも、自分の望みや悩みや考えをあまり打ち明けたことすらなかったんだから。

　マシロの中で、少しずつ何かが変化していっている。







　……。

　…………。

　………………。

　休み時間。マシロが教室で窓の外を目つめてぼんやりしていたそのとき。

「姐あねさんっ！　たいへんですっ！」

　両サイドに結った髪に緑のリボンをした三角シルエットのカマキリみたいな少女が、興こう奮ふんした様よう子すで唾つばをまきちらす。

「タイヘンですよ！　姐さん！」

　そのとなりの、まんまる体型で流れ落ちてくる汗を必死にハンカチで食い止めようとする少女は、おなじく興奮した様子で食い止められなかった汗をまきちらす。

「ちょっ、ちょっと！　あなたたちムダに体液を飛ばさないでちょうだい。というか、誰が『姐さん』ですか！」

　巻きすぎのクロワッサンを頭にデコレートしたような髪型の少女は、迷惑そうに言う。

「まったくもう、どうしたんですの？」

　クロワッサンこと、この三人組のリーダー格、東堂院トウドウイン歩味アユミがまんまるに訊きいた。

「はい、タイヘンなんです」

　まんまるは、うんうんとうなずくというか、うなる。

「だから、何が大変なんですの？」

「私は知らないので、こっちに訊きいてください」

　まんまるは、となりのカマキリを指さす。

「って、あなた知らないで騒さわいでいたんですの!?」

「いいえ」

「なんで自信満々な顔してらっしゃるのよ！　知らないって言ったじゃない」

「言ってません」

「どんな噓うそですか！　まったく、もういいわ。それで、何が大変なんですの？」

　まんまるの相手に疲れて、東堂院トウドウインはカマキリに視し線せんを移した。

「そうなんです！　聞いてください、歩味アユミさん！　私のクラスの〝男子〟が、い、いえ、あの──水田ミズタさんがピンチなんです！」

「あ、あのずんぐりむっくりの水田マシロ……っ、さんが!?」

　大おお袈げ裟さに驚おどろく東堂院。

　が、この三人組、実は数日前に、件くだんの水田マシロを体育倉庫に閉じこめるという暴ぼう挙きよに出ていた。

　理由は、忍シノブたち『薔ば薇らの団』に憧あこがれるあまり、いきなり現れて急接近したマシロに、ちょっとイタズラをしようとしたためだ。

　が、

　マシロは忍たちに救われ、三人組は自分たちがやったことがイタズラじゃすまなくなっていたことを知った。

　マシロが体育倉庫で風か邪ぜをこじらせて、倒れてしまったからだ。

　そのときは改心したように思えたが──

　三人組、というより東堂院歩味の中で、マシロに対する嫉しつ妬とにも似た感情がくすぶっていた。

「どういうことですの!?」

　東堂院が訊く。

「はいっ、水田さんは、『特待生』ですよね。それがこの前の実力テストで成せい績せきを落としてしまったんですよっ！」

「それがどういう……ハッ！」

　言いかけて、東堂院はベタに思い出した。

　カマキリが報道部の情報力を生かして、特待生について教えてくれていた。

「そうなんです！　特待生の条件は、テストで常時五位以内の成績を収めなくてはならないんですよ！」

「それで、ずんぐりむっくりの水田ミズタマシロさんの今回の成せい績せきは……!?」

「じゅっ、十五番です!!」

　鼻息も荒くカマキリが声をひっくり返しながら言った。

「じ、じ、じ、じ、じ、じうご!?　じゃあ、駄だ目めじゃないの！」

　条件よりも十位も下回っている成績を耳にして、東堂院トウドウインは、目を丸くした。

「どうしましょう、歩味アユミさん！」

「どうしましょう、歩味さん！」

　カマキリと、今やっと〝タイヘン〟な理由を知ったまんまるが、東堂院に意見を求める。

「どうしましょうですって？　…………フフフフフフッフフフッフフっ」

　としかし東堂院は、不敵な笑えみを浮かべた。

「あ、歩味さん……？」

　不安そうにカマキリが東堂院の表情をうかがう。

「これは、きっと神さまがお与えになってくださった〝チャンス〟ですわ！」

　東堂院は、瞳ひとみをらんらんと輝かがやかす。




　──チャンスぅ？




　カマキリとまんまるが首をかしげシンクロした。

「そうでしょう。だって、あのずんぐりむっくりの水田マシロさんが特待生ではなくなるかもしれませんですのよ？　ということは、一般の生徒、いえ、それ以下になってしまうでしょう。そうすれば、何の価値もなくなったずんぐりむっくりを気にすることもなく、忍シノブお姉ねえさまたちにいつもどおり、今まで通りの学院生活を安心して送っていただけますわ」

　東堂院が言う。

「で、でも、あの水田マシロさんですよ？　いまや、薔ば薇らの団の一員ともいってもいい、そんな水田さんが……」

「だからです！」

　東堂院がカマキリをさえぎった。

「やはりわたくしは思いますの。あの水田マシロさん、いや、水田マシロというずんぐりむっくりは、忍お姉さまたちの傍そばにいること自体おかしいのです！」

「ですが、歩味さんっ。忍お姉さまは、水田さんのことを『仲間』だとおっしゃっていましたよ？」

「仲間といっても、特待生ではなくなった水田マシロに何の価値もありませんわ。きっとそうなんですわよ！」

　言って、おほほほほほほっ、とひとり盛り上がる東堂院。

　東堂院トウドウインは、判わからないままだった。

　自分たち超一流の家柄の生徒たちでも近づくことのできない絶対領域的存在アイドルの忍シノブたちの周囲を、こともあろうに一般庶民の水田ミズタマシロがうろちょろしている。そして、それが何な故ぜ許されているのか、忍たちが拒否していないのかは、マシロが『特待生』だからだと思っていた。

　本当はそんな理由ではないのに、中途半端に上流家庭（大富豪ではない）に生まれてしまった東堂院歩味アユミにとって、価値観ステータスこそがすべてだった。

　大富豪の娘に生まれた生徒たちが、不自由のない裕福な環かん境きように育ってきたのにくらべ、競きよう争そうの毎日をおくってきた。

　実は、東堂院歩味の感覚は、お嬢じよう様さまよりも一般的な感覚に近かった。

　嫉しつ妬ともする。

　あの──水田マシロに。

　特待生だから、価値があるんだ。きっとそうだ。だったら、そうではなくなってしまえば、水田マシロに価値などなくなる。ただのずんぐりむっくりになる。

　そうすれば、忍たちは見向きもしなくなるだろう。

「おほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほっ、十五位ですって……！」

　マシロを体たい育いく館かんに閉じこめた一件以来しおしおになっていた東堂院の魂に火がついた。

「ほら、ごらんなさい。神さまは見てらっしゃいましたのよ！　これは水田マシロを忍お姉ねえさまがたから引ひき離はなすチャンスなのですわ！」

「歩味さん！」

　カマキリが悲鳴のような声を上げる。

「なんですの？　心配はいりませんわよ。何しろ、わたくしたちには神さまが味方してくれているのですから」

「歩味さん！」

　まんまるも声を上げる。

「だから、なんですの？　まったく。ひとがこう盛り上がっているときに」

「チャイム鳴ってます！」

　カマキリが言う。

「次の授業はじまってます！」

「は、早くそれをおっしゃい!!」

　東堂院が勝手に盛り上がっている間に、とっくに次の授業の開始を知らせるチャイムが鳴っていた。

「教室に戻りますわよ！」

　はしたないと思いつつもばたばたとスカートの裾すそを跳ねさせながら、三人はそれぞれの教室に戻っていく。

「ふふふふふっ、見てらっしゃい！　わたくしの逆ぎやく襲しゆうが今、はじまってしまいましたのよ！」

　ちいさくガッツポーズしながら、東堂院トウドウインは、ほくそ笑えんだ。

　いよいよはじまる三人組の逆襲。

　ただ、お知らせしなくてはならないことがあった。




　──三人組の出番は、これで終わりだった。




　　　　♪




「ま、ま、ま、ま、ま、ま、ま、ま、ま、ま、まっ、まぎゃ────っ!!」

　びっくりしすぎて、いろいろこんがらがっていた。

　こんな奇声を発するのは、やはりマシロが知るかぎりでひとりしかいないワケで。

　本当なら奇声じゃなく、

「ましろんが退学!?」

　と言いたかったんだろうその人物は、もちろん跡見アトミ忍シノブ。

「まあ、退学になりそうってゆうか……」

「ぎゃうす！」

　もう、なにが言いたいのか判わからない。

　ただでさえくりっくりのぱっちりお目めが、飛び出さんばかりに開かれている。

　しかし、多少奇き妙みよう奇き天て烈れつなリアクションだが、忍がぶったまげるのも無理はない。

　マシロの中では、特待生の条件が満たせなかったことで迎えてしまった退学の危き機き（特待生じゃなくなると金銭的な問題が発生するので、結果的に自主退学せざるを得ない）も、アバウトに切り替え済みだが、忍やほかのメンバーたちにとってはもちろん初耳だ。

　今さっき。昼休みに部室を訊たずねたマシロは、千尋チヒロだけがいない寮生メンバーたちに向かって、

「あの。自分、ちょっと〝退学になる〟かもしれないんで、生徒会とか歌か劇げき部ぶとかの手て伝つだいのことについて軽く相そう談だんがあるんですけど、お時間なんてありますでしょうか。ないですか、そうですか。じゃあ、また今度……」

　的なことを言いかけたが、『退学になる』の部分に瞬しゆん間かん的てきに反応した忍の冒頭の奇声に後半がかき消されてしまった。

『退学』なんて単語をこの由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院で聞くことになるとは夢にも思っていなかっただろう。

　めずらしく起きている陽向ヒナタはうっすらと、マシロに対してそっけない萌流メグルすら、驚おどろいた表情で視し線せんをマシロに釘くぎづけにしていた。

「で。相談なんすけど」

　ひとしきり忍シノブがびっくりし終えると、それまでのリアクションなんぞなかったかのように、マシロは話を戻そうとした。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。こんなときでもいたってマイペース。

「ましろん！　ダメ、早まっちゃだめ！」

　忍が、がしっとマシロの両手をにぎる。

「なにを？」

　マシロが訊きく。

「とにかく、だめー！」

　忍は、ぶんぶんと首を振った。

「だから、なにを？」

「死んじゃだめー！」

「はぁ？」

「いくらおうちが借金苦だったからって、ささくれだってイジケちゃって、『屢ル死シ不フ壊エ琉ル』って暴ぼう走そう族ぞくさんのナナハンのキーが差しっぱだったからって、盗んだバイクで走り出したら三十秒後にポリスメンに捕まっちゃって、それで学校に通報されて退学になったとしても、──死んじゃダメだよ、ワテが許しまへんえ!!」

　何ど処この古都のひとだ。

　あいかわらず、忍のニホン語はおかしい。

　てか、

「なんの話っすか……？」

「とぼける気だね、あたいをだまそうなんて片腹イタイのなんのって！」

　もう、なんなんだ。

　話と言語と科白せりふがとっちらかってゴミ屋や敷しきみたいになってる。

「困ってるならいくらでも言って！　相そう談だんに乗るから！」

　かわいそうな子を見る目で、心配そうにマシロを見つめる忍。

　お願ねがいだから、そんな目で見ないで。

「だから、相談しにきたんすよ」

　マシロは言う。

「相談って、なに？」

　としかし、いちいち訊き返してくる忍。

「だーかーらー……！」

　付き合いきれず、マシロは、いっそこのひとだけ無視しようかと思ったが。

「──騒さわがしいな」

　ドアを開け、部へ室やの中に千尋チヒロが入ってきていた。

　ぱたんとドアを閉めると、四人の様よう子すを目にしてほかには特に何も言うことはなく、ソファに腰をかけた。

「のんきかよぅ！」

　ばたばたと忍シノブが詰め寄る。

「オマエに言われたくないな」

　妙ないいがかりに千尋チヒロは軽く対応した。

　こうしていると、いつもと変わらない千尋のように見える。

　クールな態度も、忍のあしらい方も。

　あのとき、高千穂タカチホという名前の客がきたときの深刻な表情がまるで噓うそみたいに。

　でも。

　なんか、違ってるんだ。

　それがなんだか判わからないけど。

　こういうの知ってる気がするのに。

「のんきにのんきって言ってなにがわるいのさ！　たいへんなんだよっ！」

「〝大変〟なのはオマエの頭だろう」

　しれっとひどいことを言う。

　でも、自分も否定はしないっす。

「そうじゃないよ！　わたしじゃなくて、ま・し・ろ・んーっ！」

「……？」

　やっと千尋と目が合う。

　マシロは、「どうも、自分っす」と、ぺこっと頭を下げた。けれど、

「何にしろ、オレには関係ないだろ」

　千尋はそう言ってすぐにマシロから視し線せんを外してしまった。

「チヒロっ！」

　めずらしく声を荒げて、忍が怒っていた。

　あまりにもそっけない千尋に、さらに目の前に顔を寄せていく。

　それを陽向ヒナタはぼんやりと、萌流メグルははらはらと見守る。

「カンケイあるよ！　だって、ましろんが〝退学〟なんだよ!!」

「……本当か？」

　話の全容は見えてないようだが、千尋がつっ立っているマシロを見る。

「まあ、その、恐きよう縮しゆくです」

　マシロは、ぽりぽりと寝グセ頭をかいた。

「ましろん、盗んだバイクで走り出したら、尾行していたサツにご用されちまったって！　だから、退学になっちゃうんだよぉ!!」

　忍シノブが説明を加える。

　……いや。それひとつもあってないから。

「それだけの犯罪なら十分だろう、退学には」
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　千尋チヒロは冷静に言った。マシロのことには興きよう味みがない風ふうな口ぶりで。もちろんマシロが盗んだバイクで走り出したとも思ってない。

　免許持ってないしね。……え？　そういうことじゃなくて？

　それよりも、

「それよりも……、近すぎるんだよ。シノブ」

　千尋が迷惑そうに顔をしかめる。

　何事かといえば、忍が千尋の膝ひざの上に座って顔を近づけている。

　ちょっと見かたを変えたら、ラヴラヴの美少女カップルにも見えなくもない。

　実際は、ラヴラヴでも美少女でもカップルでもなく男同士だし、忍が興こう奮ふんしすぎて距きよ離り感かんがつかめてないだけだ。にしても、たいがいだ。人間、ほどほどにしておく必要がある。

「邪じや魔まだ、どけ」

　ぐいっと千尋が神経質に片手で忍の顔をおおって、押しのけようとする。

「邪魔じゃないよ！　ひとの話を聞きなよ！」

　どう見ても邪魔だ。

　そして、ひとの話を聞いてないのは、忍シノブもだろう。

　マシロは、一向に話が進まないので、自分で切り出すことにした。

　普ふ段だんなら、このままほっておくのがマシロスタイルだが、今回は自分のことではあるけれど、それで他人に迷惑がかかりそうなことでもある。

　自分が退学で抜けてしまったら、生徒会や歌か劇げき部ぶのひとにも迷惑がかかるかもしれない。

「あの、お取り込み中のトコ悪いんすけど──」

　そう言って、マシロは、現在の状況について説明をはじめた。

　もともとマシロは、ここにこれからのことを相そう談だんしにきたんだから。







「…………」

　マシロが話を終えると、みんな押おし黙だまってしまった。

　千尋チヒロは『特待生』の制度について知ち識しきはあったようだが、ほかのみんなはやはり知らなかった。しかも生徒会や歌劇部やバイトなどと寮りよう生せいたちにも関係がないことではない事情が原因にある。

　忍はどうしようかと考えているようで、陽向ヒナタは一いつ生しよう懸けん命めい眠気と格かく闘とうして最後までちゃんと話を聞いていたし、萌流メグルはうつむいてしまっている。

　千尋も黙ったままだ。

　それは意外なことでもあって、けど、やっぱりちょっとなんか感じが違うとも思えた。

　マシロが自分のことで成せい績せきを落として、退学の危き機きにあることに、〝イヤミ〟のひとつでも言ってくるかと思った。

　そのほうが〝らしい〟のに。

　千尋は、何も言わない。

　そして、やっと口を開いたかと思ったら、

「オレには関係ない」

　と一言だった。

「関係なくないっていってるでしょ!!」

　それにすぐに忍が反はん論ろんした。

　ただ、

「だから、近いんだよ。顔がっ」

　また近すぎだった。千尋が手で忍の顔を遠ざける。

　それにも負けず、千尋の手に逆らいながら忍は言った。

「関係なくないでしょ！　マシロは、わたしたちの〝仲間〟なんだよ……っ！」

　どきん、と胸が鳴った。

　マシロは、くすぐったいような恥ずかしいような感覚がわき上がってくるのを感じた。

　このひと、よく躊ちゆう躇ちよなく言えるな、そんな科白せりふ……。

「知るか。むしろオレはオレのことで精一杯なんだ」

　千尋チヒロは言って、自分の視界から忍シノブを強引にどけた。

「それに、オマエのわがままに付き合っているのは、オレも同じだろう」

　もっともな言い分だった。

「生徒会のことも歌か劇げき部ぶのことも使用人の仕事のことも、そいつが自分で決めたことなんじゃないのか？　だったら、そいつが歌劇部や生徒会や使用人のことを途中で投げ出そうと、オレには関係ないだろう」

　そのとおりだと思った。

　マシロには、忍と違って反はん論ろんする余地がない。

　自業自得。身から出たサビってヤツ。

　自分で決めたこと。

　と思っているマシロ本人ではなく、忍が何な故ぜかがんばっているこの不ふ思し議ぎ。

「でもでも！　それでも、助け合っていくのが仲間だってば！」

「オレは仲間だなんて思ってない。そう何度も言っている」

「冷たい！　チヒロって、真冬のお風ふ呂ろ場ばのタイルみたいだよ！」

　うーん。判わかりやすいような判りにくいようなたとえだ。

　ようするに、ひどく冷たいってことなんだろう。

「ママは、ひとを想おもえないようなそんな子に育ててしまいましたか!?」

　むくれながら忍が言う。

「誰だれがママだ。オマエに育ててもらった憶おぼえもない」

　千尋は表情を変えず、

「オレを育ててくれたのは──」

　と言いかけたが、急にその声は途と切ぎれた。

　そして、一いつ瞬しゆん、表情に哀かなしい色が浮かんだ。そんな気がした。

　けれど、すぐに千尋は、

「文句を言うならそこの使用人か、生徒会のやつらにでも言え」

　そう言うとソファの背もたれに身をあずけながら、マシロたちから視し線せんを外した。

　その横顔は、何かを思い出している。そんな風ふうだった。

　哀しい色の想い出なんだろうか。それは。

　と、

「そうだよ！　チヒロっ！　それそれっ！」

　いきなり忍がひらめいたような声を上げた。

「生徒会って、生徒の会ってゆうくらいだからきっと、生徒のこと、つまりましろんのこともなんとかしてくれるんじゃないっ!?」

　忍シノブが嬉き々きとして言うから一いつ瞬しゆん、なにいってんだ。って気になってしまうけど、実際はそうでもなかったりする。的は射ている。

　めずらしいこともあるもんだ。

　生徒の自主性が重んじられている聖アンジェリカ女学院では、生徒に関することのほとんどを自分たちで仕切っている。その中心が生徒会。

　もしかして、本当になんとかなるかもしれない。教師に相そう談だんするよりも手っ取り早く。

　しかし、

「そんな都合のいいことがあるか」

　千尋チヒロは、吐き捨てるようにつぶやいた。




　でも、

　あったんだ。

　そんな都合のいいこと。




　　　　♪




「そうですね。特待生の条件を満たせない場合は〝退学〟もあります」

　いつもの外向的な笑えみを浮かべた──生徒会長、南青山ミナミアオヤマ小サ枝エ子コが言った。

　や、やっぱり退学なんのか……！

　あったんじゃないの、都合のいいこと!?

　切り替えができていたつもりだったマシロも改めて口に出して言われた『退学』の二文字が、ずしーん、ごわしーん、ぎょしーん、じょぉわしーんとその他もろもろの効果音を経て、のしかかってきた。

　が、話はまだ終わりじゃない。

「──けれども。何も今すぐに学院を出て行けなどというワケではないですわよ」

　にっこりと小枝子が微ほほ笑えむ。

　その傍かたわらには、ぽえぽえとしたなごむオーラを垂れ流している副会長の八十島ヤソシマ藤子トウコがぽえぽえとたたずんでいる。

「よかったですねっ！」

　藤子が、ふわっと力の抜けた調ちよう子しで言った。

「もちろん、ただ時間をやりすごしているだけでは、ダメよ」

　藤子トウコとは真逆の凜りんとした声で小サ枝エ子コは、なごみモードを修正する。

「それってどういうこと？」

　そう訊きいたのはマシロではなくて、忍シノブだった。

　昼休みの部室から弾丸のようなスピードで、マシロを小こ脇わきに抱えて生徒会室までやってきたのも忍だ。

　マシロのことなのに、マシロよりも一いつ生しよう懸けん命めいになっている。

　それは生徒会や歌か劇げき部ぶのこともそうだった。忍は他人のことを自分のことのように思って行動ができるなかなか希け有うな存在だ。

　マシロは、自分のことなんかでそんなに一生懸命になってくれなくてもいいのに。とか思ってしまう。が、しかし──

「聖アンジェリカ女学院中等部校則第八章第二十四条の『特待生』の条件不達成の場合における項目其その三を適用させますと、この場合、『追試』を受けるという方法があります。さすがに、一度成せい績せきを落としたというくらいで退学にするほど、聖アンジェリカは非情ではありませんよ。救済措置がちゃんと用意されています。もちろん、先の実力テスト以上の、それこそ、特待生規定以上の成績が求められます。それでも、水田ミズタさんが追試を受けたいとおっしゃるなら、申しん請せい書しよを提出していただいて……」

「ええっ、追試を受けるだけでいいの!?　責めなくてだいじょうぶ!?」

「そうですね。受けか責めかでいったら、受けでしょうね」

　なんの会話だ。コレ。ワケ判わからん。

　てか、すごいのは会長だ。

　忍のワケ判らんちんなやりとりについていってる……！

　さすが、聖アンジェリカ女学院中等部の生徒会長になるような器の持ち主。

　底知れないとゆうか、なかなか真意が見えてこない。心のどっかになにか得体えたいの知れないモノを隠している気がするんだけど……気がするだけだったらいい……。

　というやりとりとマシロが思考をめぐらせている間も、ひとつだけおかしな点があった。

　もうずっと、部室を出てから今現在もマシロは、




　──小脇に抱えられっぱなしだ。




　ツッコんでくれよ。誰だれか。

　会長さんも、副会長さんも、ツッコんでよ。

　プリーズ・ツッコ・ミー。

　いくら会長さんっつっても、器でかすぎだよ。おかしいでしょこれー。

　もしかして、このひとたちなら、いつもの忍シノブのテンションも受け入れちゃいそうだけど。

　つーか。降ろしてくれ。

　いつ、降ろしてくれんのかと思ってまってたら、ぜんぜん降ろしてくれる気配けはいがないから、結果的に受け身になちゃって……。

　──ハッ!?

　も、もしかして……！

　今さっき、ふたりが口にしていた『受け』『責め』っていうのは、このこと暗あん喩ゆしていたんじゃないの!?

　ふたりとも本当は心の中で、

「いつまで小こ脇わきに抱えられてんの？　ププププ、ちょーウケるんですけどー」

　みたいな!?

　でも、もう判わかった。

　さっきの科白せりふからすると、自分は、







　──受けだっっ!!







　謎なぞが解けたぜ！

　ふふふふー。

　判ったから、もう降ろしてくれぃ。

　降ろしてくれ……くれないんですけど。

　あれー？

　なんか、間違ったか？

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。いろいろいっぱい間違った。

「追試を戦やって殺やればイイんだねっ！」

　何な故ぜか忍がキラキラした瞳ひとみで張り切っている。

「はい。戦やって殺やっていただいて、特待生規定以上の成せい績せきを残していただく必要がありますけれど。水田さんならきっと大丈夫ですわ」

　何ど処こにそんな根拠があるのか。けど、小サ枝エ子コは自信のある笑え顔がおを見せた。

　それにマシロ（受け）は（小脇に抱えられながら）、ハハハ…、と愛想笑いで答えた。

　大丈夫と言ってくれるのはありがたいけれども、小枝子の笑顔にはなにか裏があるんじゃないかとうたぐってしまって、素直に受け止められない。受けなのに。

　マシロが間違いに気づかないままでいるその間も、

「オッケー、バシっといってみよう！」

「では、本日を申しん請せい日びとする場合、一週間後の今日きよう、追試を行うということになりますが。よろしいですか？」

「異い議ぎナッシンっ！」

「判わかりました。こちらもそのように手続きを取って、学校側にも伝えておきます。ご健けん闘とうを祈ります」

　忍シノブと小サ枝エ子コだけで会話が成立して、追試の日程まで決まってしまった。

「え？　あ？　で──」

　気づいたときにはもう、いろいろ遅かった。

「じゃ、よろしくね！　サエちゃん、フジコちゃんっ」

　シュタ、っとマシロを抱えてないほうの手を軽く振ると、忍はいきおいよく生徒会室を飛び出していく。

「って、おーいーっ！　勝手に決めんなぁ……………………～～～ぁ」

　マシロの声が生徒会室から遠ざかっていく。

　そして、あっという間に聞こえなくなった。

　生徒会室には、小枝子と藤子トウコのふたりだけになった。

「ふふふ、『サエちゃん』『フジコちゃん』だって。わたしの名前、フジコじゃなくて、トウコで、ＡアルキメデスでもＦフレミングでもないんだけどなー」

　とは言ってもなんだか、うれしそうに藤子は目を細めた。

「そうね。それに、とてもにぎやかだったわ」

　小枝子は、藤子のいれたお茶を運ぶ。

「さえちゃん、なんだかうれしそう」

　藤子は小枝子のとなりにイスを置くとそれに腰をかけた。

「そうかしら？　でも、そうかもしれないわね。あの忍さまだもの」

　小枝子は、口もとをゆるめ、マシロたちの前では見せることのなかった本当の笑えみをこぼした。ゆるやかに。

「もちろん、もうひとり──水田ミズタさんにも期待しているのよ、私は。すごくね。だから、彼女には居なくなってもらっては困るわ。あの絶対領域的存在の忍さまたちが、自分たちから興きよう味みを持って接するコなんて、今まで在いなかったのだから」




　　　　♪




「──というアレで、第八〇一回涼橋スズハシ寮りよう主催『チキチキ！　ましろん勉強会！』を開催したいと思いますっ！」

　放ほう課か後ご。部室に集まったマシロと寮りよう生せいたちの前で、腰に片手を当てた忍シノブが壁かべに貼はられた墨ぼく汁じゆうで書き殴った横断幕を指さしながら高らかに宣言した。

「ましろんの追試を無事成功させるために、みんなで『ましろんのお勉強を見てあげよう』って魂胆丸出しな会なんだよっ。これさえ乗り越えちゃえば、あとは五月さつき祭さいッ！　みんな、全力で戦やって殺やれだよ!?」

　とは言っても。

　誰だれがマシロの勉強を見るのか？

　萌流メグルは成せい績せきは良いがいかんせんマシロよりも学年が下だ。

　メンバー唯一の同級生、陽向ヒナタは、マシロよりも成績が上位だったことはない。これからもきっとない。

　特待生のマシロは、今回以外は常に上位五名の中に入っているほどの成績優ゆう秀しゆう者しやだ。

　そんなマシロの勉強を見ることができるとしたら、上級生のふたり──忍と千尋チヒロだけ。

　が、しかし。

　毎度のことで、もうアレだけれども。

　教える教えない以前に、忍は──問題外だった。

「この問題はね、まずじーっと見てみるんだ。しばらくそうしてると文字列がぷっかりと浮かび上がってくるでしょ、そしたら、左脳で文字たちが決けつ闘とうをはじめて、あとは、右脳が勝ち残った文字をたたえてくれるんだ。ソレが答えだよって！　ね？　簡かん単たんでしょ？」

　………。

　………ちょっ！　それだけっ!?

　ぜんぜん簡単じゃねーよ。

　どんなイカレタ脳開発トレーニングをやったらそんなことになるんだっつーの。

　てか、それで成績が上位ってゆうアナタがシンジラレナイヨ！　ビツクリダヨ！

　つか、人間業じゃねーな、ソレ。たぶん。

　そんなワケで。

　ニホン語と漢字は苦手っぽいが、ほかのテストは、ひらめきときらめきでなんとかしてしまう規格外ニユータイプの忍は当てにならず、よって、残ったのは──

「チヒロ、こないだの実力テスト、一番だったよね？」

「い、一番!?」

　何気ない忍の科白せりふに、さすがのマシロもびっくらぶっこいた。

　ソファに座ってさっきから我関せずの千尋は、生徒会からの資料に目を通していた。

「ああ、そうだが。それがどうかしたのか」

　と、無愛想に言う。

　ちなみに一番が千尋、同点で一番だったのが小サ枝エ子コ、三番が藤子トウコだった。

　す、すげーな。

　そりゃ、ほかの生徒から羨せん望ぼうのまなざしで見られてもおかしくない。ただ、みんなおかしいくらいにきゃーきゃーゆってるけど。あと、四人が近づいただけで、気絶するやつとかいるしな。おかしいな、それは。

　でも、一位というのは、やっぱりすごい。特待生のマシロだけど、一番なんて順位になったことがない。いつも二、三、四番目くらいだった。

　今まで、なにげなく勉強していたし、それが当たり前のようになっていたから考えもしなかったが、特待生の『常時学年五位以内』というのは、実はかなりの難なん関かんだったんじゃないだろうか。

　この学校において『特待生』がめずらしい存在になっていて、現在、マシロだけが唯一になっている理由はこれだった。

　なるほど。案外がんばってたんだな、自分。

　はじめて自分で自分をほめてあげたくなった。

　でも、やっぱほめてあげない。だって、今回は十五番で追試を受けることになってしまったからです！

　アナタ授業寝るテスト惨敗退学危き機き追試アルよ。

　なんで片かた言ことだよ。ちくしょー。

　しかも、追試ではいつも以上の成せい績せきが必要になる、それこそ一位を取るくらいの。

　くはーっ。

「──じゃあ、チヒロお願ねがいするね」

　忍シノブが言った。

「なんのことだ？」

　としかし、千尋チヒロが返す。

「だ・か・らっ！　涼橋スズハシ寮りようプレゼンツ第七九三回『チキチキ！　ましろん勉強会をプロデュース！』だよぉ！」

　さっきとタイトルが違う気がする。回数も減ってるし。

　てか、ダメだったら、なんかバツゲームとかあるんすかね。ケツバットとかタイキックとか。

　あ、バツゲームは退学か。こりゃ、うっかり。

「なーっつってな……」

　自じ虐ぎやくギャグに自分でへこみつつ、マシロは、

「べつにいっすよ。勉強みてもらわなくても、自分のことは自分でやるんで」

　そう言った。でも、

「遠えん慮りよしなくていいよ、ましろん。わたしたちは仲間なんだから助け合うのが当然でしょ！」

　忍がマシロの両肩をぽんぽんとたたいた。




　──ここは安心してまかせるがよかと。




　的な、何な故ぜか方言をふくんだオリジナルスマイルで。

　安心してまかせられんから自分でやるっつってんだ。

　というワケでもないが、遠えん慮りよをしたつもりもない。マシロはずっとひとりで勉強していたので、誰だれかといっしょに勉強するというのもあまり想像できなくて、しかも、あの来らい賓ひんのふたりがきてから千尋チヒロの様よう子すがずっと、微妙に違っていることもなんとなく気にしていた。

　他人には極力関かかわらないようにしているマシロだからこそ、誰よりも他人の変化には敏感だった。

　他人を意い識しきしないようにすることはつまり、他人をより意識することにもなる。たとえばそれは、嫌われないようにすること、好かれないようにすること、自分という存在を意識されないようにすること、いろいろある。

〝独り〟を望みながら、〝独り〟になることを怖いと思っているみたいにマシロの中で、いろんな感情がさまざまに絡み合っている。矛む盾じゆんしながら。

　アバウトな性格によって、それらに答えを求められることはなく、かつ、これらのことはマシロのアバウトさに反映されているとも言える。逆に。

　しかし、千尋の様子に気がついていたのは、マシロだけじゃなかった。

「それにさ、この間からチヒロも元気がないみたいだったから、ぱーっとやろうよ！」

　忍シノブだ。

　にっこりと笑っている。

　でも、ぱーっとって……勉強会じゃなかったのか。

　千尋は、少しだけ表情を変え驚おどろいたように忍に見入る。

「誰が元気がないだって？」

　視し線せんは、鋭するどくなって忍に突き刺さる。

「オレは落ちこんでなんかいないぞ」

　千尋は、低くうなる。

　あれ？　とマシロは気づいた。

　忍は『元気がない』とは言ったが、『落ちこんでいる』とは言ってない。

　もしかして……このひと、落ちこんでんの？

　そうか。どうりで、違和感があったはずだ。

「じゃあそれでいいや。元気があって落ちこんでもいないんだったら、ましろんの勉強みてあげられるよねっ！」

　忍が簡かん単たんに言うと、

「当然だろう。…………あ」

　千尋チヒロは、しまった、という顔をした。

　そして、忍シノブが、ぺろりと舌を出したのが一いつ瞬しゆん見えた。

　出で逢あって一、二週間のマシロと違って、忍は千尋ともっと長い時間をいっしょに過ごしてきた。

　千尋のことを忍はよく判わかっている。

　だからこそ、微妙な変化にも気づいていた。

　マシロは、忍のことをすっとぼけた不ふ思し議ぎなひとだとばかり思ってたが、それだけでもなさそうだ。

「よーし、じゃあ寮りように帰ってさっそく、勉強会デス！」

　忍がはりきって、さっそく部へ屋やを出ていこうとする。

　が、

「オマエ、五月さつき祭さいの準備──歌か劇げき部ぶの打ち合わせがあるんじゃないのか？　衣装の最終チェックだろう」

　千尋が言った。

　ハッとなる忍。

　テンションが上がっていてすっかり忘れてたみたいだ。

「ああっ！　ダメじゃん！」

　そりゃそうだろう。

　やっぱ、すっとぼけたひとだ。このひと……。




　このあと、歌劇部のふたりが（緊きん張ちようしながら）やってきて、忍と萌流メグルといっしょに衣装のチェックに向かった。

　あっちも順じゆん調ちようみたいだし、なら、自分もやることをやんなきゃな。




　　　　♪




　カリカリと、ノートにえんぴつを走らせる音が静かに鳴っていた。

　マシロは今、数学の問題集の中から千尋が指定した問題を解いているところだった。

「判らないところがあったら、訊きけ」

　と言って、千尋は、マシロが陣取った机から離はなれて、ソファでノートパソコンに向かっている。

　マシロはあのあと、自分だけ手て伝つだい（主に生徒会の仕事）をしないのはイヤだったから、しっかりとこなして寮に帰ってきた。

　いつもなら、バイトのためみんなよりも一足先に寮りように帰るマシロだが、今日きようは『勉強会』のために、学校から寮までみんなといっしょだった。

　そして、今、マシロは千尋チヒロの部へ屋やにいる。

　なんだかんだで、何な故ぜか、千尋と──ふたりっきりだ。

「………………」

　マシロはみっつめの設問で引っかかって、一呼吸置こうと問題集とノートから目を離はなした。

　視し線せんの先、ソファに座る千尋がいる。

　制服を脱いで、聖アンジェリカ女学院中等部の生徒じゃない、男の子の千尋だ。

　この姿のほうが本当なのに、見なれてないなんておかしな話だ。

　むしろ、マシロのほうが、寮にいるのにアサミ子の用意するメイド服とかじゃなくて、制服のままなのも不ふ思し議ぎなかんじ。だからかどうかは判わからないが、部屋に入ってきたとき妙にそわそわして落ち着かなかった。
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　てか、みんなで『勉強会』なんじゃなかったっけ？

　なのに、なんで──ふたりっきりなんだよ。

「先にはじめといて、今ちょっとひらめいたことあったから、歌か劇げき部ぶの衣装をもうちょっとだけやってくるから！」

　と、まず、言い出しっぺの忍シノブがいなくなり、陽向ヒナタは時計とけいに目をやっていたかと思うといつの間にかひらひらといなくなっていた。

　あげく、萌流メグルはお茶を運んできたかと思ったら。

「ごめん。アサちゃんにつかまっちゃって……」

　なんでも、アサミ子が、

「スイーツが食べたくなった」

　とか言い出したらしい。

　この時間にやっているおいしいスイーツ屋さんがないから、「作れ」と。

　素直にしたがう萌流は、お茶に、スイーツ作りまでいけるらしい。

　すごいなー、と思う前に、なんだかマシロは萌流がかわいそうに思えてきた。

　お茶もスイーツも、もしかして、自分からできるようになったんじゃなくて、アサミ子に要求されているうちにできるようになったんじゃ……。

　ありえるが、でも、今のマシロがしなくちゃならないのは、萌流を不ふ憫びんに思うことじゃなくて、追試のための勉強だ。

　みんながんばっている。

　歌劇部のひともそうだ。

　マシロや忍たちを巻きこむことになって、とにかく申し訳なさそうにしていた。こと、聖アンジェリカのアイドルの忍たちに自分たちの雑用のようなことまでやらせるのには、特に。

　でも、忍シノブは「気にしちゃダメ！　今はわたしたち運命共同体みたいなものだからさ」と、やさしく声をかけた。

　うれしさのあまり、薔ば薇らの団のファンだった歌か劇げき部ぶふたりは号ごう泣きゆうしていたが、それを機きに、自分たちが今やらなきゃいけないことに完全に集中できるようになった。

　自分たちの部の消滅の危機に、それはもう、決死の思いで。

　マシロがちょっとだけ見せてもらった──そんなふたりが公演する作品は、とにかく、楽しげだった。

　以前のように悲壮感はただよってない。

　マシロは素直に、「たくさんのひとが観みてくれるといいな」と、願ねがった。

　そして、自分も今、やらなきゃならないことをがんばろう。

　勉強をはじめてしばらく。そわそわと落ち着かないかんじは、だいぶなくなった。

　落ち着かなかった理由のひとつが、千尋チヒロの部へ屋やが何ど処こかのモデルルームやお店のディスプレイのような生活感のない仕様になっていたせい。

　隠しごといっさいなしの生活感丸出しの水田ミズタ家けで暮らしているマシロには、ちょっとなれないカンジだった。

　部屋の雰囲気は、千尋の几き帳ちよう面めんな性格がよく表れているように思えたけど、それだけでもないような……？

　まるで、当たりさわりのないよう、誰だれが見ても好き嫌いも何も思わないようにワザとしているみたいに思えた。

「どうした？」

　ふとパソコンから目を離はなした千尋が、さっきから手を止めたままのマシロに気がついた。

「あ、えっと……ちょっと、つまって」

　マシロが言うと、

「だから、判わからないところがあったら訊きけと言っただろう」

　千尋がノートパソコンを傍かたわらに置くと、立ち上がって近づいてきた。

「この問題か？」

　マシロが座る（もともとは千尋の）イスの背もたれに手を置いて、マシロの頭越しに千尋が問題集をのぞきこむ。

　千尋の横顔が息のかかる距きよ離りにあった。

　ふわっと髪の毛が揺れて、やわらかな空気がマシロの耳たぶをくすぐった。

「…………っ！」

　おぅ。びびった。

「ここは、この数式を使って──…………」

　と言って、マシロの動揺に気づかないで千尋が問題の解きかたを説明しはじめた。

　それは、マシロが居眠りしていた授業分を短い時間でカバーできるほど判わかりやすかった。

「ほわー。なるほどねー」

　マシロは魔ま法ほうでも見ているかのように、すらすらと問題が解けるようになったことに感心してしまった。

「当然だろう。オレは三年で、オマエは二年だぞ？」

　千尋チヒロはそう言ったが。マシロには、学校の授業の五十分よりも、千尋に教えてもらった数分のほうが効率がいいような気がした。

　そして、

「とりあえず、今日きようはここまでにするか」

　マシロが指定された分を全問終えると、千尋が終了の合図として、ポンと手を打った。

「くはぁー……っ！　しんどかった！」

　イスの上でマシロは背もたれに寄りかかかりながら、思いっきり身体からだを反らせ伸びをする。

　そこで、逆さまになった世界でマシロが見たのは、

「────ぬぁーッ！」

　びっくりして、イスから転げ落ちそうになった。

　マシロの目に映っていたのは、逆さまだったが時刻ははっきりとそれとわかるデジタル時計どけいが刻む時間だった。

「なんだ!?　いきなり大声を出すな！」

　千尋チヒロが何事かと目を白黒させる。

「やばっ！　うちに連絡しとくの忘れた────!!」

　かなり夜遅い時間だ。

　マシロはこんな時間まで家になんの連絡もしなかったことはなかった。

　学校を出るときに電話しようと思ってたのに！

　バイトをしていることを知らせてあるとはいえ、あまりにも遅い時間。

「本当か!?　なら、とりあえずすぐに電話しろ」

　千尋もまさか、マシロが家族になにも言わずに、こんな時間までこの寮りようにいたとは思ってなかった。

　不可抗力だが、普ふ段だんは美少女でも本当は〝男〟の千尋とふたりっきりの状態で。

「で、電話──っ!!　…………って、何ど処こにあるんすかね？」

　急に我に返った。

　この寮で、電話らしきモノを目にした覚えがない。

「携ケ帯ー電タ話イでいいだろ？」

　マシロに、冷静に返す千尋。

「ケータイ持ってないっす！」

　としかし、マシロ。

「なっ、おまえ、ケータイも持ってないのか？」

「持ってないっす！」

「イマドキの学生がケータイも持ってないなんて……」

　あきれた風に千尋が言う。

「だって、家と学校を往復するだけで、必要ないっすもん！」

　べつに友達と電話したりメールしたりするワケでもない。

　とゆうか、そんな友達もいないし。必要だとも思わない。

　だから、ケータイもいらなかった。

「それでも、家と学校を往復するだけでも、心配性の親ならいてもたってもいられない状況だろう」

「そうっすかねー？　じゃあ、そっちの親は、心配性だったんすか？」

　何気なく返した。

　すると、

「…………まあ、どうだろうな……」

　一いつ瞬しゆん、間があって千尋がそう答えた。

　なんか、訊きいちゃいけないことを訊いてしまったんだろうか。

　千尋チヒロの様よう子すがおかしくなったあの日の哀かなしい色が目に浮かんでいる。

「フー。それより、親が心配性であってもなくても、それ以前に、オレは〝男〟で、オマエは一応、〝女〟だろ」

　言いながら千尋が、ソファのところに置いてあった自分のケータイをマシロに放った。

「使えよ」

　女の子あつかいされたのが、妙にくすぐったいけどマシロはそれを素直に受け取った。

「あ、ありがとっ。──ございます」

　が、マシロは、じーっとケータイを見つめたまま、電話をかけようとしない。

「どうした？」

　見かねた千尋が訊きいた。

「これ、どうやって使うんすか……？」

　マシロは、使い方を知らなかった。

　だって、ケータイを持ったことがないんだもん。

「ったく、しょうがないやつだな、おまえは」

　あきれた風に千尋は肩をすくめた。







　このあと家に帰ったマシロは、こっぴどく家族に怒られ、ケータイを持たせられることも決定した。

「格かく闘とう技ぎ道場の子供だからっていっても、やっぱり女の子なんだからアブナイ！」

　と。

　マシロは自分が案外家族に心配されていたことを、あらためて思い知った。

　なので、自分が『退学』の危き機きにあることは言い出しづらくなってしまい、

「五月さつき祭さいの準備に問題がたくさんあって、イヤー困っちゃった困っちゃった……！」

　とか、ごまかしてしまった。

　心配させたくなかったが、なんだか、ちょっぴり噓うそをついたような罪悪感が残った。

　五月祭の準備で問題が出たのは、噓ではなかったんだけど。




　こうして、めまいがするような事件の連続の中、マシロの追試に向けた千尋との勉強の一週間がはじまった。




　　　　♪




　この数日。

　マシロは、朝、涼橋スズハシ寮りように行って仕事とメイド服をこなしアサミ子にセクハラされ、昼間は眠気と戦いながら二ふた重えを一ひと重えにするような目つぶしをおのれでおのれにかまし、夕方は生徒会（資料整せい理りなど）と歌か劇げき部ぶ（小道具作りなど）の手て伝つだいを終えてから、寮でアサミ子にセクハラをされつつ、千尋チヒロに勉強をみてもらうという日々をすごしていた。

　身体からだも心もかなりヘタってきているが、充実感に似たモノもマシロは心の中に感じていた。

　ここ数日の話でいえば。

　家族に持たされたマシロにとってちょっと気恥ずかしいピンクのかわいらしいケータイのメールアドレスを、うっかり忍シノブとアサミ子に教えてしまい（自分では判わからなかったのでケータイごと見せた）、やたらとメールが届くようになった。

　けれど、電話帳機き能のうを利用しないで手帳に記した電話番号を直接入力するおじーちゃんおばーちゃん並にケータイの使い方がぜんぜん判ってないマシロは、ボタン連打でメールを読むことはできてもメールは打てないので、いっさいの返信はしてない。できてない。

　それに対して、「使い方おぼえなよー」とふたりからツッコまれたが、マシロが今憶おぼえなきゃならないのは、追試のための数式や英単語のほう。

　悪いけど、やっぱ、今はそっちのが大事だ。

　これを乗り越えなきゃ、歌劇部のことも生徒会のこともバイトのことも学校も、全部途中で投げ出さなきゃならなくなってしまう。

　そんなのはイヤだ。イヤに決まってる。

　ぜったい、乗り越えるよ。

　というワケで、勉強しなきゃ。追試はもう目の前に迫っている。

　カリカリ、カリカリ、と連日とおなじようにマシロがシャーペンを走らせる音が聞こえる。

　今日きようは、寮生全員が千尋の部へ屋やに集まっていたが、まず陽向ヒナタがふらりと部屋を出ていってしまった。

　これは、いつものことだ。最初のうちは部屋にいるが、ある時間になるといなくなってしまう。

　ほかのメンバーはその理由をなんとなく知っているっぽいんだけど、マシロは特にそれを訊きこうとは思わなかった。

　あいかわらず、他人のことに自分からは干渉しないようにしているマシロだった。

　次に、千尋の部屋に、

「ましろーん。やってるぅ？」

　なんだか上じよう機き嫌げんの、いや、このひとはいつもそうだ──アサミ子が訊たずねてきた。

「まあ、おかげさまで」

　マシロは問題を解いている途中で、アサミ子に後ろから抱きつかれ、ほっぺをすりすりされた。

「ったく、ましろんたら気をつけなさいっていったじゃーん」

「あ……。やっぱりそれって、そういうことだったんすか？」

「さあねー。ましろんがそう思うんならそういうことにしておくわ」

　って、どっちなんだよ。

　ほんと、つかみどころのないひとだ。

　ものすごくオトナっぽいのにひどく子供っぽい不ふ思し議ぎな声と表情。

「ぐふふー」

　アサミ子が笑えみを広げる。ほっぺをさらにすりすりしながら。

　マシロの脳裏に、メイド服やらのコスチュームを持ったアサミ子が浮かんできた。

「な、なんすか。今、バイトの時間じゃないっすよね!?　だから、べつにこっぱずかしいやつを着なくても……」

「着たかったらきてもいいけど？」

「遠えん慮りよします！」

「ふふふふふふー」

　とご機き嫌げんな笑みで、マシロに腕を絡ませる。

　なんか、背中にものすごいやわい弾力が。

　男じゃないけど、ちょっと恥ずかしくなってしまう。

「ふふふふふふふふー。ましろんもやわらかーい」

「ちょ、ちょっと!?」

　アサミ子がマシロのほっぺをむにゅむにゅする。

「弾はじけるわ！　これが若さね！　やわやわー♡」

　こんなやりとりをしていると、何な故ぜか、ほかの男子が顔をうっすら赤くした。

「てゆーか、吞のんでんすか!?」

「吞んでるわよー。コーラをッッ！」

「コーラ!?」

「そう！　イイオンナはコーラで泥酔できるのよっ！」

　そんなの聞いたことないぞ。おい。

「じゃあ憶おぼえときなさい、ましろん！　コーラで泥酔イイオンナ！　さんハイっ！」

　こーらででーすいいいおんな。

　……それってほんとにコーラなの？

　へんな〇×とか入ってるんじゃなくて？

　アサミ子は、指で物足りなくなったら直接マシロのほっぺに自分の頰ほおをくっつけ、さんざんすりすりした。そしてそれで満足したのか、今度は、

「めぐぅ♡」

「ひゃっ！」

　ターゲットを萌流メグルに変えた。

　萌流の頭の上には、寮りようにいるときはおなじみになっているチビリがのっかっていた。

「めぐぅ、おねえさまといいことしましょー♡」

「って！　アサちゃん、またボクになんかやらせる気でしょ!?」

「いやいやいやいやいやいやいやー」

　とか言いながらも、アサミ子は萌流のえり首に真っ白で綺き麗れいな花きや車しやな手をやって、さっさと部へ屋やから連れ出そうとしている。

　萌流は、

「ほんとにさあ、まったくさあ……」

　ため息をつきながらも抵抗しようとせず（抵抗してもムダなことを知っている）、おっきな黄こ金がね色いろの瞳ひとみをぱたぱたとしばたたかせるだけで、おとなしくされるがままだ。

　仔こ猫ねこが母猫に首をくわえられるみたく。

「そんじゃ、がんばってねーっ！　ファイト、ましろん！　なんかあったら、この美人オネーサマにゆうのよ！　カボチャの馬車持ってかけつけるわよ～～っ。なんなら、ガラスのシューズもつけちゃう」

　魔ま法ほうのデリバリーサービスをしてくれるらしいけど、どうせ面めん倒どうくさいことになるだろうから、そんなときがきたら丁てい寧ねいにお断りしよう。

　それは、望んだとおりの魔法使いだったけど。

　やっぱ、いらないや。

　自分は、なんとかデレラってかんじでもないしね。

　意地悪な継まま母ははも姉妹もいない。

　いるのはやさしい兄弟とちょっときびしいじーちゃんと、今はもうここからずっと遠いところへいってしまったあのひとたちだけ。

　どうしてるかな。

　なんて。

　……ちょっと、センチメンタルしちゃった。

　というワケで、萌流もいなくなった。〝偉い人じん〟さんに連れていかれてしまった。

　で。

　早々にふたりが退場して、残ったのは、マシロと忍シノブと千尋チヒロの三人。

　好きこそものの上じよう手ずなれとかなんとか言うが、夢中になって忍は手て縫ぬいで歌か劇げき部ぶの衣装を縫い上げていた。

　ミシンを使えばいいのに、

「細かいところは手縫いがいいの！　何な故ぜなら手縫いには愛があるからなんだよっ！」

　とか、判わかるような判らないようなことを言っていたな、たしか。

　千尋チヒロは会長に言われたワケでもないが、生徒会の資料をノートパソコンでまとめる作業をやっている。

　マシロたちがかり出されるほど生徒会には資料などの紙のデータが多い。

　全部、パソコンで処理できれば早いが、生徒会にはそれをやれるほどパソコンの知ち識しきがある人間がいなかった。

　学校でも一応、パソコンを使った情報処理のカリキュラムがあるが、残念なことにあまり役立ってない……。

　それで千尋が、すばやく資料の照らし合わせをしたり、統計が取れるようにと簡かん単たんなプログラムなどを組んで、パソコンにデータを打ちこんでいるところだ。

　ケータイを活用できないくらいのマシロには、かなりすごいことをやっているように思えたが、

「こういうプログラミングは、本当なら、シノブのほうが得意なはずなんだがな」

　千尋は、歌劇部の衣装に目一杯のめりこんでこっちの様よう子すに気づかない忍シノブを横目で見た。

　いつものメガネじゃないのにメガネっぽいカンジで。

　そう。

　ここ何日かで、千尋の雰囲気が前に戻りつつあった。

　自分の中で何か解決したのか、それとも時間がたっているからなのか、マシロには判らなかった。

　何ど処こか哀かなしそうな表情もあまり気にならない。

　エアネスがメガネを取り戻したんだ。

　それがマシロ自身や忍たち寮りよう生せいのもたらしたことだとは気づきもしないで。

　だからなのかなんなのか、

「だったら、最初からメガネかけてりゃいいんだ」

　とか、マシロはなにか間違った解釈をした。

　結局、なんだったんだろうな。アレって。

　哀しい色をしていた。

　……まあ、いいや。

　関係ないもんな、自分には。

　マシロは自分がもうどっぷり、寮ここのひとたちに関係してしまっていることにも、まだ気づいてなかった。

　──いや。

　うっすらなんとなくは気づいていたが、無む意い識しき的てきに今はまだ、気づかないフリをしていた。

　マシロがそれに、〝気づいている〟と気づくのは、もうすこし先の話になる。

　今は、とりあえず、目の前の〝山〟を乗り切らなくちゃならなかった。

　追試に、生徒会と歌か劇げき部ぶの手て伝つだいと、バイト。

　けれど、マシロはかなりハードな生活にもなれはじめている。

　最初のころよりも要領もつかめて、やること自体も減ってきている。今日きようも、これまでよりも少し早めに終わった。

　でもまだまだ歌劇部の舞ぶ台たい美術作りもあるし、生徒会の仕事も次から次へと増えるし、いろいろとたいへんだけど、これはこれで、

「ちょっと……ほんと、ちょっとだけなんだけどさ……たのしいかな？　……なんて」

　そんな風に思っていた。

　今まで、学校のイベントとかにこんなにしっかり参加したことがなかったから、必要とされたこともない。追試を受けるような自分が役に立っているかは置いておいて。

　マシロは、こうして放ほう課か後ご、誰だれかといっしょに勉強したりすることも経けい験けんしてなかった。

　だから、大変な状況にいるのに、『たのしいかも』なんて感情も生まれた。

　これはかなり大きなマシロの中の変化だけれど、本人にしてみれば、妙に気恥ずかしかったりもするなれない感情だった。

「──あーれー？」

　突然、忍シノブがすっとんきょうな声を出した。

　しかし、妙だ。

　マシロと千尋チヒロを交互に見て、うすら笑いを浮かべている。

「……？」

　何事だろうかと、マシロは顔を上げて、そっちに向く。

「おかしーなー。なんだか布がたりなくなっちっちったったー」

　棒読みの科白せりふのような言いかただ。

「布なら、そこらへんにおまえが自分の部へ屋やから持ちこんだモノが売るほどあるだろう」

　様よう子すのおかしい忍に、千尋がうさんくさそうな視し線せんを向けた。

　その冷たくて鋭するどい視線が、実にメガネじゃないけどメガネっぽい。エアネスを感じる。

　事実、千尋の部屋には、忍が業者のひとかと思うほどの布をロールで持ちこんでいた。

　衣装もほぼできあがっているから、もういらないんじゃとは思うが。

「でもー、必要だからー」

　またも棒読み科白で、思いっきり目をそらしながら忍は言った。

　そして、そろりそろりと、カニみたく横歩きになって、

「わたし、取ってくるね！　布を！　いや、むしろ、染めに入るかもしれないから、当分帰ってこないかもぉ？」

　何な故ぜかにやにやしながら、忍は部屋を出ていこうとする。

「べつに当分じゃなくても、一生帰ってこなくていいぞ」

　としかし本気かと思うくらい千尋チヒロの表情は、冷静かつ冷淡だった。

　今一いつ瞬しゆん、メガネが見えた。ような気がした。

　まるで、メガネのブリッジを指でくいっとする仕し草ぐさが！

　きた！

　──模エ倣アメガネ!!

「それでは拙せつ者しや、ちょいとどろんさせていただきますんで！」

　と忍シノブは、どっかのおっさんみたいな科白せりふで、ニンジャが『ドロン』するときのポーズで部屋を出ていってしまった。

　やっぱニンジャ好きなのかな。バイト初日にもニンジャの格好で天てん井じようから降ってきたし。

「……なんだ……？」

　マシロは、忍の意図がまったく見えてなかった。

「……ただのアホだろう」

　千尋にはそう見えたらしい。

　間違っちゃないと思う。

　そんなワケでして。

　また、マシロと千尋は、




　──ふたりっきりになってしまった。




　　　　♪




　黙もく々もくと勉強を進めるマシロ。

　淡々と作業をしている千尋。

　部へ屋やには、えんぴつのカリカリとパソコンのキーボードのカタカタだけが鳴っている。

　カリカリが止まった。

「あの──」

　マシロが千尋に声をかける。

「ん？　判わからないところか？」

　パソコンを置いて、千尋が立ち上がる。

「あ、いや。終わったんすけど」

「そうか。早いな」

　マシロのななめうしろからノートをのぞきこむ千尋は、目でノートに書かれた問題の答えを追っていく。

　アレ？

　めずらしく、うっすらと千尋チヒロが口もとに笑えみを浮かべていた。

「よしよし。全部、合ってるじゃないか」

　そして、ぽんっとマシロの頭に手をやった。

　家族が、難むずかしい問題を解いた子供をほめるみたく。

「この調ちよう子しなら、追試も何とかなるな」

「ども……」

　それだけのことだったんだけれど、なんだかちょっと照れくさい。

　誰だれかにほめられるなんて、なれてない。きっと、なれることもない。

　なにしろ、ほめられるシチュエーションってのがなかなかないんだから。

「……そうだな、とりあえず、休きゆう憩けいするか」

　部へ屋やのデジタル時計どけいに目をやりながら、千尋が言った。

「そうっすね」

　といいつつマシロも時計に目をやる。

　今日きようは学校での作業が早めに終わったから、以前みたく悲鳴を上げるような遅い時間じゃない。

「萌流メグルがいれば、お茶でもいれてもらえるんだが」

「なら、自分がいれてきますけど？」

　マシロは、よいしょとイスから立ち上がる。

「あ、そうだ。小腹もすいたし、ついでになんか作ってきますよ」

　マシロがそう言うと、

「おまえが？　何か作れるのか……？」

　千尋はちょっと驚おどろいたような顔をした。

「こったもんは作れないっすけどね。うち格かく闘とう技ぎ道場だから、その門下生のひとたちとかとご飯作ったりするときあるんすよ」

「というか、おまえのうちは格闘技道場なのか？」

「あれ？　言ってなかったっすか？　こう見えても体力には自信があるんすよ」

　ぶんぶんと腕を振ってみせる。

「そんなことは訊きいていない」

「そうっすか。じゃあ、まあ、そういうことなんでなんか作ってきます」

　マシロは千尋が驚いている間に返事も聞かず、さくっと部屋を出た。







　この寮りようは超大豪邸な上に、方ほう向こう音おん痴ちのマシロ（地図を逆さにしたりします）はいまだにその全体地図マツプがはっきりと頭に入っていなかったが、掃除をしているときに給仕室を見つけていた。

　はじめはキッチンかと思っていたが、どうやら違って、萌流メグルがアサミ子に言われてお茶を入れたり何かを作ったりするときに使っているところみたいだ。

　給仕室とはいえ、そこはお城のような豪邸の一角。

　はっきりいって、悲しいかなマシロのうちの台所よりも広くて立派だ。

　業務用の冷れい蔵ぞう庫こには、ぎっしりと食材も詰まっていた。（掃除中に小腹が空すいたので、こっそり中をのぞいた。見たこともないハムがおいてあった。おいしかった）

「そういや、あのひとに連れていかれたままだったな、あのコ」

　もしかすると、勉強をはじめてすぐにアサミ子に連れ去られてしまった萌流メグルがなにかを作っているかもしれない。

　と、思ったが、

「あれ、いないや」

　給仕室に萌流の姿はなかった。

　でも、ほんのりとさっきまで人がいた気配けはいというか温ぬくもりが残っていた。

　そして、萌流の代わりに、

「うくっ？」

　かわいらしい鳴き声がして、シンクの脇わきにあったお菓子やらが置かれた台からふわふわとした白い生き物──チビリが出てきた。

「チビリ、なにしてんの？」

　のぞきこむと、ポテチ（コンソメ味）の袋が開いている。

　チビリは、つまみ食いをしていたらしい。

「そっか、おまえもお腹なかすいたんだな」

　マシロが近寄ろうとすると、チビリがぴょんと跳ねてマシロの胸に飛びこんできた。

　と思ったら、

「って──」

　受け止めようと差し出したマシロの手を踏み台のようにして、チビリはさらに跳ちよう躍やくした。

　ちょこん。とマシロの頭の上にのっかった。

「…………おまえ、そこが好きなんだな」

　チビリはいつも萌流の頭の上にいる。

「ま、いいか」

　マシロは特に気にするでもなく、

「じゃあ、ちょっと、失礼して……」

　冷蔵庫や棚をごそごそとあさりはじめた。

「えーっと、とりあえず、これとこれとこれと……うわっ、なにコレ、すごくない？」

　とかなんとか、あからさまに高級そうな食材を手にきゃあきゃあいいながら、適当に材料をチョイスした。

　次に、底の深い鍋なべに水を張り、火にかける。

「うぉーっ。火力すごっ！　びびった！」

　家庭用コンロの比じゃない。たぶん、このガス台も業務用だろう。

　そんな風に、ひとりできゃっきゃっきゃっきゃと騒さわいでると、

「──めぐ？」

　背後で声がした。

「ん？」

　マシロが振り向くと、そこに、男の子バージョンの陽向ヒナタが立っていた。

　だからこっちが本当なんだけど、やっぱり違和感がある。

　しかも。

　なんかいつもと雰囲気も違う。

「あれ、めぐじゃないし。チビリのっけてるから、勘違いしちゃったじゃん」

　口く調ちようも違う。

　科白せりふが長い。

「チビリが、めぐとあのひと以外の頭にのってるなんて、めずらしいね。じゃあ、ここにいるのは今、あんただけ？」

　まあ、『あんた』だって。男っぽい。

「めぐは？」

　そう訊きくその目は、いつもの眠そうなのと違って、ぱっちりお目めをしている。

「さあ、いないみたいだけど……？」

　マシロは小首をかしげた。

　うーん？

　今、目の前にいる陽向はたしかに陽向なんだけど、まるで〝別人〟のように思えた。

　もしかして、眠くないとこんなかんじなのかな？

「また、あのひとのトコか……。じゃあ、いいや」

　そのまま行こうとする陽向。

「あのっ、ちょっと──」

　思わずマシロは呼び止めた。

「なに？」

　面めん倒どうくさそうに陽向が振り返る。

「あの、えっと、その……」

　呼び止めておいてなんだが、マシロは自分がなんで呼び止めたのか、判わかってなかった。

　思わず。とっさにってやつで。

「えーっと……」

「だから、なんだよ」

「いやー、そのー、〝本人〟だよ、ね？」

　言ってみて、なに言ってんだろう自分。と思った。

　しかし、それで陽向ヒナタには通じた。

「はははっ。あんたもそれか」

　も？

「そう、陽向だよ。でも、それは──あんたの目に映っているモノだけが真実だとするなら。ってことだけどね」

「……はい？」

　まったくもって、チンプンのカンプンだった。

「ま、判わからないなら判らないでいいよ。説明する気もないしね。メンドーくさいじゃん」

　陽向は、そう言って小こ馬ば鹿かにするような笑えみを浮かべて、さくさくと給仕室の中に入ってきた。

　そして、さっきまでチビリがもぐりこんでいたお菓子の中から、うまい棒を何種類か取ると、

「んじゃね、お手伝いさんっ」

　ひらひらと手を振って、行ってしまった。

「………………」

　マシロはあっけにとられて、今度は呼び止めたりできなかった。

　何がなんだか判らん。

　どうなってんだ。

　やっぱ、違うひとだったのかな。

　だから、気を悪くして、あんな判らんちんなこと言ったのかも。

　としたら、今度、逢あったら謝あやまらなくちゃだ。

　…………。

　でも、陽向だった……。

　うまい棒だったし。

「まあ、いいや」

　もともと、陽向は不ふ思し議ぎなかんじのコだった。

　今さら、ちょっとくらい変わっててもそう驚おどろくことじゃないだろう。

　と、マシロは納得した。

　アバウト！

　そんなころ、うくっ、とチビリが啼ないて、ちょうど鍋なべのお湯が沸いた。




　　　　♪




「ちょっと、作りすぎちった」

　マシロは膝ひざにチビリを抱えながら、自分で自分の頭を、ぺしっと小突いた。

　なんなら、「てへっ♡」と、はにかむイキオイだ。

「……おまえの『ちょっと』がどれくらいの測量結果に基づいているかは知らないが、これはちょっとどころの騒さわぎじゃないぞ……」

　千尋チヒロが目の前の光景に圧倒されていた。

　千尋の部へ屋やの、ソファとソファを挟むテーブルに、お茶二つと山のような──スパゲッティナポリタンが混こん盛もりと隆起していた。

　赤あか富ふ士じのような、オレンジに色づいた麵めんの一本一本が、たがいに絡み合いながらそびえ立っている。

「いや、あの……うちでご飯作ったりするとき、道場の門下生のひとたちがたくさんいるんで、多めに作るんすけど。そういや自分、少量で作ったことなくて。じゃあ、寮りようのひとたちの分も作ろうかなって思ったら──」

「こうなったと……。にしても、五、六人分でもないな……。十人分くらいあるだろ……これは」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。料理はアバウト。というより、大おお雑ざつ把ぱ。

「まあ、少ないよりはいいかなって？」

「多ければいいってものでもないがな」

　しかも、寮生やアサミ子の分まで作ったのに、そのひとたちの姿が見つけられず、結果、六人分（約十人分）のナポリタンが、ででんとたったふたりの前にひときわ雄大にそびえ立ってしまっていた。

　千尋は、あらためてナポリタンという名の霊れい峰ほうに目を向ける。

「……むしろ、これは食べられるのか？　見たことがないぞ、こんなパスタ料理……」

　めっちゃオレンジの化学ケミカルな色をしたナポリタンを疑心暗鬼に見つめている。

「ぱすた？　ナポリタンですけど？」

　としかし、きょとんとしたマシロが言う。

　水田マシロ。十三歳。中二。スパゲッティといったらナポリタン。

「パスタじゃないのか？」

「いや、だから、スパゲッティナポリタンっすけど？」

　水田マシロ。十三歳。中二。パスタとスパゲッティが同じモノだと知らない子。

「ナポリタン？　何がどうナポリ風ふうなんだ……？」

　鳴海ナルミ千尋。十四歳。中三。本場のパスタを知っている。

「風ふう？　ナポリタンは、ナポリタンすけど？」

「だから、何ど処こらへんにナポリが絡んでいるんだ？」

「はい？　もしかして、『ナポリタン』食べたことないんすか？」

「初耳の初見だ。こんな得体えたいの知れない料理」

　はっきりと千尋チヒロは言った。

　そり立つナポリ山タンの混沌カオスっぷりに驚きよう愕がくの表情で見入っている。

　この山から、タルタロスやニュクスやエレボスが飛び出してくるのを警けい戒かいするような雰囲気すら漂わせて。

「マ・ジ・で？　おいしいっすよ？　あ、いや、自分が料理上じよう手ずとかそういうワケじゃなくて、誰だれが作ってもそれなりにおいしいってゆう？」

　マシロはそう言うが、千尋はぜんぜん尻しりごみしている。

　ナポリタンを食べたことがないひとがいるなんて……。

　マシロ的には信じられないことだ。

　その目は山にこもっていた仙人を見るよう。

　マシロはナポリタンが伊イ太タ利リ亜アから世界に発信された一般的なゲッティだと思っていた。

　実は、我が国の、下町のホテルのレストランの、おっさんが生み出したメニューだとも知らずに。

　一般庶民のマシロが知っていて、育ちのいい千尋が知らないのも無理はない。

「うーん。じゃあ、もったいないし、自分ひとりで食べます」

　マシロは、未開の山地を開くパイオニアスピリッツでナポリタンに、にょちゃっとフォークを突き刺した。

　じょぱっと山の頂上付近から、自分の分を小皿に盛った。

「チビリも食べる？」

　膝ひざの上の白いまるまるふわふわした生き物に訊きくと、うくぅ、と啼ないた。

　チビリの分も小皿に取る。チビリは、マシロの膝からテーブルの上に跳ねて、ナポリタンにかぶりついた。

　マシロも、ちゅるちゅるとナポリタンを口に運ぶ。

　んーん。けっこーいけるなー。てか──チョーうまくない!?　ヤッバイ。

　一人ひとり分には、ちょっと多いけど。

　今までで一番うまくできたかもー。

　くふふぅ。

　高級そうな材料ばっかだったしなー。

　てか、なに、このベーコン…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ありえないくらい、ウマッ！

　出で逢あったことのない食材に感動しているマシロの様よう子すをじっとうかがっていた千尋チヒロが、訊きいた。

「うまいのか……？」

「ん？　もぐもぐもぐもぐ、それなりにー、もぐもぐもぐもぐ」（コレ、それなりぢゃねー！）

　ほんとはめっちゃうまい。ぐいぐい食が進む。

　チビリもちっちゃい口の周りを真まっ赤かにしながら、おいしそうに食べている。

　千尋はマシロの様子から、ナポリタンが食べられるものだと判わかったのか、

「せっかくだ……オレももらおうか……少し」

　気恥ずかしそうに千尋は、視し線せんをそらしながら言う。

　マシロは、そんなことは気にもとめず、

「あ、そうっすか。じゃあ──」

　と言って、自分の皿に盛ったナポリタンをフォークに絡めると、

「はい、どーぞ」

　と千尋の口もとに持っていった。

「──なっ!?」

「あーん？」

「ば、バカ野郎！」

　千尋の頰ほおが一いつ瞬しゆんで真っ赤に染まった。

「え？　もっと、欲しかったっすか？　少しって言ったから……」

　マシロはそれを怒っているのかと思って、フォークを引いた。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。実は、とてもこっぱずかしいことをやりました。

「ば、バカっ！　そういう意味じゃない！」

「そんなに何回もバカバカ言わないでくれません？　追試でへこんでるのに……」

「あ、悪かった……」

「いいっすよ、もう。んじゃ、とりあえず、小皿に分けますね」

　千尋の分も、もちゃっとナポリタンを小皿に盛った。

「どぞ。お口に合うかどうか判んないっすけど」（でも、うまいんだなー、コレ）

　前置きをいれつつ、千尋の前に皿を置く。

「………………」

　千尋はそれを手にとって、しばし、じーっと眺めていたが、意を決したのか、

「………………」

　一口。

　と、そこには、銀河が広がっていました。

　きらめく星の海です。

　ぴかぴかやきらきらが遠くや近くに行ったりきたりしています。

　スパゲッティナポリタン。

　それは銀河なのでした。

　そう。

　未知の味覚との遭遇に、今、千尋チヒロの背後には銀河が広がっていた。







　──こ、こんな奇き々き怪かい々かいな姿をしているのに、なんたる美味!!







　銀河でドラゴンがゴーゴー火を噴ふいています。

「………………（ぎ、銀河っ！）」

　思わず反応が気になって、マシロは食べるのを休んで千尋に釘くぎづけになっていた。

　それからさんざんもったいぶって、（銀河から戻ってきた）千尋は、

「………………まあまあ……だな」（オレは銀河を見た）

　不器用にそう言った。

　だけど、それを聞いたマシロは、素直に、

「──よかったっ」

　とびきりの笑え顔がおになった。

「………………っ！」

　あまりに無防備で無邪気な笑顔に、千尋がさっきよりも顔を赤くした。

　マシロから視し線せんをそらしながら、

「まあまあだと言ってる」

　つよがる。

　でも、

「あ。口のとこ、ケチャップついてる──」

　とマシロがティッシュを取って、千尋の口もとに手を伸ばした。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。また、恥ずかしいことを……。

「────っ！　い、いい！」

　とっさに千尋がマシロの手をつかむ。

　ガチャンと、はずみでナポリタンがのった皿が鳴った。

　そのとき、マシロは、来らい賓ひんがきたときにつかんだ千尋の手の冷たい感触を思い出した。

　伝わってきた冷たい感情を。

　今は、あったかい。

　ちゃんと温度がある。

　あのときは、どうしたんだろう。

　今が、いつもの千尋チヒロだ。

　それだけなのに、なんでだろう。

　ちょっとうれしいんだ。

　なんでだろうね。

　いつもとおんなじってだけなのに。

　じっと見る。

　千尋も、あのときのことを思い出したのか、マシロの手をそっと離はなした。

　けど、もう伝わってた。

　温度。

　あったかいやつ。

「そうすか。じゃあ、どんどん食べちゃって。残すのもなんなんで、っつって、残ると思うんすけど。ちょっと作りすぎちった」

　マシロは、顔をそらしながら伸ばした手を引っこめた。

「だから、ちょっとどころじゃない」

　言ってから、千尋は、こらえていたものががまんできなくなったように、ハハハ、とふき出した。

「おまえは、変なやつだな」

　むせそうになりながら千尋は、マシロを横目で見た。

「ヘンで悪かったっすね」

　イヤミかと思って、マシロはぷぅと頰ほおを膨ふくらました。

「べつに悪くはないさ」

　としかし、千尋は首を振る。

「歳とし上うえのオレたちに気をつかってるのかつかってないのか判わからないし、大おお雑ざつ把ぱかと思えばヘンに生き真ま面じ目めだし、最初は男だとだまされていた」

「だ、だましたワケじゃ……。てか、そっちもおんなじじゃないっすか。女子じゃないし」

「まあな」

　前は「だましたワケじゃない」と否定していたのに、あいまいだが千尋はうなずいた。

「オレだって好きで女の格好をしてるワケじゃない、学校にいると息が詰まりそうなときがある。周りは、『女』ばかりだしな」

　自じ嘲ちよう気味に笑う千尋。

「──そう……。ああ。オレは、逃げるために此こ処こへ来たんだ」

　マシロに言うように、自問自答するように、千尋が話しはじめたのは、なんとなく気まぐれみたいなものだったのかもしれない。

　どうして話してくれる気になったのか、そのときのマシロには判わからなかった。

　あれだけ、マシロのことを拒否していたのに。

　自分のことに他人を巻きこむことを拒こばんでいたのに。

　けれど、千尋チヒロの変化のはじまりだったんだ。

　それは、あのひとがマシロに求めていた〝仕事〟のひとつ。




　冷たい感触とあったかい温度。

　たがいに移した体温。

　感じたもの。

　それは心の変化。

　マシロが千尋の心の中に居場所を見つけたかもしれないということ。

　千尋がマシロの心の中に居場所を見つけた気がしていたということ。




　それは、〝仲間〟だということ。




　　　　♪




　変わっていくことは、恐怖じゃない。

　いけないことでも悪いことでもない。

　かといって、変わらないことは罪じゃない。

　いけないことでも悪いことでもない。

　大切なのは、変化を恐れないこと。

　変わっていくことも変わらないことも、おんなじだ。

　きっと。たぶん、そうなんだ。




「そうだな。逃げていたんだ。オレは」

　もう一度、確たしかめるように千尋は繰くり返した。

　マシロはその意味を訊きくことなく、ただじっと真まっ直すぐに千尋のことを見つめた。

「生まれてすぐ、養子に出されたんだよ。『鳴海ナルミ』の家へ。それは生まれる前から決まっていたことで、父親の顔も母親の顔も知らないまま、オレは鳴海家の人間になった。知ったのは、幼稚園のときだったか。はじめて本当の父親の顔を見たのは、テレビの向こうだった」

　テレビの向こう？

　有名なひとなんだろうか。

「こないだ学校に来たやつらのことを憶おぼえているか」

　そう千尋チヒロに訊きかれ、マシロの頭に真っ先に浮かんできたのは、

「生徒会のひとたちといっしょに、案内した──高千穂タカチホってゆう？」

「そう。その高千穂グループの現社長が、オレの本当の父親だ」

「──エッ？」

　じゃあ、あのとき学校にきてたひとたちって……。

「あれは、兄姉きようだいだ。血のつながったな」

　どうりで。

　あのふたりを見たとき、マシロは何ど処こかで見たことがあるような気がしていたが、当たり前だった。

　似てるんだ。

　千尋に。

「兄姉の顔は、テレビや雑誌で判わかっていたが、逢あうのはあれが初めてだったんだよ。あっちはオレのことなんか気づきもしなかったがな……」

　そうか。

　千尋の様よう子すがずっとおかしかったのは、そのせいか。

　本当は、自分の肉親、家族のはずの人間。

　でも今、肉親でも家族でもない。千尋を見ても何も感じてなかった。

　マシロは思い出して、胸がぐっと締しめつけられる気がした。

　千尋の瞳ひとみに浮かんでいた哀かなしい色。

「鳴海ナルミはかつて、高千穂よりも大きな企業だった。そして、一時的な危き機きにあった高千穂グループを救ったのが鳴海だ。そのときの見返りとして、ある意味、悪い言いかたをすれば人質みたいなモノだな、オレが養子に出された。鳴海はもともと高千穂の遠とお縁えんで、跡取りがいなかったんだ。だから、兄弟の一番下のオレが……」

　千尋は、すこしうつむいたまま、言葉を続けた。

「まあ、人質とは言ったが、鳴海のひとたちは本当に良くしてくれた。本当の子供のようにオレを養い育ててくれたんだ。今こうしているのも、鳴海の援助があってのことだ。だが──」

　鳴海家は現在、高千穂グループの関連企業になっている。

　それは、危機にあった高千穂グループが勢いを取り戻し全盛期よりもさらに巨大化、今度は、鳴海を吸収合併したからだ。

「オレはずっと、憎んでいたんだ。親の顔も兄姉きようだいの顔も知らない自分を。こんな風な状況を作った高千穂の人間たちを。それでも、オレは、高千穂から出されて鳴海の人間になった鳴海千尋という人間は、鳴海が高千穂を救った証あかしであり、それがオレの誇りでもあった。だから、心にわいた負の感情も押し込めた」

　千尋にとって、それは裏切られたような想おもいだった。

　高千穂タカチホ家けとは家族ではなくなってしまったが、でも、血はつながっている。

　鳴海ナルミに出されたのは、自分にグループ企業の『鳴海』をさらに大きくする役目があるからだと信じていた。

　信じていた分、自分の中の何かが音を立てて崩れていくのは、早かった。

「なのに、高千穂は、自分たちの危き機きがすぎ去ったとたん、鳴海を飲みこんだんだ。そのとき、オレは決意した。あいつらに〝復ふく讐しゆう〟してやろうと……」

　しかし千尋チヒロは詰まった。

　自分自身から出た〝復讐〟という言葉に。

　いろいろな想いが身体からだをめぐる。

　そして、答えを導みちびき出そうともがいている。

　手を伸ばして、暗くら闇やみからヒカリに触れようと。

　ヒカリは何ど処こだ。

　ヒカリは何処だ。

　だからってワケじゃないけど、伸ばされた手をつかもうなんてつもりじゃなかったけど、気がついたらマシロは訊たずねていた。

「──復讐ってたのしいんですか？」

「…………」

　千尋は答えなかった。

　それが答えだと思った。

「復讐って、ぜんぜんたのしそうに聞こえないし、そういってるあなたもぜんぜんたのしそうに見えないっすもん」

　マシロは、真まっ直すぐに千尋を見る。

　千尋が目をそらしても、それでも真っ直ぐに。

「復讐ってなんすか？　復讐してどうするんすか？　復讐したらどうなるんすか？　復讐が終わったらどうするんすか？」

　千尋は、じっと黙だまったまま。

　ふたりの雰囲気に、もぐもぐしていたチビリが顔を上げて、首を傾けた。

　マシロはティッシュを取って、チビリの口のまわりのケチャップをぬぐってやる。

　チビリは目を細めて、なんの抵抗もしなかった。

「……鳴海の両親や祖父母にも、おまえと同じようなことを言われたよ」

　千尋は、家族の言葉を思い出していた。

「オレは、復讐してやると決めたはずなのに迷ってしまったんだ。鳴海の家は、あたたかくて、やさしくて、おだやかで。日々、復讐するという心がオレから失われていく。なら、オレはどうしたらいい。どうすればいい？　オレが鳴海にきた意味はなんだ？　鳴海千尋という人間は、いったい何なんだ……。判わからなくなってしまった」

　千尋チヒロはうつむいて、声を震ふるわせた。

「……だから、オレは鳴海ナルミの家を出た……。これ以上、失うのが怖くなって、それが〝復ふく讐しゆう〟という気持ちだったとしても、それを失なくすことで、自分の存在する意味が失くなってしまうような気がした。鳴あ海そ家こはあたたかすぎたんだ」

　マシロは思った。

　あの日、高千穂タカチホのひとたち、自分の兄姉きようだいに逢あって、千尋は何を考えていたのか。

　ずっと、復讐という言葉を通して自分自身のことを考えていたんじゃないだろうか。

　だからこそ、あんな哀かなしい色の瞳ひとみをしていた。それはもう痛々しいくらいに。

　強い気持ちが、人を強くするんじゃない。

　弱い気持ちだって、人を強くすることがある。

　きっと千尋が、真ま面じ目めでとげとげしい性格になったのは高千穂と鳴海という複雑で屈折した環かん境きように身を置いていたからなんだろう。

〝気持ち〟を〝自分自身〟を失くさないために。

　マシロも、自分がそういう立場だったら、同じようになっていたかもしれない。

　けど、マシロは、おおらかな水田ミズタ家けで育って、こういうアバウトな性格になってしまったが、それが自分である以上、仕方ないというより、なんの文句もない。

　生きてるってだけで、呼吸をしてるだけで、しあわせなことだってあるんだ。

　だからこそ、マシロには千尋の『復讐』がなんなのかは判らないし、たぶん、千尋自身も判ってないんだろうけど、それはたのしいことじゃない。

　ぜったいに。

　復讐が、千尋にとって存在する意味なんだとしたら。

　千尋は──




　どうして、あんなに哀しそうなんだ。

　どうして、そんなつらい顔をするんだ。




　忍シノブに振ふり廻まわされているときのほうが、よっぽどいい顔をしてる。

「寮ここは、どうすか？　イヤになった？　逃げ出したくなった？」

　ゆっくりと口を開いたマシロは、そう訊たずねた。

　さっきからずっと質問しっぱなしだなーとか思いながらも。

　ひとつでも返事が返ってきたら、まあ、それでいいや。

「自分、あんがいキライじゃないっすよ。ここ。最初はへんてこなとこで、ヘンなひともいるし、女子かと思ったら男子だったとか、めちゃくちゃだけど。まあ、キライじゃないっすね。好きかどうか訊きかれたら、答えにくいっすけど」

　千尋チヒロは、虚を突かれたような表情をした。

「そんなこと……考えたこともない……」

「じゃあ、考えてみたら？」

「な……？」

「学生が復ふく讐しゆうだとか考えてるよりは、友達とか仲間とか、そういうのを考えてたほうがよっぽど健全だと思うんすよね。んで、それだけで、そこに居る意味ってあるんじゃないかなーって。友達とか仲間がいない自分がゆうのもなんすけど。でも、笑え顔がおってだけで全部許されることがあってもいいんじゃないっすかねー。たとえば、ほら、あの忍ひとみたく」

　自分が半透明だったこと。

　それが自分の存在する意味だと思っていた。

　今でもそれはあんまり変わらない。

　でも、ここにいる自分もキライじゃない。

　振ふり廻まわされたり、困ったり、驚おどろいたり、いろんな感情が身体からだ中じゆうを駆けめぐっても、それは悪い気分じゃないんだ。

　やっぱり、独りになるのは怖い。

　やっぱり、独りになるのは嫌いやだ。

　誰だれかに触れると、それを強く感じてしまう。

　誰かに触れられると、それを強く想おもってしまう。

　だから、触れないように、触れられないようにしてきた。

　でも──

　誰かに触れたり、誰かに触れられたり、誰かを助けたり、誰かに助けてもらったり、いつもより多い笑顔でいる自分も悪くないかな、なんてたまに思うようになってきたんだ。

　マシロは、フォークにくるくるとナポリタンをからめた。

「まっ、あとは食べてから考えてみてもよくないっすか？」

　そう言って、ぱくっとフォークを口にくわえた。

　あっけにとられて、千尋がぽかんと口を開いた。

　けど、すぐにあきれるように少し笑った。

「……仲間か……いるだろう、もう……」

　ちいさくて、聴きこえなかった科白せりふ。

「え？　なんすか、聞いてなかった」

　マシロの意い識しきは〝食〟に向けられていて聞き逃してしまった。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。気持ち的に、花より団子。

　すると、プッと千尋が笑った。

　はじめてみる大笑いだ。

「ハハハハハ……ッ！　いいよ、いいさ。気にするな」

　言って、千尋チヒロはまたおおきな声で笑った。

　マシロは目を白黒させた。

　べつにそんな抱腹絶倒をまねくような、絶品ギャグをかましたつもりはなかったんだけど。

　ただ、誰だれかの笑え顔がおを見るのは、嫌いじゃないんだ。

「そういや、訊きいてもいいっすか？」

　マシロは、ふいに思い出して訊たずねた。

「なんだ？」

「──つーか、なんで女装しなきゃなんなかったんすか？　しかも女子校だし」

　その質問に、ナポリタンを口に運んでいた千尋は、思わずふき出してしまった。

「グッ！　ゴホゴホゴホ……ッ！」

「だ、だいじょうぶっすか!?」

　はい、これとティッシュを取って、千尋に渡す。

「す、すまん……。そうだよな。まあ、そう思うよな。実は、オレもだ」

「は？」

「あのひとが言ったんだよ。『そうする必要がある』とな。だから、オレもまだよく判わからないんだよ。もしかすると、だまされているのかもしれないがな」

　千尋は、あきれた風にちいさくため息をついた。

　マシロは、アサミ子の笑顔を思い浮かべていた。

　本当に『必要』なんてあるのか。

　マシロも、バイト中は、メイド服やらコスプレさせられている。

　本当に、そんな『必要ある』のか？

　疑問に思ってしまう。

「鳴海ナルミの家を出るときに、条件として、あのひとのところ──寮ここに入ることを約束させられたんだ。なんでも信頼できる知人がいると。それが、涼橋寮ここだったんだよ」

　そして、そこではじめて、涼橋スズハシ寮りようが女子寮だと知ったようだ。

　しかも何な故ぜか、

「まあ、自分を見つめ直すには環かん境きようを変えるのが一番よね！」

　とかなんとか、アサミ子いわく『必要がある』からと女装して女子校に通うハメになった。

　もちろん千尋のプライドがそんなことを許すはずもなかったが、

「できないなら、いいわよ。家に帰れば？　あなたのやさしい家族がきっとなんとかしてくれるわよねー。いいわねー、おぼっちゃんわー。ハイハイ、ボンボン」

　アサミ子は見事に千尋のプライドを刺し激げきした。

「誰だれもやらないとは言ってないだろう！　やってやれだ！」

　というワケで。

　千尋チヒロは現在のように女装して、聖アンジェリカ女学院中等部に通うことになった。

　それが約一年前のこと。

「ハハハ……マジすか……」

　マシロには、そのときのアサミ子と千尋のやりとりがまざまざと目に浮かぶようだった。

　人の心を読んでいるようなあのひとと、真ま面じ目めでプライドの高い千尋。

　千尋はうまく乗せられてしまったんだろう。

「で、なんで女子校なんすか？」

　なんとなく判わかってはいたが、マシロはあえて訊きいてみた。

「…………趣しゆ味みだろ。あのひとの」

　だろうと、思った。

　ぜったい、おもしろがってやってるよ、あのひとは。

「災さい難なんすね」

「災難だな」

「ご苦労さまっす」

「まあ、おまえもな」

「ハハハハ。もう、関かかわっちゃったんで……」

「そうか。悪かったな。オレのことも教えてしまったな」

　意外なことを言う。

　千尋は、あれほど関係がないと突っぱねていたマシロに、自分の過去や想おもいを伝えてしまったことを後悔してしまっていた。

　ひとのことを知るというのは、ある意味、そのひとの人生を一部、共有することになる。

　ときには、その重さが、知ってしまったひとをつぶしてしまうかもしれない。

　その重さにたえきれずに投げ出して、その場から逃げ出してしまうかもしれない。

　それで、また傷つくかもしれない。

　千尋はきっと、それを恐れて、最初マシロに自分たちのことを教えなかったんだろう。

　なら、最初から関わらないほうがいい。

　そしたら、傷つかなくてすむ。

　マシロとおんなじだ。

　マシロも、最初からひとりなら、独りぼっちの寂しさに気づくこともない。

　そう思って、なるべく他人に関わらないようにしている。

　マシロは、ため息をつきながら、けど、

「いいんすよ。どうせ、もう知っちゃったんだし。やってやれっすよ」

　そんな風ふうに笑った。

　とても綺き麗れいに笑った。

「おまえ…………」

　千尋チヒロの視し線せんがマシロに釘くぎづけになる。

　そして、唇が微かすかに動いて、何かを言おうとした。そのとき──




　どばん！




　と、いきなり部へ屋やのドアがけたたましく開かれた。

　びっくりしたチビリがマシロの頭の上に飛び乗った。

「──イイっ！」

　そこには何な故ぜか泣なき寸すんの忍シノブが男の子バージョンで立っていた。

「おかあさんは感動してしまいましたっ！」

　そして、ワケの判わかからんことを言い放ちやがる。

「ましろ～～ん、あんたはええ子やぁ～～っ」

　泣き寸のままやいのやいのと忍は、マシロに抱きついてきた。

「うぉっ！　ナポリタンが！　あぶねっ！」

「ましろ～～ん！　おかあさんは、あなたを産んでよかったのぉ～～」

「男から生まれてくるか！」

　たとえそれが可能だったとしても、忍から生まれてくるのだけは、ゴメンこうむりたい。

　マシロはぐいぐいと頰ほおを寄せてくる忍を、ぐいぐいと身体からだから引ひき離はなそうとする。

「なんかいいよね、いいよね！　こういうのって！」

　くるりと忍の顔が千尋に向いた。

「さっきから、オマエは何を言っている……」

　メガネじゃないのにメガネっぽい冷たい視線をぐっさり忍に突き刺す。

　が、そんなことおかまいなしなのが、忍なワケで。

「おかあさんは見てましたよ！　あなたたちのこと！　陰かげでこっそり！」

「おい！　もしかして、オマエのぞいてたのか!?」

　千尋が目を見開く。

　そりゃ、びっくりだ。

　さすがニンジャマスター。生徒会室でもやってた。

　趣しゆ味みが悪いぞニンジャマスター。

　だけど、やっぱりおかまいなく。

「いつもはイヤミを言い合ったりしてるふたりが、こうしていると、まるで家族のようじゃないのさ！　うん！　そう、せっかくだから、わたしたちは家族みたいなもんじゃない！」

　せっかくだからの意味が判わからん。

「わたしがもちろんおかあさんで、チヒロがおとうさんでしょ。それで、ましろんとひなっちが息子！　めぐーとチビリがペットで、アサちゃんは、アレね、いつまでも嫁にいかないおかあさんの妹！」

　おーい。自分、息子になってるんすけどー。

　萌流メグルがチビリと同じあつかいなのもかわいそうだ。

　あのひとに関しては、妹っていうのにも妙にしっくりくるのは何な故ぜだろう。

　そんな感じにマシロはふと思い出す。

　家族のことだ。

　こんな自分にでも居場所をくれる。

　人を遠ざけようとするマシロ。だけど、家族はそれでも近づいて、手を差し出してくれた。

　膝ひざを抱えてうずくまっていたマシロに。

　もしかすると、千尋チヒロにとっても此こ処こがそんな場所になっているのかもしれない。

　だから、忍シノブたちに心を許しているような気がする。

　自分が生まれた家への〝復ふく讐しゆう〟を心に決めて、でも、それを失うしないそうになるくらい育ててくれたひとたちがあったかくって、失なくすのが怖くなって、鳴海ナルミ家けを出た。

　けれど、そこにあったのは、やっぱり〝家族〟のような場所だったんだ。

「バカバカしい」

　と、千尋は言ったけど。

「同じ場所で同じ時間をこんなにも長くいっしょにしているのって、家族とおんなじだよ！」

　忍はうれしそうに笑う。

「恥ずかしいヤツだ、まったく」

　あきれた風につぶやく千尋。

　だけど、その顔には、やっぱり微ほほ笑えみが浮かんでいた。

　苦笑いだったかもしれないけど。

　笑え顔がおは笑顔だ。

　笑顔は笑顔を呼ぶ。

　たぶん、そうなんじゃないかって、ちょっとだけ思った。

　ほら──

「あーっ！　てゆうか、これなに？」

　忍が、テーブルの上に置かれた山盛りスパゲッティナポリタンに目をつけた。

　これだけ存在感のある物体に今まで気づかなかったのもさすがだが。

「食べます？　みんなの分もよゆうであるんで。ちょっと多くなっちゃったんすよ」

　マシロが言うと、

「えっ!?　マシロが作ったの？」

「まー、いちおう……ちょっぴり多めっすけど」

　だからちょっとどころじゃないが、忍シノブは気にせず。

「食べる！　たとえ食べられなくても食べる。むしろ、残さず！」

「んじゃ……」

　と、マシロは忍の分も小皿にとりわけて、手渡すやいなや、

「いただきますっ！」

　パシっと両手をあわせ、フォークでナポリタンを口に運ぶ。

　それはもう、大量に。

「………………ぐっ!!」

　が、動きが止まる。

「ちょ、ちょっと!?」

「お、おい。シノブ？」

　制止した忍の様よう子すを、マシロと千尋チヒロがのぞきこむ。

　すると、




　──ぎっ、銀河が見えましたっっっ!!




　瞳ひとみに星を輝かがやかせながら、忍が叫ぶように言った。

「びっくりした！　オレンジ色のスライムの親しん戚せきかと思った物体がこんなに──おいしいです！　マシロシェフ！」

　なんかひどいことを言われてるような気もしつつ、ほめられているっぽいので、

「はあ……」

　とあいまいに、もさもさと頭をかいた。

「すごいよ、ましろん！　こんなの食べたのはじめてだよ！」

　やっぱ、ほめてくれているらしい。

「ども……」

「銀河が見えた！　銀河が！」

　興こう奮ふん気味にそんなことを言う忍に、マシロはうさんくさい視し線せんを向ける。

　なに言ってんだか、このひとは。

「銀河って、意味判わかんないし」

　ぽそりとひとりごとで言ったマシロだったが、それを耳にした千尋がひっそりと顔をそらしていた。

　──自分も『銀河』を見ていたなんて言えやしない……。

「どうしたんすか？」

　千尋チヒロが何な故ぜかちょっと恥ずかしそうに頰ほおを赤くしながら右ななめ下四十五度を見ているのに気づいて、マシロは訊きいた。

「な、なんでもない！　オレは銀河なんて見てないぞ!?」

　あわてる千尋。

「いや、そりゃそうでしょうよ？」

　マシロは、とりつくろうような千尋が不ふ思し議ぎだった。

　すると、

「千尋も食べてみなよ。すっごくおいしいよ？　もう、これは銀河だね！」

　忍シノブが自分の皿に盛られたナポリタンを平らげながら言う。

「おまえに言われなくても、食べるさ……！」

　何故かムキになる千尋。

　マシロは、いきなりどうしたんだろうかと思ったが、自分の作った料理がどんどんなくなっていくのは悪い気はしなかった。

　むしろ、なんかうれしいな……。ないしょだけどさ。

　ふたりは、もぐもぐとマシロの作ったナポリタンを食べている。

　マシロは思わずじっとふたりの様よう子すを見てしまう。

「おかわり、マシロ！」

　と忍に呼び捨てにされちゃっても気にもしなくて、差し出された皿に、

「はいはい」

　なんて、ナポリタンを取り分ける。

　うーん。お手て伝つだいさんっぽいぞ、自分。

「──あっれー、なんかおいしそうなニオイがすると思ったらぁ♪」

　とてもオトナびているのにひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが鳴った。

　マシロや忍、千尋がその声に振り向くと、

「おねーさんにも食べさせなさいっ！」

「って、アサちゃん。さっき、食べたばっかでしょ……？」

　つややかな着物風の服を着たアサミ子がものっそい笑え顔がおで、小こ脇わきに萌流メグルを抱えていた。

「ナポリは別腹っ！　ってゆうじゃん？」

「ゆわないよ……」

　とか萌流とやりとりをしている間にも、アサミ子はずんずんと部へ屋やの中に入ってきて、萌流を千尋が座っているソファに放り投げるようにして着席させると、自分はマシロのとなりに陣取って密着する。

「せ、せまいんすけど……」

「どんまいっ☆」

　何な故ぜかウィンク笑え顔がおで、親指をおっ立てるアサミ子。そしてその手はいつかのようにマシロの頭の上に置かれている。

「コレすっごいよ？　銀河だよっ！」

　忍シノブが力説するが、マシロは、それじゃ伝わんねーだろーと思いつつ、アサミ子と萌流メグルの分のナポリタンを皿に取る。

　山になっていたナポリタンは、もうすっかり丘かそれに満たないくらいになっている。

　ふたりのときは、どうなるかと思ったけど。

　これじゃ勉強会じゃなくて、お食事会だな。

「うまっ！　なにこれ、ほんとにナポリタン!?」

　アサミ子がうなる。

　そわそわしていた萌流も、口に運ぶと、

「……あ、ほんとだ……」

　と、おっきな目をぱちくりさせた。

　やっぱ。

　なんかうれしいぞ。

　みんな、おいしいって言ってくれる。

　たとえば、もしか、それが高級そうな材料のおかげだったりしても。

　なんだかんだで、みんな食べてくれた。

「あ……もうひとり、いないや……」

　ひとりだけ、ここに姿がなかった。

「ひなっち？」

　忍がナポリタンをほおばりながら首をかしげる。

「ひなっちなら、たぶん……」

　そんなことを言おうとしたそのとき、







　──たららん、たらららん……♪







　ピアノの音だ。

　誰だれが弾ひいているんだろうか、と考える必要もない。

　この寮りようにいるけど、ここにいないのは。

「あのコだよ」

　忍シノブがにこっと微ほほ笑えんだ。

「たまに、ああやってピアノを弾いてるときがあるんだよねー」

　あのコってゆうのは、陽向ヒナタのことだろう。

　てか、陽向しかいないはずだ。

　ほかにいたらいたで、紹介してくれてもよさそうなもんだけど。

　たぶん、陽向で間違いないだろうとマシロは納得した。

　それにしても、綺き麗れいなメロディ。

　音楽のことなんてよく判わからないけど、でも、なんか楽しげなメロディだ。

　なんとなく、仏蘭西フレンチってカンジ？　知らないけど……。

　やさしく聞こえてくるそんなピアノをＢＧＭにして、お食事会ならぬお夜食会は続いた。

　千尋チヒロがなんとなく微ほほ笑えんでいるようで、マシロも、うれしくなった。

　そんな気がした。




　結局、スパゲッティナポリタンは、あまりのできのよさに、

「今日きようからこれを『スパゲッティましろたん』と呼ぶことにしますっ！」

　と忍によって、あらたな称号を得た。

　アサミ子が、

「いいっ！　じゃあ、ましろたんを食べちゃおうかしら？　幅広い意味で」

　同意して、誤解を招くようなことをつけ加える。

　それはかんべんしてほしかったけど、マシロにとってうれしかったのは、ナポリタンが全部なくなったってことだった。

　ただ、それだけだよ。

　うれしくなったのは。

　こんなにほっぺがゆるゆるになっちゃったのは。

　たのしいなんて思ったのも、そのせいなんだ。

　ほんとだよ？




　　　　♪




「──お孫さんの晴れの姿を見ていかないの？」

　来らい賓ひんの父兄や生徒たちでにぎわう五月さつき祭さいの最中、人込みの流れに逆らうように学校の外へと出て行こうとするひとりの老人に、声がかけられた。

　そのとてもオトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスに、老人が振り返る。

「おやおや。久しいな、〝魔ま女じよ〟さん。どうしたんだ、御お伽とぎ話ばなしの様ようにワシにカボチャの馬車を贈おくりにきたか？」

　冗じよう談だんを言って、老人は薄うすく笑った。

「おあいにくさまー。アタシはあなたに贈り物をするつもりはないわね。あなたには、専用のハイヤーがあるじゃん」

　魔女と呼ばれた、黒髪のあでやかな着物モチーフのゴスっぽい服装の女性も、にぃっとイタズラに笑った。

「てゆうか、いいの？ 天下の高千穂タカチホグループの会長さんがこんなトコでふらふらしてて。ＳＰもつけずにさ」

　女性が言うと、老人は肩をすくめた。

「ＳＰならそこらへんにいるさ。だいたいあんな黒服の連中といっしょじゃ肩がこってしかたがない」

「あ、そう。んで、あのコには逢あった？」

　女性が訊たずねる。

「いいや」

　老人は首を振った。

「どうして？　せっかく来たんだし、見ていけば？　あのコ今、すっごいイイかんじよ？」

「いいさ。あの子は、高千穂ではなく鳴海ナルミの人間だ。ワシには関係がない」

「そうかなー。なら、なんで、学校に寄付をはじめたり、あのコの兄姉きようだいをここに送りこんだりしたわけ？」

「知らぬなぁ」

　女性の追及に、老人は、視し線せんをそらしとぼけた。

「ったく。ま、いいけどね。おおかた、鳴海のおじーさんになにか言われたんじゃない？　たまには孫の顔でも見ていったらどうだとかなんとか」

「ノーコメントだ」

　老人は拒否したが、その表情はやわらかかった。

「それに、もう見てきたさ。先刻さつきな、たまたま偶然──そこらへんを歩いていたんだよ」

　老人はすでに『孫』の姿を見つけていた。

　そして、一目見てすぐにその場を去った。

　自分の存在を知られる前に。

「どうだった？　かわいいっしょ？」

　ちょっとイジワルっぽく女性は笑った。

「まあまあだな。あれはばーさん似だ。若いころにそっくりだったからな」

　老人も微ほほ笑えむ。

　でも、寂しそうに。

「……あの子は、ワシらを怨うらんでいるだろうな。父親にも母親にも逢あえず、顔も知らないまま。養子に出されたんだから……その上、その家をワシらは飲み込んだ」

　老人がつぶやくと、

「うーん。うらんでるんじゃん？　居場所失なくしちゃったみたいだし」

　女性があっさりとうなずいた。

　あまりにもあっさり肯定されてしまい老人は、フッとふき出してしまう。

「あいかわらずだな。〝魔ま女じよ〟さんは」

「──でも」

　女性は綺き麗れいに笑う。

「あのコ、今、いい顔してたでしょ？　それで十分じゃん。あのコはあのコの居場所をちゃんと見つけて。いつか、あなたの前に仕返しにくるかもしれないし、カボチャの馬車に乗ってくるかもしれないし。あ、違うか。あれだ。ガラスの靴をはいた〝女の子〟を紹介しにくるかもね。そしたら、そのとき、うけとめてあげれば。仕返しでも笑え顔がおでも」

「そうか……。そうだな……いつかな……」

　老人は、うつむいて微ほほ笑えんだ。

「そうだ。あの子のとなりにいたちいさな子は、あれは、あれも〝男〟か？」

　さっき〝孫〟の姿を見かけたときのことをふと思い出し、老人が訊きいた。

「あ？　もしかして、ましろんのこと？」

「増まし論ろん？」

「違うわよ。マシロってゆう名前なの、そのコ。めっちゃかわいいっしょ？」

「男じゃないのか？」

　念を押すように老人が言う。

「正真正銘、女の子よ？　どう、まいった？」

　にっこりと、女性は笑った。まるで自分の自慢をするように。

「はははは、そうか。やっぱりそうだったか」

「あげないからね？　アレ、今んとこアタシんだから」

「そうなのか？」

「そうよ。でも、いつかは誰だれかのモノになっちゃうかもだけど」

　ふくんだ笑えみを漏らす女性に、老人もつられて笑った。

「いつか、あの子がワシの前に連れてくるかもしれんということか……」

「さあて、それはどうかなー。ほかにも候補はたくさんいることだしねっ♡」




　　　　♪




　五月さつき祭さいがはじまる。

　ひとりマシロは、ぼんやりしながら部室の鏡かがみの前で、自分の姿にがっくりと頭こうべを垂れていた。




　マシロは、千尋チヒロの家庭教師のおかげもあって、追試を見事クリアした。

　追試は、実力テストよりも難なん題だいが増えていたが、それも楽勝。ってことはなかったけど、なんとか解くことができた。

「ありがとう……ございます……」

　結果をうけ、千尋にお礼をちゃんと言おうとしたが、途中で照れくさくなって、マシロは顔をそむけてしまった。

「オレが教えたんだから、当然の結果だ」

　千尋は自信満々にうなずいた。

　メガネじゃないのに実にメガネっぽく。

　なんなら、ずれたメガネを直しましょうか？　ってカンジだ。

「それに、礼なら、シノブにも言ってやれ、今回のことであいつが一番がんばっていた」

　そうだった。

　勉強会を開いてくれたのは、忍シノブだった。

　忍はほかにも、生徒会のことも歌か劇げき部ぶのことも先頭に立ってがんばっていた。

　仕切りは、千尋だったけど。

　いつも周りに気を配って、いつも一番の笑え顔がおでみんなをはげまして。

　笑いたくないときでも、つられてこっちまで笑顔になってしまう。

　そんな忍が、千尋が落ちこんでいたときも歌劇部に行っていたのは、マシロがいたからだった。

　歌劇部は忍しか手て伝つだえないことがあったけど、千尋を元気づけるのは、自分じゃなくてもいい。ちゃんと仲間がいる。マシロや陽向ヒナタや萌流メグル。

　忍は、千尋の過去や複雑な家庭事情のことは知っていたが、『高千穂タカチホ』の名前は知らされてなかったらしい。

　けれど、忍は、はじめから大丈夫だと思っていた。

　マシロなら、なんとかしてくれるようなそんな気がしていた。

　そして、ちゃんとそうなった。

　マシロは、自分が寮りよう生せいたちにもたらしている意外な効果を知るよしもないけど。

　とはいえ。なんだかんだで、マシロもけっこーたのしんだ。

　たいへんなこともあったけど、今の実感として、なんとなく。熱あつさも、のどもとすぎればなんとやら。

　みんながんばったもんな。

　忍シノブも千尋チヒロも陽向ヒナタも萌流メグルも歌か劇げき部ぶのふたりも生徒会のひとたちも。

　うまくいくといいな、五月さつき祭さい。

　ううん。

　うまくいくよ。

　あと、もうひとがんばりしなきゃだね。

「……んー。にしても……この衣装はなんとかならなかったんすかね……」

　五月祭を迎えた当日。マシロは、忍特製の衣装を着ることになった。

　忍によるとコスプレ部や歌劇部の宣伝も兼ねるために、

「目立たなきゃだよ！」

　という作戦らしい。

　ということは、そんなコスプレ衣装で来らい賓ひんの相手をすることになる。

　生徒会が許すはずがない。

　マシロだって、イヤだ。イヤすぎる。

　そう思ったのに、

「いいじゃない。楽しそうで。だって、『五月祭』はお祭りなんですもの。楽しまなきゃ」

　と、笑え顔がおの生徒会長、南青山ミナミアオヤマ小サ枝エ子コに了承されてしまった。

　体操着ジヤージはダメなのに、なんでっ！

　もちろん、マシロは、

「ずうぇったイヤだ！　やだ！　やだぁ！」

　とか、最初手渡されたいつも寮でアサミ子に着せられている、ゴスっぽいメイド服を断固拒否した。

　しかし、

「そういうと思って、もうひとつ用意しといたんだもんね～～っ♪」

　言って忍が取り出してきたのは──

「じゃじゃーん！　聖アンジェリカ女学院男役専用戦せん闘とう服ふくっ!!」

　戦闘服なんてゆうから、ぴったりフィットの巨大ロボットに乗るときに着る「ア〇ロ、行きま～～す」的なパイロットスーツを思い浮かべてしまったが、違っていた。

　それは、聖アンジェリカ女学院中等部の制服を男子用にアレンジしたブレザーだった。

「これね、実は、アサちゃんのデザインなんだよぉ♡」

　五月祭の準備で時間のない中、アサミ子と協力してこんなモノを作っていたらしい。

　ったく。

　マシロが望んだのは、なんとかデレラみたく窮きゆう地ちを打破してくれるガラスの靴とカボチャの馬車をくれた魔ま女じよで、女学院なのに男子用制服を用意するコスプレをしたりされたりさせたりするのが好きなおかしなふたり組じゃない。なのに、

「着なきゃクビだけど？」

　とアサミ子からの脅迫メツセージつきの男子用制服をちょっと着てみたら、いつも着てるメイド服よりかは──

「あれ？　あんがいフツーじゃん？」

　なんて一いつ瞬しゆんでも思ってしまった自分をボッコボコにしたくなった。

　バイトのときみたくアサミ子がセットしてくれた髪は、さらりとサイドに流れ、ちょっぴり出した耳がポイントだ。

　いつもボーイッシュなマシロだが今日きようはかなり──

「あなたほどの〝美少年〟が案内してくれるのなら、きっとご来場のみなさんもお喜びになられると思いますわ。特に──マダムが」

　衣装に着替え終わったマシロを見て、小サ枝エ子コが押さなくてもいい太鼓判を押してくれた。

　というワケでして。

　マシロは今、〝男子〟になっていた。

「あー……、やだなぁ……」

　五月さつき祭さいの仕事がはじまる前、マシロは部室でひとり身をひそめ、もだえていた。

　なれないネクタイも息苦しい。

　つーか、人前が苦手で、しかも、なんか変な衣装を着させられているし。

　体操着ジヤージでいいじゃないか。あれだってちゃんと学校指定だぞ。

　てか、むしろ、今着てる男子服のほうがパチモンなのに。

　女子校に男子服ってあきらかにおかしいだろ!?

　でも、もう、何もかも遅い。

「ハァ……」

　ため息の数も増えていく。

　すると、

「──ここにいたのか」

　部室に千尋チヒロがやってきた。

「ここにいたっすよ、それがなにか？」

「なにかじゃない。もうすぐ出番だぞ」

「え、マジで。もうそんな時間？」

　マシロは部室の時計とけいに目をやる。

　ほんとだ。五月祭がはじまろうとしている。

「ふぁ……」

　なさけないため息が出た。

「どうした、しゃきっとしろ」

　千尋チヒロが言う。

　マシロは、うらめしそうに千尋を見た。

「そっちはいいっすよ。似合ってるし、その服！　てか、もともと〝男子〟だしさ」

　千尋もマシロと同じ男子服を着用していた。

　あたりまえだけど、似合っている。普ふ段だんの制服よりも断然。

　その姿に、きゃーきゃー、と生徒たちがかなり騒さわいでいた。

　気絶して、保健室に運ばれる生徒数名。親がきてるのになにやってんだか。

　その原因。

「男役トップの千尋さまが男装をなされているわ～～～～っ」

　……男装じゃなくて、元に戻ってるだけなんだけど……。
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　でも、それだけ騒さわぐパワーはすごいと思う。

　できるなら、分けてほしいくらいだ。

　そしたら、今すぐこの羞しゆう恥ちプレイから逃げ出したいこの気持ちももう少しマシになるかもしれないかもだ。

　と──







　ぽんっ。







　細くて長い指がマシロの髪に触れた。

「情けない顔をするな」

　千尋チヒロがマシロの頭に手を置いている。

「歌か劇げき部ぶも生徒会も全部きっとうまくいく。みんながんばった。あとひとがんばりだ」

「そんなこと言ってもぅ……この服だし……」

「まったく……。安心しろ、おまえだけじゃない」

「へ？」

　マシロは、千尋の顔を見上げる。

　薄うすく笑って千尋が言った。

「オレもいる」

　そして、クシャっとマシロの髪をなでると、

「ほら、いくぞ。──マシロ」

　千尋は部室を出て行こうとする。

「あ、ちょっと……っ！」

　マシロもあわててそのあとを追った。







　てか、呼び捨てかよ。
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　　　　♪




「マシロくんっ！　本当にありがとうねっ！　がんばるから！」

　と、歌か劇げき部ぶのふたりがマシロの手を取ってぶんぶんと振り回す。

　そして、別れを惜しむように去っていくふたりの視し線せんが……。

　なんか軽く『♡』になってんのは、気のせいっすかね？

　マシロを見る目が、忍シノブや千尋チヒロたちに対するときのようになっている。

　でもマシロは気がついてない。

　今やマシロの──美少年っぷりは、中等部全体を駆け抜け、高等部はたまた付属の短大、大学まで駆け上ってフィーバーを起こしていることに。

　マシロが歩くたびに、

「キャー、マシロく～～ん！　こっち向いてぇ～～っ♡」

　なんて、上級生や同級生から声がかかって、正直、来らい賓ひん案内の仕事がやりづらくってしかたなかった。

　すると、生徒会長の南青山ミナミアオヤマ小サ枝エ子コがやってきて、「もうすぐ、吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏がはじまりますので、そちらを聴ききにいってはいかがでしょう」などと言葉たくみに（？）、マシロに群がる生徒たちをうまく散らしてくれた。

「マシロくんにはまだ、ファンクラブ規定がないから、群がりやすいのね。用心しなきゃダメよ？」

「は、はぁ……？」

　小枝子は言うが、マシロはまったくピンとこない。

　ファンて。なんすかそれ。ありえないっすよ。

　てか、実はこれって、このひと、生徒会長──南青山小枝子のせいだった。

　五月さつき祭さいがはじまる前、部室から移動してる最中から、『薔ば薇らの団』の鳴海ナルミ千尋と歩くもうひとりの〝美少年〟はいったい誰だれ!?　という話題が学校中を駆けめぐっていた。

　もちろん、その美少年とやらはマシロだ。

　いつもはおろしている前髪を流しているせいで、おでこがあらわになってるのを恥ずかしがっているマシロに自覚などなかったが。

　そして、そんなマシロに生徒会長が言った。

「あなたは、そちらのほうがよく似合ってますよ。それでは、よろしくお願ねがいしますね。──水田ミズタマシロくん」

　生徒会長の科白せりふから、瞬まばたきしてる間に、千尋チヒロのとなりにいた美少年が『中等部二年花組水田マシロ』だと知れ渡り、『マシロくん』という新しい呼び名もいっしょに広まってしまった。

　誰だれかとすれ違うたびに、

「マシロくん、ステキね！」

「マシロくん、すごく似合っていますわ！」

「マシロくん…………」

「マシロくん…………」

「マシロくん…………」

「マシロくん…………」

「マシロくん…………」

「マシロくん…………」

「マシロくん…………」

「マシロくん…………」

「きゃあ～～～っ、マシロくん、ステキぃ～～～～っ♡」

　とかなんとか。

　先せん輩ぱいから同級生から、はたまた、先生たちまでマシロのことを『くん』付づけで呼ぶ。

　嗚あ呼あ、すごいや、女子校って。

　ファンタジックあんどスペクタクルあんどミラクル。

　でも、きっとみんな五月さつき祭さいの雰囲気に酔ってしまって、はしゃいでるだけだ。

　イベントごとの参加を面めん倒どうくさがっていたマシロでさえ、なんだかドキドキしてしまっているんだから。

　明日あしたには、忘れてしまうんだよ。

　明日からはまた、普通の自分。

　……と思っていたが。

　忘れない。忘れられない。マシロフィーバー冷めやらずだ。

　むしろ、これこそ聖アンジェリカ女学院の生徒にとっての〝最大の収しゆう穫かく〟と言ってもいい。

　五月祭がはじまって、しばらくたつと、やってくる来らい賓ひんの足もゆるやかになった。

　ちょっと一息ってところだ。

　マシロもちょっと一息と、今は歌か劇げき部ぶの手て伝つだいに行っている萌流メグルがいれておいてくれた紅茶をポットからカップに注ぎ入れる。

「あー。おいしー……フー……」

　一息ついて。

　マシロは、重大なことに気づいた。

「あれ……？　来賓の案内してる間って……もしかして、歌劇部の公演観みられないんじゃ？」

「なんだ、オマエいまさら気づいたのか」

　さっきやってきた来らい賓ひんのロマンスグレイのおじさまの顔をデレッデレにさせていた千尋チヒロが案内を終えて、戻ってきたところだった。

「マジで……」

　だからだ。

　歌か劇げき部ぶのふたりがあんな舞ぶ台たい用のド派は手でな衣装で、わざわざ広大な校舎を練り歩いてマシロのところまでやってきてくれたのは。

　手て伝つだったマシロが、公演を観られないから。

　ふははは……。

　でもまあ、考えようによっては、歌劇部が派手な衣装で校舎を歩き回ったことは、ある意味宣伝にもなる。

「……お客さんたくさん入って、うまくいくといいな……。観られないけど……」

「うまくいくさ。なにしろ、オレたちが手伝ったんだからな」

　千尋も紅茶に口をつけながら、そう言った。

「自信まんまんっすね。自分は、なんかさっきからドキドキしっぱなしで」

「大丈夫さ。みんな、やれるだけのことはやった。だろ？　それにまだ、オレたちの仕事は終わってない。ほら、また客が来たぞ」

　千尋が言う。

　見れば、二組の夫婦がこちらにやってくるところだった。

「よっし」

　マシロは、簡かん易いのティーボードにカップを置くと、歩き出した。
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　はじめましておひさしぶりです。

『みずたまぱにっく。② - This is MIZUTAMASHIRO!! - volume.02』です。

　①巻の英語クレジットになにげなく、『volume.01』と書かれてあったので、『volume.02』をこうして送り出すことができてほっとしています。本当に（笑）







　とういうワケでして。




　以前、我らがメディアワークスさんの主催で公おおやけに、読者のかたがたとお逢あいする機き会かいをいただきました。

　ぼんやりとどんなひとたちが本を手にして読んでくれているのだろうかと、考えたりしていたので、直接お逢いできるというのは楽しみでした。

　その一方で、みなさんきてくれるかどうか（自分のことにはたしてひとが集まってくれるのかなぁ）とか、いろいろと不安もありました。

　が、お逢いしてみるとたくさんのひとにきていただいて、みなさんにあたたかく迎えて頂きましたっ。

　むしろ、ボクのほうこそみなさんをお迎えしないといけないのに。（苦笑）

　そのときは時間の都合上、おひとりおひとりとはほんの少ししか、コミュニケーションをとることができませんでした。

　けれど、すごく楽しくて、あったかい時間だったなぁと思っています。

　今までどんなかたが本を、こんな物語りを見たり読んだりしてくれているんだろうと、ときどき考えたり想像したりしていました。

　どんなときにこの物語りたちは、みなさんの傍そばにあるんだろう？

　どんな風ふうにこの物語りたちは、みなさんの中でカタチになっているんだろう？

　いろんなことを考えていたんですが、でも結局、ボクから質問をすることはなかったのでした。

　何な故ぜかというと、やはり時間のこともありましたが、みなさんにお逢いしてボクがそう考えていること考えていたことも、多少なりと届いていたかもしれないなぁと思ったからです。

　本の中の物語りは、ひとつです。

　けれど、本は不特定多数のひとたちに届けられます。

　それでもボクはいつも、読者のかたと『一対一』のコミュニケーションをしているつもりでした。どんなにたくさんのひとがいても、物語りは、読むそのひとたったひとりのためのものなんです。

　それが、少しは伝わっていたのかな。と、そのとき実感させていただきました。

　なによりそのことがうれしかったりします。

　あれからまた、物語りがひとつ生まれました。

　今、こうしてあなたが手に取っていてくれていることは、魔ま法ほうのような奇き蹟せきなのかもしれません。

　少しでも、この物語りがあなたのためでありますよう。

　なので──




　どうか、おもしろかったら笑ってください。

　どうか、つまらなかったら笑ってやってください。




　そして、

　この本に関する、

　この本をめぐる、

　すべてのひとたちに、心から感かん謝しやさせてください。




　ありがとう。











二〇〇七年晩春　某月某日　　　　　ハセガワケイスケ
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　　　　　──ほっとしたら、そこには笑顔がありました。
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ハセガワケイスケ

12月26日。福井県にて生まれてみる。







ふと思いました。願いを叶えてくれるのが、神さまなら神さまの願いは誰が叶えるのでしょうか？　神さまの神さま？　神さまの神さまの願いは？　うぉー、眠れねぇ!!
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七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
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みずたまぱにっく。②




―This is MIZUTAMASHIRO!!―








ハセガワケイスケ





発　行　　　　2014年8月14日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2007 K-Ske Hasegawa





※2007年8月25日発行発行の電撃文庫『みずたまぱにっく。② ―This is MIZUTAMASHIRO!!―』初版に基づき制作








[image: ]



item/image/p041.jpg





item/image/cover.jpg
PN LI g
p‘
) VIE
AMAST KQ:N\\ :
e

o

b
X

JI

IS

_.JE

RY

oo

S 6





item/image/p157.jpg





item/image/p315.jpg





item/image/megane.png





item/image/p239.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/t194.jpg
‘U M LI D W e

R

HFASCTOHS MrNSWIMS 14

o CET

B/ WUEELVFA—IL.

.





item/image/hyou4.jpg





item/image/p105.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/image/t100.jpg
‘. l'
A 2K

IIE [
track.02:

DESTINY
SYNDROME

NIEHCTHFISHNATON AASIHIITTISOHAVEF—

P

BoH/ VBN BBORER DI,

.

:

-





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ／グッドモーニングコールミィ。　prologue:GOOD MORNING CALL ME



		第一話／キラキラデイズ。　track.01:SHINY DAYS



		第二話／夕暮れには君の涙を見たのだ。　track.02:DESTINY SYNDROME



		第三話／ゆびさきセンチメートル。　track.03:BOYFRIEND BOYFRIEND BOYFRIEND



		エピローグ／グッドモーニングコールミィ。　epilogue:GOOD MORNING CALL ME～REPRISE～



		らくがき。Afterwords of Graffiti for"MIZUTAMA!! vol.02"





		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/t020.jpg
afiia
ll HT ‘= -

track.01:

SHINY DAYS P

&~

i
(AY

ZJ

TESANTHOTES otk

B—d/¥7¥771X,

o/ TF?





item/image/p011.jpg
—RERROY O HFEELEET
VITUNZARPERISEO TS,
IAMMRICDENTHHI=DIF. FE
RRBRITO "BFLLTA R
CIE ZBROT7AR)VNFEEDAND
EOEHMEATL!

(O v,
TUOBOSABTENSTEAND T VA
& B TUES, zonEEE (= A
F2E. 11 HREEBOCEPS f IR
BORDBBHINT -2
[}
A\ /

BIeBERBEL (K3ICRAD) Y
20 HDEBBUIERELSICK
STHBREICEALADSNTLERD.
BERTEARZR(LIEEIYVO. £
AEEERTNBICLIZDI, BIFIC
RICRBDBEISERIC DT

LD 7LT,
BlbME7o Y Y ABROEGE) <
(EHTEEOR) O—B I TLEfvin, 8
& BOGEFRECADS,
’ “ABHEEMOVELBICEENS, "
HESLVALHEEE—I?

o






item/image/p330.jpg
crew

original by K-Ske.h + Nanakusa
with the cheerful monsters
arrangement and produced by the cheerful monsters
written and composed by hasegawa*k-ske
art works by Nanakusa
edition by Unimal and Arabbit
designed by Hirokazu Watanabe (2725 Inc.)
boost link by Hitomi Araki(Media Works)
co-produced and treatment by Kazuma Miki(Media Works)
executive produced by Naomi Tokuda (Media Works)
and Naoko Oyama (Media Works)
production by Katsutomo Suzuki (Media Works)
made by LF&C / Little Flower & Children Records, tokyo.
manufactured by Media Works Inc.

thanks to

Neko Mimizuki, Madam K, Asuka Izumi,
Yukako Kabei, Masaki Okayu, Wakana,
Masahiro Yamashita, Takiko Kondo, Yumi Ide, Hakusensha,
Mamiko Noto, Ryo Hirohashi, Saeko Chiba,
1 think (Atsushi, Ishihariot, Cham!),
Good Song, Nice Music,
My Family and All The Rest of Lovely Boyfriends & Girlfriends!!

special thanks to All Readers and You

presented by the cheerful monsters
a pop by hasegawa*k-ske

for “ your lovely world!! ”





item/image/p217.jpg





item/image/ki.png





item/image/kuchie-001.jpg
- This is MIZUTAMASHIRO!! -

, volume.02: =~
BOYFRIEND BOYFRIEND BOYFRIEND

" Pretty Girl Privacy!! "

hasegawa*k-ske

NeHOTA AT





item/image/photo.jpg





item/image/saxtu.png





item/image/p010.jpg
X &

KE¥ Oh2]

L7 I TUNGEBRRERICES
FRESTEAE. ISR, ) MRIC
OSNHERICT BFENSA .
Ir—I8H A VBNHEELR

I v)7
ﬂfﬁ 23]
RIBLTRE, BADDEEA.
BIB< B CREE Y ODTEDALFE,
HRETIR T

TN ‘E 2 akn
05T = (3]
TR FRE, BRFT—ILEI—T 11—,
XHRENFTIHEVDIT AHRF S,
A ICHRBID

2V ¥ k¥

T8 R 55 16 (12 2]
RIBLFRE. £ 2DTUTV,
ROBFBER. B

Lol FFRITE

AX Ny AT L

WASEATR 1]
RIELTRE, RECASHEOEIRN,

TUSFOBHT. ),






item/image/t009.jpg
- This is MIZUTAMASHIRO!! -

volume.02:
BOYFRIEND BOYFRIEND BOYFRIEND

“ Pretty Girl Privacy!! "
NEHITARYT
hasegawa-k-ske

1S5 AMOLHE

art works by Nanakusa






item/image/kuchie-004.jpg
Kb "k w

O%HNO— (REMND) = -+ R =

i = REXNHSRY PO MEe
RDEWIDNVSHS QU
(ER&) SV






item/image/kuchie-005.jpg
Fl a7 AN NS ST i ) DS e
prologue: GOOD MORNING CALL ME = 12

L Ve Sk b .68
track.01: SHINY DAYS = 20

E5h/ YENCHBBRDRER DI,
track.02: DESTINY SYNDROME = 100

B=sh/ WOSES LY TFA=FIL,
track.03: BOYFRIEND BOYFRIEND BOYFRIEND = 194

IEO—F/JyFE—=2FaA-LZ 1, (&)
epilogue: GOOD MORNING CALL ME
~REPRISE~ = 318

OFkeYy = WHROHEDEICH >H>TWD,
HEoHWSSE—0E S GESN(RREANS).





item/image/kuchie-002.jpg
o G
L ar NN E \¢M

OER R = PRHEXMNEY ELSEAER 0P Q BEUHE: - NKR” Q%
RRS 0BS5S (MXNARERW)°

15 R,

il

o siB L 4T

BB TZS> GHROFEE,

L ho

&z

LA ALVEE]

ONTEIEF > B7UYxYhRFRPEROLEGE

= I?yj\‘u{nﬁmimm.%nu (SR (T4
SREQVEUURE’

ey






item/image/kuchie-003.jpg
.

) Sm\ o _\*

)
9

©S3%39

W7 & -.I‘uu\t\i

S HNERR

EEDPS2RIALTIG,

COBREERSEIRBPEE T,
B&2 &E¥YOFHRE?

HEBG > BELTEE EXo0TUTY,

MolFFEMILENTES,
S FVBARIFE,






item/image/p329.jpg
AT FEIE-¢, @
- This is MIZUTAMASHIRO!! -
volume.02 : BOYFRIEND BOYFRIEND BOYFRIEND

Fanw—2"/y NEe—=2ra—wvi4,
prologue : GOOD MORNING CALL ME

B8/ XX 774X,
track.01: SHINY DAYS

B AENCREDRY RO,
track.02 : DESTINY SYNDROME

BEFE QS Sy F A=,
track.03 : BOYFRIEND BOYFRIEND BOYFRIEND

z¥n—2/ 0y Re—=vra—n 4, (&)
epilogue : GOOD MORNING CALL ME ~REPRISE~

“ Pretty Girl Privacy!! ”

1 - KR N AT A A
i,/





item/image/p327.jpg
<9
°





